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　　　プロローグ　「凍いてついた二人」







　何もかもが眠ねむりにつく世界──




　空間の半分を構成する蒼そう海かいは、波なみ飛沫しぶきが上がったまま無数の気き泡ほうごと凍こおりついている。

　空間のもう半分を構成する蒼そう穹きゆうは、そこに浮うかぶ雲海が風に煽あおられて千々となり、無数の雲の欠片かけらとなった姿で止まっている。

　大気の流れも音の広がりもそこにはない。

　ここは、あらゆる動的な概がい念ねんから隔かく離りされた空間だった。

「皮肉なものだね」

　凍りついた海上で。

　白の研究衣を羽織った青年が、口元の苦く笑しようを隠かくしもせずにそう呟つぶやいた。

「僕とキミ。互たがいに互いを捜さがすために僕は『反こ波ち動ら世が界わ』、キミは『約束の庭はるかむこう』──二つの世界をあれほど行き来したあげく、こんな形ですれ違ちがうだなんて」

　研究主任エルベルト。

　中セ央ン統ト合ラ樹ル、そしてＳＩＲＥＮサイレンにおいて彼の名を知らぬ者はいないとされる天才研究者。

　外見年ねん齢れいはまだ二十代の前半から中なか頃ごろだろう。

　背せ丈たけは男性のちょうど平均ほど。鍛きたえぬいた体格というわけでなく、かといって研究室に籠こもりがちな研究者に見られる貧相な体型というわけでもない。

　そんな彼の──

　たった一つ際きわだった外見的特とく徴ちようが、その煌きらめく蒼そう髪はつだった。

　瑠璃ラピスラズリのように蒼あおめいた輝かがやきを帯びた髪かみ。あらゆる天上の蒼穹よりも深く、あらゆる大海の色よりも瑞みず々みずしい色味。

「キミはどう思うアナスタシア。世界の気まぐれは、それほどまでに僕たちを巡めぐり合わせたくないのかな？」

「白々しい」

　エルベルトの見つめる前で。

　アナスタシア、そう呼ばれた女性が淡たん々たんとした口調でそう返す。

「福音機関という名の組織に身を置いてまで、私の追つい跡せきを逃のがれたというのに？」

「それは誤解だよ。僕も福音機関も、互いに協力しあうことで共通の利点があった。それ以上の意図はない」

「また、噓が一つ」

　煌めく蒼髪を風になびかせる彼女。

　瑠璃ラピスラズリのように蒼めいた輝きの長髪に、美しくも慈じ愛あいと優やさしさを感じさせる相そう貌ぼう。

　白を基調とした神聖な印象の衣い装しようもあいまって、氷結の海上に立つ彼女は、どこまでも気高く、そして神秘的だった。

「その『協力する利点』の一つに、私から姿をくらますという目的も含ふくまれていた。違う？」

「あれ。バレてたか」

　可お笑かしそうに声を弾はずませる青年研究者。

　その場しのぎの噓を看破されたことに対する焦あせりや躊躇ためらいは一いつ切さいなく、むしろ当然──目の前の彼女がそこまで言ってくることまでわかっていた。

　……それでこそ。

　……そうでなくてはつまらない。

　そんな愉ゆ快かいささえ感じさせる反応だ。

「否定はしないよ。とはいえソレも偶ぐう然ぜんではあったんだけれど」

「────」
















　肩かたをすくめてみせる研究主任エルベルトに対し、対する彼女の応こたえは沈ちん黙もく。

「凍とう土どの下でひっそりと春を待つ花の種子のように。『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』もまた、この氷海の下でゆっくりと成長を続けている。あとはこの封ふう印いんが解けるのを待つばかり。かつて真天使フィオラミリスが施ほどこした封印は、新約召しよう喚かんが『世界の傷きず痕あと』を広げるにつれ弱まっていく」

「知っているわ」

「そうだね。けれど、どうするかい？　『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』はまもなく目覚める。虚像アバターによる擬ぎ似じ的な覚かく醒せいだけれど、それでも福音機関の目的としては十分すぎる。こちらの世界にいないキミでは何もできない」

　研究主任エルベルトの見つめる先は、彼女の足あし下もとにあるはずの影かげだった。

　あるべきはずの影がない。

　まるで陽炎かげろうのように。目の前にいる彼女は、はるか彼方かなたにいる彼女を映像化したに過ぎない存在だった。

「たとえこちら側に来たくても、キミはまだ向こう側の世界から動けない。となれば策は皆かい無むに等しいことになるけれど？」

　蒼い髪の女性は無言。

　先と同じ沈黙を保つ？　ここに第三者がいればそう判断していたであろう時の間かん隙げき。

　それだけの間を空けて。

　たった一言。

「私に代わる者がいる」

　凜りんとした口調で彼女は答えた。

　噓うそでも虚きよ勢せいでもない。その場しのぎの威い勢せいなど意味がないことを最初から理解した上で、決して揺ゆるがぬ自信に支えられた言葉であると。

　彼女の佇たたずまいが、何より明確にそう語っている。だからこそ──

「それは真天使フィオラミリス？」

「……いいえ」

「そうか。キミがそう言うのなら、僕もそれなりに期待できる」

　研究主任エルベルト。感情の読み取れぬ微笑ほほえを浮かべながらも、彼の口調はかつてないほどに真しん剣けんなものだった。

　白衣をひるがえし、アナスタシアへと背を向ける。

「また会おう。こんな離はなれた場所だけど、久しぶりにキミと話ができて楽しかった」

「……それもおきまりの噓？」

「いいや。これだけは本心さ」

　去っていく研究主任エルベルト。

　その背中を見つめる蒼髪の女性だけが場に残されて──

　いつしか彼女の姿も、大気と融ゆう和わするように薄うすれて消えていた。







　　　フェーズ１　「事象の中心　─中セ央ン統ト合ラ樹ル─」







　　　　１




　第二衛星都市『蒼そう河が』──

　バイオテスタ研究用の高層ビルが建ちならぶ都市にして、その豊富な水資源を利用した美しい水路が整備された一大観光エリアでもある。

　水の都。

　その愛あい称しようのとおり豊富な「水」を利用した水すい棲せいバイオテスタの開発に力を注いでいる都市だ。観覧船から川を覗のぞきこめば、飼育中のバイオテスタが水中を泳ぐ姿を観察することができる。

　色いろ鮮あざやかに塗と装そうされたゴンドラがうかぶ水路、その畔ほとりで。

「ミソラ、こっちです！　こっちこっち！」

　そよ風に髪をなびかせる少女が、大きく手をふりながら声をあげた。

　フィア・ネスフェリア・Ｃ４・アナスタシア。

　陽ひに透すけるような色合いの白銀めいた黄金プラチナブロンドの長髪が印象的な少女だ。

　宝石のように輝く蒼の双そう眸ぼうに、儚はかなさのなかにも愛らしさを湛たたえた面おも立だち。白のワンピースごしにも伝わる華きや奢しやな肢し体たいもあいまって、おとぎ話にでてくる妖よう精せいのような、ある種の幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを湛えている。

「ミソラも、あと……ええとエリス先せん輩ぱいも、早く早くです！」

「大だい丈じよう夫ぶだって。焦ったって良いことないんだから」

　しきりに手招きするフィアに苦笑で応じながら、ミソラは進む足をわずかに速めた。

　こちらは紺こん色いろに近い髪に黒の双眸をした少年だ。

　十代の少年らしい細身の身体からだつきに、まだわずかにあどけなさを残した面立ち。

「……で。先輩の方はと言えば、さっきから難しそうな表情してるけど」

「わかりますか？」

　ミソラの後ろを歩くのは、黒くろ塗ぬりの鞘さやに収まった長ちよう刀とうを携たずさえる少女だった。

　エリス・アーセナル・舞まい花か。

　青みを帯びた銀ぎん髪ぱつに、鋭するどい灰色の双眸。目鼻立ちのくっきりした面立ちと、それに似合う長身。さらには女性らしい起き伏ふくに富んだ体つきも、何もかもが美しい。

　だが一方で、そんな彼女の凜とした眼まな差ざしはいつになく濁にごり、その表情も無表情と不ふ機き嫌げんを足し合わせたように暗くなっている。

「いささか良い気分ではありません」

「どうしてさ？」

「こんな平日の昼間から、学園研究機関アカデミーを抜ぬけだして外を歩くという行こう為いがです。まるで妾わたしが、素行不良の少女のようではないですか」

　艶つややかな唇くちびるから、珍めずらしくも溜ため息いきをもらすエリス。

「会長の手足となり学舎の秩ちつ序じよを守ることこそ、評議会の副会長たる妾わたしの義務。なのに、よりによってこの妾わたしが、こんな昼の街を堂々と歩いて回るだなんて」

「だって先輩、理装執行者シミユレーターの認証ライセンス持ってるだろ。緊きん急きゆう事態なら昼間に学園研究機関アカデミーの外に出たって問題ないし」

「理り屈くつはそのとおりですが、妾わたしとて感情で話をしたい時もあるのです」

　銀髪の少女が嘆たん息そく。

「……もちろん、現在が非常事態ということについて否定はしませんが」

　前をゆくフィアへと歩調を速めるエリス。その歩調に合わせて歩を進めつつ、ミソラは隣となりの彼女の横顔をそっと盗ぬすみ見た。

「エリス先輩、一応確かく認にんしておくけど京きよう花かは？」

「学園研究機関アカデミーの講義に出席しているはずです。例の……銀の第一相イスカリオテとやら。あの仲間か、あるいはあの男がいつ再び襲しゆう撃げきしてくるともわかりません。連れん絡らく要員を残しておいた方がいいという貴方あなたの意見には妾わたしも同感です」

「なら、ひとまず学園研究機関むこうは任せておけば平気か」

「平気かどうかは些いささか不安が残りますね。久く遠どう真しん一いち郎ろうも待機させているとはいえ、現時点で妾わたしはまだ、福音機関についてほとんど情報を有していません」

　そよぐ横よこ髪がみを手でおさえながら、ふと、エリスが思い出したように頭上を仰あおぐ。

「唯ゆい一いつ、多少なりとも理解しているものといえば、銀の第一相イスカリオテという剣けん士しが使った奇き妙みような能力。新約召喚とあの男が呼んでいた奇術だけです」

　奇術──

　それは、一いつ般ぱん的には手品と称される芸能と同義の言葉だ。

　巧こう妙みような仕し掛かけと精せい緻ちな技術でもって、人間の心理を巧たくみに掌しよう握あくし、あたかも奇き蹟せきや魔ま術じゆつが起きたかのような現象を見せる。……が、それはあくまで「奇蹟が起きたように見える」ものであり、奇術が本当の奇蹟を起こしているわけではない。

　……そして、新約召喚は手品なんかじゃない。

　……エリス先輩もそれは身にしみてわかってるはず。

　並行世界。ここＳＩＲＥＮサイレンで研究されている次バ世イ代オ新テ生ス物タ──その原存在モチーフとなった空想生物たちが幻げん獣じゆうとして実在する世界がある。

　そんな幻獣たちを『こちら側』の世界に転移させる力こそ、新約召喚。

　発動できる者は並行世界の人間のみ。『こちら側』の世界に生きるミソラたちにとっては、まさに魔法か奇蹟と呼ぶ以外に喩たとえようのない能力だ。

「新約召喚。あの能力は妾わたしだけでなく京花と久遠真一郎も目撃しています。そこに小細工など存在しない。そうわかっていても、やはり妾わたしには、あの時の光景が信じがたいというのが正直なところですね」

「……気持ちはわかるよ」

　おとぎ話にしか出てこない妖精や精せい霊れい、竜りゆう、そして天使。

　そうした伝説上の空想生物たちを、現代の次世代生物工学で再現したのがバイオテスタ。そう信じていた人間の前に突とつ如じよとして『本物』が、しかも見たこともない魔術めいた力によって召喚される。

　……俺だって最初は何がなんだかわからなかった。

　……先生から、あれだけヒントをもらっていたっていうのに。




〝先生は、天使を見たことがあるの？〟

〝ええ。それに竜も悪魔もね〟

〝……新しいタイプの『次バ世イ代オ新テ生ス物タ』じゃなくて？　物語に出てくるような本物の？〟

〝もちろん本物よ〟




　バイオテスタ工学の世界的権けん威いであり、ミソラに『方程式オムニス』を託たくした師・アナスタシア。

　彼女から幻獣の存在を示し唆さされていながらも、現実に幻獣と対たい峙じした時の衝しよう撃げきは、今もミソラの脳のう裏りに強く焼きついている。

「ただし」

　横を歩くエリスが、意味深な口調でそう続けた。

「誰だれかさんが新約召しよう喚かんと福音機関のことをもう少し事前に教えてくれていれば、心構えもそれなりにできていたかもしれませんが」

「……いや、それは本当に悪かったよ先輩。だけど俺も説明のしようがなかったんだって。俺がいきなり『本物の竜は存在したんだ』なんて言っても信じてくれる？」

「信じません」

　悪びれない真顔で答える銀髪の少女。

「今のは些さ細さいな皮肉です。ＳＩＲＥＮサイレンに侵しん入にゆうした正体不明の組織。妾わたしですら、福音機関とやらを中セ央ン統ト合ラ樹ルにどう報告すればいいか迷っています。話したところで客観的な信しん憑ぴよう性せいは限りなく低い。そういう意味では、貴方が今まで誰にも報告らしい報告ができずにいた心境を汲くむ余地はあるのでしょうね」

「そう言ってもらえて何より」

　苦笑いをうかべ、ミソラはそっと息を吐はきだした。

　……半分は本当。

　……だけどもう半分は、噓うそじゃないにしても真実って言えるほどでもないか。

　福音機関の襲撃を誰にも打ち明けられずにいた本当の理由。

　それは、今まさに目の前を歩いている金きん髪ぱつの少女にある。

「ミソラ？　どうかしましたか？」

「何でもないよ。単に、前に行きすぎちゃダメだって言おうとしたところ」

　こちらの視線に気づいて首をかしげるフィア。

　天使型バイオテスタ。

　世界最さい先せん端たんの研究特区であるＳＩＲＥＮサイレンにも三体しか存在しない貴重種。だがフィアには、他ほかの二体の天使型バイオテスタにはない秘密がある。

　……神性幻想種フィオラミリス。

　……福音機関が血ち眼まなこになって追い求めている『本当の天使』が宿ってる。

　フィアに眠ねむる神性幻想種フイオラミリスのことは話せない。

　迂う闊かつに話せば、フィアの居場所を追い求める福音機関の標的対象が、新たに増えてしまうだけなのだからだ。

　──福音機関との抗こう争そうに誰も巻きこみたくない。

　それが、ミソラが福音機関の存在を誰にも言えずにいた本当の理由になる。

「待ち合わせの場所は、例の施し設せつでしたね」

「そうそう。たぶんレイレイが先に待っててくれると思うんだけど」

　両りよう脇わきを水路に挟はさまれた歩道を進んでいく。

　網あみ目め状に走る水路と、その隙すき間まを縫ぬうようにしてそびえ立つ高層ビル群を横目に、ミソラは先を行くフィアの後ろを追いかけた。

「二十秒の遅ち刻こくだ」

「それくらいは時間厳守の範はん囲いでいいと思うんだけどなぁ。レイレイも、どうせ来たばっかりなんだろ？」

「俺は時間どおりの到とう着ちやくだ」

　バイオテスタ研究施設。その広大な敷しき地ちを囲むコンクリート壁へきの前に、黒のコートを羽織った理装執行者シミユレーターが立っていた。

　──レイベルト・レイ・ラクシズ。

　光を反射しない黒の長髪に、目鼻立ちの整った相そう貌ぼうのⅠ級理装執行者シミユレーター。

　フィアに宿った神性幻想種フイオラミリスについて、ここＳＩＲＥＮサイレンではミソラ以外に唯一その存在を認知している人物でもある。

「一足先に、あの二人の状態を確認してきた」

　研究施設の棟とうが建ちならぶ敷地。

　そのずっと奥を視線で指ししめす黒の理装執行者シミユレーター。

「例の二人ですね？　福音機関から派は遣けんされた刺し客かくという話でしたが」

　黒塗りの鞘に収められた刀を手に携えながら、エリス。

「先の報告のとおりだ。あの兄妹きようだいは、既すでに福音機関に対して決別の意志を表している。福音機関からすれば造反者という位置づけだな。身の安全と療りよう養ようのため、この先の多目的棟に身を潜ひそませている。むろん監かん視しという意味でも観察は怠おこたってはいない」

「状じよう況きようは承知しました。では、さっそく案内してもらえますか」

「そのつもりだ」

　コートをひるがえすレイベルト。

　その後ろに、学園研究機関アカデミーが誇ほこるたった一人の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターも続く。

「フィア、俺たちも」

「は、はいです！……ミソラ、わたしどうしましょう」

　歩きながらこっそりと耳打ちしてくるフィア。

「え、ええと話に参加した方が自然ですか？　それともじっと聞いてますか」

「聞いててもらえれば大だい丈じよう夫ぶだよ。俺もフィアも、何か余計なこと喋しやべって口を滑すべらせるっていうのが一番よくなさそうだから」

　フィアに宿る神性幻想種フイオラミリスの存在は、こちらから話す必要はない。

　その点については事前にレイベルトとも確認した事じ項こうだ。福音機関の目的を語る上では有用な情報になるが、それを知った者を危険にさらしてしまうことになる。

　……レイレイならそこらへん上う手まくやってくれるはず。

　……話の流れはいっそ任せた方が安心か。

　地平線が見えるほど広大な敷地の奥、周りの実験棟から孤こ立りつして立つ灰色の棟。

　多目的棟。

　認証ライセンス機つきの自動ドアの前で、立っていた女性が気楽な様子で手をふってきた。

「はいはーい、こっちだよ。四十秒の遅刻だね？」

「……だからさ、それくらいは時間厳守の範囲でいいと思うんだけど」

「大人の社会は遅刻が厳禁なんだよ？」

　愉ゆ快かいそうに唇くちびるをつりあげる女性──ネオリエ・Ｋ・ヴィスティゲイン。

　外側にカールした濃のう緑りよく色しよくの髪に、赤みを帯びた黄の双そう眸ぼう。

　皺しわ一つない白のシャツに、清せい楚そな印象を与あたえるスカートに黒のローヒール。その第三ボタンまで胸むな元もとを開いた大だい胆たんな姿をのぞけば、大だい企き業ぎようの事務員オフイスレデイと言われても何ら違い和わ感かんのない恰かつ好こうだろう。

　並行世界たる『向こう側』の出身ながら、ＳＩＲＥＮサイレンの中ちゆう枢すう・中セ央ン統ト合ラ樹ルと協定を結んだ組織『見えざる烙らく印いん』の一人として第二衛星都市に居住。

　ミソラとは、バイオテスタ暴イ君ドの鎮ちん圧あつ指令で行動を共にした仲だ。

「さておき朝早くからご苦労様。じゃ、案内するからついてきて」

　施設の広大な敷地で、バイオテスタの実験棟から離はなれた場所にそびえ立つ多目的棟。

　ＳＩＲＥＮサイレンに複数存在する『見えざる烙印』の拠きよ点てんでもある建物へと、ネオリエが足早に歩きだす。

「ネオリエ──」

　フィアと並んで歩きながら、ミソラはそんな彼女の背中へと声をかけた。

「さっきレイレイにも聞いたけど、ネオリエから見て二人の様子は？」

「静かだよ。そうだね、ちょうどあんな感じかな」

　ネオリエが目線で示した先には、芝生しばふの上で休む二体の一角馬ユニコーン。

　兄妹か。あるいは仲良しの個体なのかはわからないが、まだ生まれて間もないのだろう。走る訓練を終えて、二体で寄りそって身体からだを休めている。

「妹の方はまだ精神が不安定で落ちつかないけど、それを兄が上手く鎮しずめてる感じ。会話には支障ないんじゃないかな。今は部屋に監視カメラを取りつけて、二十四時間態勢で見張ってる。蛇だ足そくになるけど、これは向こうから提案してきたことね」

「自分たちから？」

「そそ。敵対する意志はないって示したいんだってさ」

　足を速めるネオリエ。

　彼女の背を見つめながら敷地内の歩道を伝っていって、たどりついたのは重厚な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた灰色の棟だった。

「ドアが開いたらすぐに入ってね。こんないっぺんに大人数が入るのなんて珍めずらしいから、ノタノタしてると壁かべに挟まれちゃうよ。十秒すると閉じちゃうから」

　自動ドアの設置された認証ライセンス機の前で、ネオリエが片目をつむってみせる。

　なにしろ彼女の手前にミソラとフィアがいて、さらにその後ろにレイベルトとエリスが控ひかえているのだ。

「さ、入った入った」

　まっすぐ奥まで延びている棟の通路。

　その通路の両脇には、大小さまざまな会議室用の部屋が用意されている。

　──四日前。

　この棟は、空をも焦こがすほどの炎ほのおによって炙あぶられていた。

　棟の外がい壁へきはまだ至るところが煤すすけていたが、内部にまで火が及およぶまえに消火活動が間に合ったのは不幸中の幸いだろう。

「……静かな棟ですね」

「年中、人手不足だからね。でも騒さわがしいよりマシだと思うよ」

　エリスの呟つぶやきに耳ざとく答えつつ、ネオリエが通路を進んでいく。

　その足取りが、棟の奥にある一室の前で止まった。

　鋼鉄の扉とびら。

　窓もなければ部屋の内部をうかがうための覗のぞき穴もない。

「この棟の三階で、ウチの仲間が部屋の内部を監視カメラで見張ってる。解かい錠じようすることに少しでも危険を感じたら連れん絡らくをもらうことになってるけど、どうやらその連絡もない。ていうことで開けちゃうけど、構わないね」

「ミソラ、……ええと。わたし、どうしましょう」

「俺と一いつ緒しよに部屋に入れば大丈夫だよ」

　わずかに身を寄せるフィアにうなずいて、ミソラは扉を視線で指ししめした。

「大丈夫。ネックザールはもう、二度とフィアを狙ねらわない」

　開いていく扉。

　その向こうには、無機質な鋼鉄の壁に覆おおわれた小部屋があった。

「遅おそかったな」

　部屋の隅すみに置かれた背のない木椅い子す。

　そこに腰こしかける青年が、落ちついた様子で顔を上げた。

　外見年ねん齢れいは二は十た歳ち前後。端たん整せいな顔だちに、逆立てた銀ぎん髪ぱつ。そして身にまとう魔ま術じゆつ師しめいたローブもそうだが、何よりの特とく徴ちようと言えるのが彼の閉じられた両目だろう。

　特とく殊しゆな封ふう印いんで視覚を閉とざすことで、「精せい霊れいの声」を聞くことを可能にした青の術者。

　──青の第三相・ネックザール。

　──福音機関の巡じゆん礼れい戦闘者としてミソラと敵対していたのが、わずか四日前のこと。

　ここに囚とらわれていた当初は両手両足を拘こう束そくされていた。今はそんな縛いましめからも解き放たれ、部屋の中であれば自由に動くことが許されている。

「福音機関が動くより先に動く。そう提案したのはお前たちの方だと思っていたが」

「早く動くにしたって限度があるだろ。お前の妹の体調だって」

　淡たん々たんとした口調のネックザール。

　彼の腰かけた椅子のすぐ後ろ。そこに設置された簡易ベッドに横たわる少女を一いち瞥べつし、ミソラは首を横にふってみせた。

「禰ネ鈴レだっけ。あの後の体調は？」

「それは……」

「お兄様。禰鈴のことは、禰鈴からお答えするのが皆みな様さまへの礼れい儀ぎかと」

　ネックザールが言いかけた矢先。

　後ろのベッドで寝ねていた少女が、ゆっくりと上半身を起き上がらせた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな身体に、シャツ一枚だけを着た質素な姿だ。およそ日焼けとは無む縁えんである白磁のような素す肌はだだが、シャツから覗く肘ひじ先には痛々しく包帯が巻かれている。

　──赤の第二相・禰鈴。

　ネックザールの実じつ妹まいでありながら、その強力な新約召しよう喚かんの力ゆえに福音機関に目をつけられ、洗脳に近い大特異実験によって正気を失っていた。

　銀の第一相イスカリオテと共にＳＩＲＥＮサイレンの施し設せつを強きよう襲しゆう。真天使フイオラミリスを宿したフィアを狙ってミソラとも戦うことになったが、今はその精神錯さく乱らんも解けて意識を取りもどしたという。

　そんな彼女が。

「……本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

　今にも消え入りそうな声で、弱々しく、そう口にした。

「すべての罪はネックザールお兄様ではなく、禰鈴にあります。この身一つで受けられる処しよ罰ばつなど限られていますが、どうかお心の赴おもむくままになさってください。それだけの……罪を犯おかした自覚はございます」

「殊しゆ勝しようなことだな」

　顔色一つ変えずに返すレイベルト。

「だがあいにく、そんな処罰の権限など持ち合わせている人間はこの場にいない。ここにいるのは、あくまで暴走バイオテスタの鎮圧認証ライセンスを有する人間だ。それ以外の点は、俺たちとて一いつ般ぱん人と何一つ変わらない」

「でも私し怨えんは？　禰鈴は、そこのミソラ様に多大なご迷惑を──」

「私怨にしたって向ける矛ほこ先さきが違ちがうだろ。そりゃあ福音機関の残りの連中には文句の一つや二つどころか、言いたいことも山ほどあるけどさ」

　横目に見つめるレイベルトに促うながされ、ミソラもまた小さく首しゆ肯こうで応こたえた。

「あとはレイレイの言うとおりだよ。ＳＩＲＥＮサイレンのバイオテスタ研究所を襲おそったことも、処罰を下せるとしたら中セ央ン統ト合ラ樹ル。だけど問題は、よりによってその中セ央ン統ト合ラ樹ルの中枢に、福音機関側の人間がいるかもしれないってこと。そっちの解決が先だろうから」

「中セ央ン統ト合ラ樹ルを代表する天才として知られる、研究主任エルベルト……」

　神しん妙みような面おも持もちで、独り言のように呟くエリス。

「正直、いまだに信じられないというのが本音です。本当にあのバイオテスタ研究者が、福音機関と繫つながっているというのですか」

　研究主任エルベルト。ミソラやエリスをはじめ、ＳＩＲＥＮサイレンの学園研究機関アカデミーに通う学生ならばその名を知らぬ者はいないであろう研究者だ。

　──『Ｎ因子』施せ術じゆつの安定化技法の発見。

　すべての理装執行者シミユレーターはＮ因子施術を受けている。その発見者であり最大の貢こう献けん者。

　さらに精霊型バイオテスタや妖よう精せい型バイオテスタなどの新種製造にいたっては、ほぼ必ずと言っていいほど研究協力者として彼の名が掲けい載さいされている。

「確かな情報だ。俺は青の第一相イスカリオテから名前を聞いただけだが、禰鈴にいたっては福音機関の拠点でエルベルト本人を目もく撃げきしている」

「大特異点の実験。それを福音機関で主導していたのがエルベルトという男でした。とはいえ、禰鈴も姿を見たのは一度きりです。理由は『こちら側』の世界での別計画も並行して担当しているから、すぐにでも中セ央ン統ト合ラ樹ルに戻もどらねばならないからと」

「自らそう言ったというのですか？」

　兄であるネックザール・Ｏ・イスカ。

　そして妹にあたる禰鈴・Ｏ・イスカ。

　福音機関に所属していた兄妹きようだいの証言に、眉まゆをひそめたのはエリスだった。

「俺と禰鈴の話が信じられないと？」

「そうではありません。ただ、妾わたしには腑ふに落ちないことがあるのです。それはエルベルトという男に行動の統一性が見られないこと」

　虚こ空くうを見つめる彼女。

「あなた方も知識としては有していることでしょうが、妾わたしを含ふくめ、全すべての理装執行者シミユレーターは、あの研究主任エルベルトの開発したＮ因子適合化手術を受けている。いわば研究の恩おん恵けいを受けているわけです。しかし妾わたしが福音機関の銀の第一相イスカリオテと戦い、結果として退けた形になりました。つまり研究主任エルベルトがＳＩＲＥＮサイレンで行った研究が、そのまま福音機関の脅きよう威いとなる理装執行者シミユレーターを増やす行こう為いに直結したわけです」

「……俺も、エリス先せん輩ぱいと同じ疑問にぶつかったよ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような面持ちで、ミソラもまた首を縦に振ふった。

　説明がつかないのだ。

　そもそも福音機関の最終目的は、福音機関のある『向こう側』と『こちら側』の両世界を連結させた『ネクサス事象』の掌しよう握あくにある。

　ほかならぬネックザールからミソラが聞かされた話だ。




〝『我々の世界』と『お前たちの世界』。本来なら決して交わることのない並行世界が繫がった世界連結の日。これを福お音れ機た関ちは『ネクサス事象』と呼んでいる〟

〝これがフィオラミリスの歌声。

『真の赤き実ネクのなる大樹サス』の福音の対ついとなる、たった一つの真なる讃さん美び歌かだ〟




　福音機関の目的が、『真の赤き実ネクのなる大樹サス』と呼ばれる対象であること。それがフィアに宿った真天使フイオラミリスにも何かしらの関係があるということ。

　ここまでがミソラの有している知識だ。

　……福音機関は、ネックザールに命じてフィアを捕ほ獲かくしようとした。

　……その失敗を受けて派は遣けんされたのが禰鈴と、そして銀の第一相イスカリオテだった。

　バイオテスタの製造に用いられる『Ｎ因子』適合施術を人体に施ほどこすことで、その脳波と生化学反応との同期を実現したのが理装執行者シミユレーター。

　つまりエリスやレイベルト、それに京花といった者たちだ。

　ＳＩＲＥＮサイレンに刺し客かくを送りだす時に、そうした理装執行者シミユレーターが福音機関にとっての障しよう壁へきになることは予測できていたはず。

　……脅威となる理装執行者シミユレーターを増やすことを承知で、『Ｎ因子』適合化実験を進めた？

　……だとすれば、その目的は何なんだ？

　それがわからない。

　だが、ミソラがそれを懸け念ねんするのはエリスの言うように「腑に落ちない」からではなく、そこに喩たとえようのない不気味さを覚えたからだ。

　何か裏があるのではないか？

　まだ自分たちの知らない、想像すら及およびもしない水面下での画策が。

「本人に聞く以外にないだろうな」

　腕うでを組んだ姿勢で呟くレイベルト。

「話を先に進めよう。まずネックザール、お前に向けての情報を提供する。研究主任エルベルトが福音機関の人間であると聞いてすぐ、俺は裏を取るために中セ央ン統ト合ラ樹ルに向かった。それが四日前。だが、どうやら俺の行動は読まれていたらしい」

「なに？」

「行方ゆくえをくらましていた。一時の不在や休きゆう暇かではない。他ほかの研究者にも告げることなく、あの男は姿を消してしまっていた。中セ央ン統ト合ラ樹ルの関係者たちも、奴やつの行き先は一いつ切さい摑つかめていないとのことだ」

　ネックザールが福音機関を裏切ること。

　その可能性さえ思いつけば、中セ央ン統ト合ラ樹ルに潜ひそむ諜ス報パ者イの存在もまた明るみに出ることはすぐに察しがつくだろう。

　ゆえにレイベルトの来訪に先だって姿を消した。ここまでは容易に想像できる。

「でもレイレイ？　その研究主任エルベルト、中セ央ン統ト合ラ樹ルの監かん視しカメラに映ってなかったんだろ？」

「そうだ。奴は中セ央ン統ト合ラ樹ルの高層階にいた状態から忽こつ然ぜんと姿を消した。つまり、あの巨きよ大だいな建物のどこかに潜んでいるというわけだ」

「となれば、福音機関のさらなる派遣を待っている可能性がありますわ」

　微かすかな声でそう呟つぶやく禰鈴。

「……禰鈴たちの失敗は、銀の第一相イスカリオテによって福音機関に伝えられているはずです。幹部を投入しても標的を捕獲できなかったわけですから、次は力押し以外の奇き策さくを絡からめてくるかもしれません」

「そうだ。ゆえにお前たちに要求することがある」

　一歩、レイベルトが銀髪の兄妹へと足を踏ふみだした。

「研究主任エルベルトは、まだ中セ央ン統ト合ラ樹ルのどこかに潜んでいるはず。その目的は依い然ぜんとして不明だが、このタイミングで姿を消したことで奴が福音機関側の人間であるという情報は確実性が増した。福音機関が次の手を打つ前に研究主任エルベルトを見つけだす。だが肝かん心じんの奴と面識があるのは俺だけだ」

　ＳＩＲＥＮサイレンの統とう括かつ機関たる中セ央ン統ト合ラ樹ルは、名目上は公こう共きよう施し設せつにあたる。

　内部を見学しようと思えばミソラにもできるが、問題は研究主任エルベルトのいる上層階がバイオテスタの機密研究エリアに指定されていることだ。

　通行が許されているのは所属研究員、そしてⅠ級以上の理装執行者シミユレーター。

「無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの妾わたしならば認証ライセンスの提示で通行可能です。しかし、あいにく妾わたしも研究主任エルベルトとは面識がありません。さらに言えば研究主任エルベルトとは別に、福音機関の刺客がそこで待ち伏ぶせしていることも考えられるわけです。ただの研究者と思って通りすぎようとした矢先に奇き襲しゆうを受ければ厄やつ介かいこの上ない。そこで──」

「俺たちに同行しろと。これはまたずいぶん信用されたものだな」

　椅い子すに座ったままネックザールが苦く笑しよう。

　福音機関の構成員に詳くわしく、さらに研究主任エルベルトとも面識がある。先導役としてはこれ以上ない人材だろう。

「ミソラ、どうせお前の提案だろう」

「そうだけど。顔に出てたかな？」

「お前の考えそうなことだ。なるほど、この四日間の空白ブランクはそのためか。俺たち二人の回復を待っていたと」

「それに、こっちも色々と詰つめなくちゃいけないことがあったんだよ」

　部屋の中の顔ぶれを見わたして、ミソラは首を振ってみせた。

　ネオリエを除いたこの場の四人。

　ミソラとフィア、そしてⅠ級理装執行者エルベルトに無級理装執行者エリス。自分たちが中セ央ン統ト合ラ樹ルへと乗りこむのと入れ違いに、福音機関の刺客が学園研究機関アカデミーを強きよう襲しゆうすることも考えられる。

　対し、考えられる手だては──

「エリス先輩、京花の方はうまくやってるかな」

「うまくやってもらわねば困ります。学園研究機関アカデミーには久遠も待機させていますし、京花あのこ一人の負担も大きいわけではありませんから」

　眉一つ動かさずに答えるエリス。

　一方、そんな落ち着きはらった表情とは裏腹に、そう告げる義姉エリスの声は、溜ため息いきにも似た憂ゆう慮りよが混じりあっていた。

「……もっとも、それがあの子の得意分野かと問われれば、答えに迷うところですね」




　　　　２




　第三衛星都市『碧へき陽よう』。

　ＳＩＲＥＮサイレンを構成する都市の一つであり、第二衛星都市『蒼そう河が』と第四衛星都市『黄おう蓮れん』の間に位置している。

　その第九区画。

　一いつ般ぱん住宅が多く並び立つ住宅街にて、鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえて走る学生たちの姿。

　それも一人や二人ではない。住宅街の路地から大通りまで、男子も女子も関係ないと言わんばかりに息を切らせて走っていく光景。中には、非常に稀き少しような獣けもの型バイオテスタである一角獣ユニコーンに乗って、歩道を駆かけていく少女の姿まである。

　朝八時半。

　四学年・計二〇〇〇人にもおよぶ学生たちが一いつ斉せいに登校する時間だ。

　学園研究機関アカデミー──

　ＳＩＲＥＮサイレンの各衛星都市に一つ設置された大規模教育機関。

　校舎の規模は都市によって異なるが、そこに在ざい籍せきする学生たちがしのぎを削けずり、分子生物学、次世代生物学、発生学、培ばい養よう学、遺伝学に動物心療法アニマルセラピーにいたるまでバイオテスタ工学に関連する様々な分野を熱心に学ぶ姿は、どの都市でも共通している。

　そんな生徒たちが次々と正門を走りぬけていく光景。

　それを、二年生棟とうにある教室の窓から見下ろしながら──

「新種？」

「そう新種なのよ！」

　ぽかんと首をかしげる奈な々なの前で、京花は大きく声を張り上げた。

　奈々だけではない。教室のクラスメイト全員に聞こえるようにだ。

「……バイオテスタなのに消えちゃうっていう、いま噂うわさの？」

「そう、消えちゃうのよ！　ええとその何て言うの……光学的な仕し掛かけというか、木の葉に擬ぎ態たいする昆こん虫ちゆうみたいにというか……ま、まあとにかく！　ＳＩＲＥＮサイレン全体でそんな迷めい惑わくなバイオテスタが逃とう走そうしちゃってて。それを捕つかまえるために、あの脳筋バカ義姉エリスが中セ央ン統ト合ラ樹ルに働きかけて警けい戒かいを呼びかけてるってわけ」

「京花ちゃんも知らないバイオテスタなの？」

「私も情報だけよ。注意喚かん起きの主導はエリスだから、私に聞かれても話しようがないの」

「へえ、そっか。京花ちゃんも大変だねぇ。それで朝早くから学校に来て、みんなにその話をしてたんだ？」

「そ、そういうことよ！」

　……ふぅ。

　……よかった。とりあえず信じてくれたかしら。

　目の前でうなずく奈々に、京花は内心こっそりと胸をなで下ろした。

　アリスベル・イア・京花。

　ここＳＩＲＥＮサイレンでは数少ない天然の赤毛と、目鼻立ちの整った顔だちが印象的だ。

　身長は同年代の少女のちょうど平均程度だが、理装執行者シミユレーターとしての訓練で鍛きたえられた身体からだつきは、細身ながらも美しい均整をほこっている。

　ミソラやフィアのクラスメイトである二年生。と同時に、学園研究機関アカデミーが誇ほこる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターであるエリスの義妹ぎまいにあたる少女である。

「ったく。あの冷血女、なにが『適当に話を合わせて皆みんなを誘ゆう導どうしてください。もちろん福音機関のことは他言無用です』よ。こんな無茶な説明……押しつけてくれちゃって」

「京花ちゃん？」

「な、なんでもないの！　私の独り言だから！」

「そう？　平気ならいいんだけど。ほら、京花ちゃん朝からずっと忙いそがしそうにしてたし、疲つかれてそうだから気になってたの」

　じっと京花を見つめる小こ柄がらな茶ちや髪ぱつの少女。

　三み咲さき奈々──こちらも京花と同じくミソラのクラスメイトだが、それより優に二、三歳は幼く見える小柄な背せ丈たけと童顔の少女だ。

　将来の夢はバイオテスタ専門の獣じゆう医い。

　ミソラが初めてフィアと出で逢あった際、疲ひ弊へいしていた彼女を看病してくれたのが奈々で、京花同様、フィアが天使型バイオテスタであることを知る数少ない一人でもある。

　──だが今回の一件は。

　──そんな奈々にさえ、その全容を明かすことができないほどの危険性を帯びている。

　並行世界からの強襲。

　福音機関の巡じゆん礼れい戦せん闘とう者が行使する新約召しよう喚かんという能力。そこから招かれる幻げん獣じゆうが、たとえ京花のような理装執行者シミユレーターであっても容易に手出しのできない強さを秘めている。

　さらにミソラの話では、それら幻獣こそがＳＩＲＥＮサイレンで研究されている次バ世イ代オ新テ生ス物タの原存在モチーフとなっているという。




〝まあいいですわ。真天使フイオラミリスは禰鈴が捕まえちゃえばいいんだし。来なさい炎翼竜ドレイク。あなたの息吹いぶきで、あの二人を焼いちゃって〟




　地表から噴ふき上がる炎ほのお。

　天をこがすほどに肥大化した炎の渦うずの奥から生まれる巨大な幻獣。その光景を、京花は自分の目で目もく撃げきしてしまった。

　それが四日前。

　……怖こわい。今でも夜、緊きん張ちようで身体が強こわばって眠ねむれないくらい。

　……いつまたアレに襲おそわれるかわからないから。

　忽然と現れ、そして消えていく幻獣。

　京花が義あ姉ねエリスから受けた「指令」は、そんな幻獣たちを特とく殊しゆな実験バイオテスタとして学園研究機関アカデミーの学生に広めることだ。幻獣たちが召喚されて現れるのも、さらに忽然と消しよう滅めつしていく現象さえも実験バイオテスタの能力であると説明しておくことで、福音機関の幻獣が襲ってきた時に想定される混乱をできるかぎり抑おさえられる。

　既すでに無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターであるエリスを通じて、ＳＩＲＥＮサイレン全域へと公的な警戒宣言がなされている。京花の説明は、その警戒を定着させるための念押しというわけだ。

「ホントのこと話しても……信じてもらえるわけないもんね」

　絞しぼった吐と息いきを、京花は苦笑にも似た溜息として吐はきだした。

　窓ガラスごしから見下ろす光景。朝の登校時間ぎりぎりに走ってくる学生たち、彼らに自分の知る真実を伝えたところできっと相手にもされないだろう。

　自分もそう。

　目の前で「本物」を目まの当たりにさえしなければ、たとえ義姉エリスの言葉であろうとミソラの言葉であろうと、信じることなどできなかったに違ちがいない。

「……だけど真天使フリオラミリスって？　それは何の名前なの？」

　あの時、禰鈴が口にした名前。

　それが何を指すのか京花は知らない。目先の危険──福音機関のさらなる襲しゆう撃げきを想定するのに無我夢中で、ミソラにもまだ訊たずねることができていない事こと柄がらだ。

　聞くことができたのは唯ゆい一いつ、禰鈴という少女の事情だけ。

　第二衛星都市の研究所で襲ってきた禰鈴という少女は、一種の洗脳状態だった。

　それが解けたことで彼女は正気に戻もどったが、肝かん心じんの福音機関そのものは再びＳＩＲＥＮサイレンを襲撃する可能性が高いということ。

　逆に言えば、その程度だ。

　福音機関が何を求めて襲撃してきたのか。京花が今回の件について知っているのは表面的な部分のみ。水面下に隠かくれた本質の理解には及およんでいない。

「ねね。ところで京花ちゃん、ミソラとフィアちゃん見かけなかった？　まだ学校に来てないのかな。もうすぐ講義始まっちゃう時間なんだけど」

　教室の奥、奈々が見つめる座席は今も無人。

　と──

「や。おはよー、みんな元気してる？」

　教室の扉とびらが開いて、入ってきたのは真っ青に透すきとおった肌はだの少女だった。

　ディーネ──精せい霊れい型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』。

　高分子化合物である形状記き憶おく液体ジェルに高度プログラム化された電子神経と判断中ちゆう枢すうを組みこみ、高度知性を宿すことに成功させた次バ世イ代オ新テ生ス物タだ。

「あれ？　どうしたの、ミソラのかわりにディーネが来るなんて」

「それがさー、聞いてよ奈々。ミソラってば『急用ができたからレイレイと会ってくる』って、朝ご飯も食べずにフィアと出かけちゃったの」

　表現豊かに肩かたをすくめてみせるディーネ。

　もともとはミソラが保護した『捨てバイオテスタ』の一体だが、その性能は知性豊かな精霊型バイオテスタにふさわしく、掃そう除じや洗せん濯たく、料理など、ミソラ家の家事を彼女一体でこなしてしまうほど有能だ。

「でもちょうど奈々がいて良かったわ。そんなわけでミソラとフィア、今日は学校お休みだから、先生にもそう伝えておいて」

「うん。もしかして二人とも、京花ちゃんの言ってた新種だっていうバイオテスタの鎮ちん圧あつに行ったのかな？　ねえ京花、エリス先せん輩ぱいもそうなんでしょ？」

「へ？……そ、そうそう！　そうなのよ！」

　じっと思案していたところに奈々から声をかけられて、京花は慌あわててふり返った。

　京花が見ていたのは、顔をしかめる水精霊ウンデイーネの表情だ。

　……そっか。ミソラってばディーネにも伝えてないのね。

　……福音機関のこと知ったら心配されるから。

　下手に関かかわれば福音機関から狙ねらわれる危険が常につきまとう。ゆえにミソラも、同居人であるディーネにさえ本当のことを言えずにいるのだろう。

「しっかしまあ。こういう時、無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターって役やく柄がらは便利ね。言葉の信しん憑ぴよう性せいと広がり具合がⅡ級の私と全然違うもん」

　出会うたびにエリスと小こ競ぜり合いをくり返している京花だが、理装執行者シミユレーターとしての彼女の技量は素す直なおに認めざるをえない。

　目を背そむけようにも背けられないほど圧あつ倒とう的てきな事実。

　──無ゼロ級きゆう。全すべての理装執行者シミユレーターの頂点に立つ五人のうちの一人。

　──その最年少資格保持者でもある義姉。

　現に、エリスの流した「新種のバイオテスタが逃とう走そうしている」という警告はＳＩＲＥＮサイレン全域に広がり、それを疑う者すらまず現れない。

「しょうがないか。エリスはエリス、私は……私だもん」

　こぼれそうになった苦く笑しようを押しとどめ、寄りかかっていた窓まど枠わくから身を起こす。そのまま机に置いてあった鞄を手にとって。

「じゃあ奈々。そんなわけで私もちょっと用事ね」

「え？　もうすぐ講義始まっちゃうのに？」

「私も呼ばれてるのよ。あの脳筋冷血非道女に、『あなたにも関わりがあるのだから合流なさい』って。だから今日の講義ノートかわりにお願い」

「……もう。しょうがないなぁ」

「ありがとね。今度、購こう買ばいの焼きカレーパンごちそうしてあげるから」

　腕うで組ぐみする奈々にウィンクを残し、京花は教室を後にした。廊ろう下かを小走りでやってくる同級生とは逆方向に。

　階段を下りて広大な敷しき地ちの中庭へ。

「さ、私も急いでミソラに追いつかないと。いざ出発、中セ央ン統ト合ラ樹ルへ！」

　登校中の生徒で混みあう正門。

　警備役の鳥型バイオテスタ金翅鳥ガルーダに手をふって、京花は学園研究機関アカデミーを後にした。
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　第一衛星都市『紅こう楼ろう』。

　ＳＩＲＥＮサイレンを構成する都市の一つだ。

　エリアとしての規模は四大都市の中で最小ながら、バイオテスタ工学における新種開発と研究論文においてもっとも優すぐれた実績を持つ都市として知られている。

　通つう称しよう「栄光に一番近い都市」。

　そして──

　北の大ゲ審ー門ト。大陸とＳＩＲＥＮサイレンとを隔へだてる、高さ二十メートル以上におよぶ鋼鉄の壁かべ。第一衛生都市『紅こう楼ろう』へと続く機械扉が音もなく開いていく。

「……のどかな世界ね」

　学園研究機関アカデミーへと向かう生徒に、研究施し設せつをめざす大人たち。奥の隔かく離り通路では、飛行訓練を受ける妖精猫ケツト・シーや、生まれたての花精フエアリーが空を漂ただよう姿が見てとれる。

「気象も穏おだやかで、人の生活も落ちついている。『向こう側』の世界とは大違い。観察者エルベルトが『こちら側』から戻ってこないのもわかる気がするわ。私も、気が向いたらここで余暇バカンスを楽しもうかしら？」

　青の法衣を羽織った長身の女性。

　薄うす地じの布ごしに浮うかびあがる艶あでやかな肢し体たいに、色素の薄うすい亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつ。

　その澄すみきった声は小川のせせらぎを想おもわせるようにしっとりと響ひびきながらも、同時に力強さに満ちている。目鼻立ちの整った相そう貌ぼうも見み目め麗うるわしい。

「いかがですか老師」

「……今一つ」

　そう答えたのは、既に頭とう髪はつが白に染まりきった小こ柄がらな老人だった。

　長身の女性より頭一つ半ほど小柄で、さらに猫ねこ背ぜで身体からだを大きく丸めているため、背せ丈たけならば道ばたの子供とも大差ない。

「静かすぎるというのもまた、落ちつかん」

「そう仰おつしやるくせに、自分の背後に誰だれかが立つと怒おこるではありませんか。『気が散る』、と。まったく神経質なんだから」

「……お前も、銀の第一相イスカリオテの奴やつに背後を取られてみればわかる」

　コツッ。

　左手に持った杖つえで歩道を突つく老人。

　身にまとうのは苔こけ色いろのローブだが、小柄な体型と比べてサイズが大きく、服を着こなしているというより、むしろ着せられているといった表現が似つかわしいだろう。

「それよりまだか。中セ央ン統ト合ラ樹ルとやらは」

「まだまだ先です。観察者エルベルトから提供された情報では、ここは第一衛星都市とやらのはず。この大きな通りをまっすぐ進んでいきましょう」

　ゆっくりとした歩みの老人。

　その隣となりで歩調を合わせながら、青の女性がふりそそぐ陽光に目を細める。

「いい天気。散歩にはちょうどいい具合ですね、老師」

「……今一つ。日ひ射ざしが強すぎる」

「本当に神経質なんだから」

　くすっと微び笑しようをこぼす女性。

　口元に手をあてる優ゆう雅がな仕草に、老人の答えは嘆たん息そくだった。

「お主こそ、今日はいつになく上じよう機き嫌げんではないか。青の第一相イスカリオテから位の譲じよう渡とを宣言されたことがそうも嬉うれしいか？」

「まさか。第一相イスカリオテの座など、もう数年前から約束されていたようなものでした。私が上機嫌な理由は他ほかにありますわ」

　人ひと影かげのまばらな歩道を進みながら。

　青の法衣を羽織った彼女は、天上を染め上げる蒼そう穹きゆうを仰あおぎ見た。

「嬉しいのです。私の下もとから去っていった裏切り者の愛まな弟で子しに、会えるわけですから」

「青の第三相ネックザールか……」

「さて、どんなお灸きゆうを据すえてあげようかしら。考えるだけで楽しみ」

　口元に冷ややかな笑えみを浮かべる彼女。

　武装した制圧機動隊が二十四時間態勢で見張るなか──

　福音機関の『観察者エルベルト』が手配した通過許可証により、並行世界からの襲しゆう撃げき者は、再びＳＩＲＥＮサイレンへと侵しん入にゆうした。
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　雲一つない蒼穹から降りそそぐ日射し。

　穏やかな暖かみを感じさせる陽光を受けて、微風に流された無数の飛沫しぶきがきらきらと輝かがやきながら宙を舞まう。

　シィエラ庭園・大だい噴ふん水すい。

　ここ第二衛星都市に設けられた記念広場の、その記き念ねん碑ひにあたる噴水だ。平日の昼間こそ人影もまばらだが、休日となれば多くの人でにぎわう場所として知られている。

　そして噴水の奥には、広場からまっすぐ延びた大公道。

　さらにその奥には、地平線の端はしから端まで続く巨きよ大だいな鈍にび色いろの施設が霞かすんで見える。

　──中セ央ン統ト合ラ樹ル。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける最も巨大な複合施設であり、統とう括かつ機関でもある存在。

　そんな景色を背景に。

「ねねミソラ、向こうの屋台でクレープ売ってました！　買ってきていいですか？」

　両手にクレープを大事そうに抱かかえて走ってくるフィア。

「……買ってきてもいいけど、もう買い終わってる後のように見えるんだけど」

「ミソラなら買っていいよって言ってくれると思ってました！」

　嬉しそうに声を弾はずませる少女が、右手のクレープを差しだして。

「はいどうぞ。イチゴと生クリームのクレープがわたしの分で、こっちのチョコレートがミソラのです」

「……いや、俺は」

「はっ！　もしかしてイチゴの方が好きでしたか!?」

　その場で小さく跳とびはねた後に、まるでこの世の終わりを見たかのように悲ひ壮そうな表情でフィアが見つめてくる。

「わ、わたしもイチゴが好きなんです。でも、ミソラがそう言うなら……特別にイチゴの方をあげても……で、でもわたしも食べたいし……う、うぅ？」

「いやいや。別にどっちが食べたいとかじゃなくて。俺、クレープ食べる気分じゃないから両方あげるって言いたかっただけ」

「な、なんだ。それならそうと言ってください」
















　ほっと安あん堵どの息をつき、イチゴのクレープに唇くちびるをふれるフィア。

「おいしいです」

「それは何より。……まあバイオテスタだもんな。栄養補給は大事だし」

　エネルギー保存はバイオテスタの基本行動だ。

　大規模な災害に巻きこまれて人間が活動不能におちいった場合でも、単体で救助活動ができるようエネルギーを大量の貯蔵多糖グリコーゲンにかえて蓄たくわえるよう設定されている。

　とりわけ天使型バイオテスタであるフィアは背中の翼つばさを使っての飛行と、さらに独自の能力である生物バイオ発ルミネ光ツセンス発動に大量のエネルギーを必要とする。

　クレープを食べたいという「お願い」も、単に美お味いしいものを食べたいからという欲よつ求きゆうだけの理由ではないのだ。

「こっちのチョコレートのも、わたしがもらっていいんですか？」

「いいけど、食べ過ぎてお腹痛いですって言うのだけは勘かん弁べんな」

「言わないですよー。むむっ、イチゴとチョコの食べ合わせも絶ぜつ妙みような味わいです！」

　両手に持ったクレープを幸せそうな表情で口にする天使型バイオテスタ。

　と思いきや。

「ねね、ミソラ、もう一回買ってきていいですか」

「もう食べ終わった!?」

「バナナのメープルクレープと抹まつ茶ちやクレープが、一目見た時から気になってますです！」

「……なあエリス先せん輩ぱい。京花はいつ集合場所に来るんだよ？　あと一時間もしないうちに、ウチの食費がぜんぶクレープ代になって消える気がしてきた」

「あの子のことです。この一大事さえ暢気のんきに道に迷っていても、今さら妾わたしは驚おどろきません」

　噴水前のベンチに腰こしかけるのはエリスだ。

　両りよう膝ひざに愛用の刀をのせた姿勢で、手元の本に目を落としながら。

「既すでに待ち合わせの十一時を過ぎています。あと五分待って来なければ、置いていくのも検討すべきでしょう」

「……京花の認証ライセンスに連れん絡らくしとく？」

「必要ありません」

　ぱたん、と読みかけの本を閉じる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

「連絡をということであれば、京花から連絡を入れるのが筋というものでしょう。どんな理由があれど予定時刻に遅おくれるなど言語道断。学園研究機関アカデミーの講義であれば反省レポートで済みますが、そんな学園生活の緩ゆるやかな規則と、理装執行者シミユレーターとしての使命は重みが違ちがうのです。それは後々のあの子の為ためになりません」

「へぇ？」

「……なんですかミソラ。その何か言いたげな表情は」

「先輩って、いつも京花のこと突き放したような言い方してるけど、やっぱり考えることは考えてるんだなって。単に冷たくあたってるわけじゃないんだなって」

「余計な詮せん索さくです」

　本を閉じたまま彼女が小さく首を横にふってみせる。

「妾わたしが気にかける点は一つ。あの愚ぐ妹まいが計画の足を引っ張らないかどうかということだけ。……あなた方にも迷めい惑わくをかけますね」

「それは俺たちに向けての言葉か？」

　噴水の縁ふちに背を預けるネックザールと、その隣に身を寄せる禰鈴。

「ええ」

「謙けん虚きよなものだな。仮にも銀の第一相イスカリオテと渡わたりあった剣けん士しでありながら、身内の些さ細さいな責まで自ら詫わびるか」

「身内という言い方には多少の語ご弊へいを感じますが、理装執行者シミユレーターの指揮系統において、妾わたしが愚妹に対する命令権を持っているのは事実です。そして一言つけ足すのであれば──」

　膝に置いたままの長ちよう刀とう。

　その鞘さやをなぞるように指先を滑すべらせながら、エリスは小さく息を吐はいた。

「妾わたしが銀の第一相イスカリオテと渡りあったというのは誇こ張ちようです。あの男との間には、数年程度では到とう底てい埋うめられない技量の差があった。あの戦いくさで妾わたしがかろうじて食らいつくことができたのは、運頼だのみの奇き策さくが一度嚙かみあっただけに過ぎません」

「その一度をあの怪かい物ぶつから奪うばいとったのならば、それは十分に賞賛に値あたいする。福音機関であった俺たちからすればな」

　禰鈴の肩かたを軽く手で叩たたき、ネックザールがゆっくりと身を起こす。

「だが、それは福音機関も明確な脅きよう威いと察したはず。第一相イスカリオテを単身で撃げき破はする理装執行者シミユレーターの存在を確かく認にんしたとなれば、おそらく既に……」

「銀の第一相イスカリオテより強力な使い手がいると？　そして中セ央ン統ト合ラ樹ルに身を潜ひそめ、妾わたしたちの行動を予測して罠わなを張っている。そういうことですか？」

「第一相イスカリオテに強さの序列はありませんわ。誰もが皆みな、等しく怪物です」

　そう答えたのは、じっと兄の隣で会話を聞いていた禰鈴だった。

「ですが第一相イスカリオテの中にも相あい性しようというものは存在します。福音機関とは本来なら新約召しよう喚かんの使い手たち。剣の達人である銀の第一相イスカリオテディルネハイトはその中で、幻げん獣じゆうの力に頼たよらない異色の第一相イスカリオテですから」

「確かに。指し摘てきのとおり、妾わたしはその幻獣とやらの脅威は直接体感したことがありません。幻獣の知識が不足している以上、相手次し第だいで銀の第一相イスカリオテ以上の劣れつ勢せいを強しいられかねない。それは間違っていないでしょうね」

　淡たん々たんとうなずくエリス。

　否定することも声を荒あららげることもなく、無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターである少女は自らに言い聞かせるような口調で返した。

　──誇張ではない。

　銀の第一相イスカリオテの脅威を目まの当たりにしたエリスだからこそ、福音機関という組織そのものにも危機感を持っているのだろう。

「幻獣に関して、妾わたしよりもあなた方兄妹きようだいの方が遥はるかに精通していることでしょう。不足の分の知識はあなた方が……」

「なに弱気なこと言ってんのエリス！　幻獣そんなもの、片かたっ端ぱしからぶっ飛せばいいの！」

　広場全体に響ひびきわたるほどの大声。

　音の波が広がっていく中心で、腰に両手をあてた恰かつ好こうで立っていたのは鮮あざやかな赤毛が印象的な少女──京花だった。

「まったく。私が勢い勇んで集合場所に駆かけつけたっていうのに、肝かん心じんの無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターサマが弱音を吐いてるなんて信じられないわ。もっと自覚をもったらどうなの！」

「…………」

「って無視!?　ちょっとエリス、聞こえてるくせに！　少しは反応なさいよ！」

　ちらりと京花を一いち瞥べつする義姉エリス。

　語気を強める義妹ぎまいに対し、義あ姉ねはただ黙だまって首を横にふるだけだった。

「自信過か剰じよう。遅ち刻こく不自覚。無む知ち蒙もう昧まい。あまりに見事な三重奏ぶりに、返す言葉がすぐには思いつきませんでした。成長しましたね京花、悪い意味で」

「なんかすごい嫌いやみな言い方!?」

「定刻に遅れた理由は聞く気にもなりません。が、せめて、あなたの遅刻が計画に支障を来きたしたことについて、それなりの誠意を見せるべきではありませんか」

「……予定の車両に乗り遅れたのよ」

　交通機関では間に合わない。

　そう判断して重反応加速アクセルを利用して走ってきたのだろう。京花本人は今も息を荒らげ、額からも大おお粒つぶの汗あせがしたたり落ちている状態だ。

　しかし、それを見つめるエリスの視線はあくまで冷ややかで。

「それで？」

「……わ、悪かったわよ。ごめんなさい！　これでいいでしょ！」

「というわけです。良かったですねミソラ、あなたの家計の食費がクレープ代に消える前に京花が間に合って」

「いや、手遅れだったかも」

　額に手をあてて、ミソラは弱々しく溜ため息いきをついてみせた。

「今月の家計がまた厳しくなる……」

「え？　どうかしましたかミソラ？」

　その隣となりにはフィアがふしぎそうに首をかしげる姿。

　ただし、その両手にはしっかり新しいクレープが握にぎられている。ちなみにこれで四枚目……ではなく、さらにおかわりをした後の六枚目のクレープだ。

「まあいいや。その話は今は忘れよう。レイレイ、京花が来たから出発でいい？」

「問題ない」

　噴ふん水すいの裏側で。

　日ひ陰かげと同化するような漆しつ黒こくのコートを羽織った理装執行者シミユレーターがふり返る。

「それじゃ京花、来たばっかりで慌あわただしいけど行くぞ」

「待てミソラ、出発前に一つ確認しておく」

　歩きかけたミソラの足を止めたのは、背後からのネックザールの声だった。

「ん？　何か？」

「この場に来る前から気になっていたが、そこの──」

　ネックザールの指先が、ミソラの隣に立つフィアを指さして。




「真天使フィオラミリスも中セ央ン統ト合ラ樹ルに連れていくのか？」




「……真天使？」

　その声はミソラではなく。

　京花とエリス。二人の義ぎ姉妹きようだいの唇からこぼれ落ちた呟つぶやきだった。

「え。真天使？　何を言ってるのよ。その子はフィアって名前でしょ」

「もちろん。だが、そこの天使型バイオテスタの正体はお前たち理装執行者シミユレーターも知っているはずだ。その精神世界の中に……」

「待った──────────っ！」

「なに？」

「だ、ダメダメ、ダメだって！　俺が……俺があんなに苦労して秘密にしてきたのに！」

　ネックザールの前まで詰つめ寄って、その言葉の先をミソラは大声でかき消した。

　一方の本人もハッと表情を強こわばらせて。

「まだ誰だれにも言ってなかったのか」

「言うわけないだろ……」

　もはや溜息をつく気にもなれず、ミソラは肩を落として天を仰あおいだ。

　だが二の句を継つぐ前に、その両肩を力強く摑つかまれて。

「ミソラ、これはどういうことですか」

「福音機関の狙ねらいがフィアだったなんて、私これっぽっちも聞いてないんだけど？」

「……いや。あのこれは」

　万力じみた力で肩を押さえつけてくるエリスと京花。

　京花の反応はいつもどおりだとしても、冷静沈ちん着ちやくを常とするエリスでさえ、今は食らいつくような眼光で自分ミソラを睨にらみつけている。

　と。

「すまない。ミソラに黙っているよう発案したのは俺だ」

　一いつ切さいの動どう揺ようを感じさせない様子で告げたのは、レイベルトだった。

「福音機関の狙いは、今ネックザールが告げたように貴重なバイオテスタの捕ほ獲かくにある。真天使というのは天使型バイオテスタのことを指し、フィオラミリスという名は福音機関側が勝手につけた俗ぞく称しようだ。なにしろ奴やつらはフィアという名前を知らないからな」

「それを妾わたしたちに黙っていた理由は？」

「詳くわしい事情を知る者が増えるほど、情報の流出元も増える。福音機関の狙いを知った者が新たな標的になる恐おそれもあった。ゆえに俺とミソラだけに情報を制限し、奴らの狙いを集中させるつもりだった。それが結果として情報の共有を妨さまたげていたことは詫びる」

「────」

　正面から視線をかわすエリスとレイベルト。

　互たがいに無言。

　だが、先に目をそらしたのは銀ぎん髪ぱつの少女の方だった。

「……わかりました。釈しやく然ぜんとしない部分はありますが、確固とした論ろん拠きよで反論できないのも事実です。ここで時間を費ついやすのも無む駄だでしょうから」

「私も、レイ様がそう言うなら」

「二人とも、俺の時と態度が違ちがう気がするんだけど……」

「アンタとレイ様じゃ説得力に差がありすぎなの。反応だって違うに決まってるでしょ」

　腕うで組ぐみで答える京花。

　そんなクラスメイトの反応に、ミソラは大きく息をついて天をあおいだ。

「……あの、ミソラ？」

「だいじょうぶ。レイレイの言うとおりってことにしておけばいいって」

　耳打ちしてくるフィアに、そっと首しゆ肯こうで合図する。

　今の説明は、自分とレイベルトとであらかじめ決めていた釈明だ。

　福音機関の狙いがフィアであることが知られた場合に、フィアの精神世界に真天使フィオラミリスが宿っているという事実は隠かくした上で、どう理由付けるか。

　たとえばその話し相手が奈々であれば、説明役はミソラが担になっていただろう。

　一方で京花やエリスの場合には、話す役目は彼女たちと同じ理装執行者シミユレーターという肩かた書がきを持つレイベルトから説明した方が同意を得やすい。ここまで事前の準備は整えていた。

　……ネックザールと禰鈴にも伝わってくれたみたいだし。

　……ひとまずこの件は一安心か。

　レイベルトの説明で事情を察したらしい二人は、既すでに素知らぬ様子で中セ央ン統ト合ラ樹ルの方角に目を向けている。

「では行きましょう。約一名の遅刻要員も到とう着ちやくしたことですし」

「まだソレ言う……って、ちょっと!?　ちょっとエリスってば、歩くの速いのよ！」

「あなたが遅おそいのです」

　優ゆう雅がに水を噴ふき上げる噴水を背に、中セ央ン統ト合ラ樹ルへと続く大公道を歩きだすエリス。

　それに続いてミソラとフィア、京花。

　ネックザール、禰鈴。最さい後こう尾びにレイベルトという隊列だ。

「ねえミソラ？　ミソラは、あの中セ央ン統ト合ラ樹ルには行ったことあるんですか」

「もちろん。学園研究機関アカデミーの一年生の秋かな。もともと大陸政府の採さい択たくを受けた上で作られた公こう共きよう施し設せつだし、俺たち以外にも見学目的の学生が結構いてさ。バイオテスタの研けん究きゆう棟とうも、立ち入り禁止エリアはあったけど、そこで何を研究して、どんな理由で立ち入り禁止なのかってことまでちゃんと教えてくれた」

「それって……普ふ通つうのバイオテスタ研究施設と似てますね」

「だな。バイオテスタ研究って意味じゃ、他ほかの施設と変わらない。ていうかＳＩＲＥＮサイレンで一番優ゆう秀しゆうな研究者と学生が集まるところだし」

　第一衛生都市から第四衛星都市まで。

　バイオテスタ専門獣じゆう医いを志望する奈々のような学生を除いては、学園研究機関アカデミーに在ざい籍せきする学生たちは、まさに中セ央ン統ト合ラ樹ルでの起用を目標に励はげんでいるといっても過言ではない。

　世界最さい先せん端たんのバイオテスタ工学が生まれる施設、それこそが中セ央ン統ト合ラ樹ルなのだ。

「だからこそ、情報の漏ろう洩えいには細心の注意をはらってるって話だった。それがまさか、その中ちゆう枢すうに福音機関が潜もぐりこんでるなんてな」

「……エルベルトという人ですか」

「ああ。学園研究機関アカデミーの生徒なら誰だって知ってる。もちろん俺も。たぶんＳＩＲＥＮサイレンでその名を知らない人間はいないんじゃないかな？」

　忘れられない記き憶おく──

　二年前。ミソラが初めてこの地を訪おとずれた時に、ある学者から言われた言葉がある。




〝バイオテスタ学会には、常人の理解を超こえた天才が二人いる〟

〝一人は世界最高権けん威いの女性研究者アナスタシア〟

〝もう一人が、ここＳＩＲＥＮサイレンの地にて天才の名を独どく占せんする研究主任エルベルト〟

〝共通点は──どちらも出自不明であること〟




【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life 】

　次バ世イ代オ新テ生ス物タ統合研究特区、略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』。

　この世界唯ゆい一いつのバイオテスタ研究特区において、鬼き才さいとも、あるいはそれを通りこして狂きよう気きとさえ謳うたわれる天才研究者エルベルト。

「研究チームの同どう僚りようにも自分の過去を一切喋しやべらない変わり者、っていうのは俺も聞いたことがあったんだけど。それが福音機関の刺し客かくか……」

　巨きよ大だいな複合ビルの連れん峰ぽうに挟はさまれた公道。

　バイオテスタ関連の事業にたずさわる大だい企き業ぎようのビルを横目に、歩を進めていく。

「どうしてなのかな」

「え？」

「天才研究者エルベルトが福音機関の一員だっていうのは、ネックザールも禰鈴も言ってるから間違いない。このタイミングで姿を消したっていうのも、俺たちが中セ央ン統ト合ラ樹ルに向かってるのを察してなんだと思う。だけど、なんでわざわざ自分の学歴や出身なんかを秘密にしてたんだろうなってさ」

「ええと……」

　隣を歩くフィアが、思いをめぐらすように虚こ空くうを見つめる。

「それは──」

「なに言ってんの。『自分は福音機関のスパイです』なんてバカ正直に白状するわけないじゃない。その研究主任エルベルトって、バイオテスタ工学の天才なんでしょ、自分の経歴くらい誤ご魔ま化かせる知ち恵えがあって当然よ」

　そう答えたのは、フィアのさらに隣を並んで歩く京花だった。

「何もおかしくないじゃない」

「誤魔化してないんだよ」

「え？」

　ぽかんと呆あつ気けにとられた表情の京花。

「俺が不自然に思うのは、その研究主任エルベルトが、自分の経歴を適当にでっちあげるのも簡単なはずなのに、あえて『謎なぞ』にしてたこと。優秀だから中セ央ン統ト合ラ樹ルに採用された。そこまではいいとしてもさ、そんな出自不明な奴、俺たちじゃなくたって怪あやしむ同僚がいて不思議じゃない。そこから万が一にでも正体がバレることだって想定できるのに」

「……そっか、そういうことね」

　口元に手をあてて、京花が表情をくもらせる仕草。

「たとえば、中セ央ン統ト合ラ樹ルに採用されるまで第一衛星都市の個人研究室で働いてたっていう経歴をねつ造することもできるわけよね。なのにそうしないで、あえて自分の経歴を誰にも語らず『不明』にしてる。だけど、それに何の利点があるっていうの？」

「それがわからないから怪しいんだよ」

　まっすぐ続く公道。四車線となった道の端はしを歩きながら、ミソラは徐じよ々じよに明めい瞭りようになっていく建造物を睨みつけた。

　そう。研究主任エルベルトは、正体が怪しまれることを恐れていない。

　怪しまれても切り抜ぬける自信があるからか。

　……あるいは。

　……怪しまれることさえ、何かの計画の内だっていうのか？

「妙みようですね」

　独り言にも似た呟つぶやきとともに。

　先頭を行くエリスが不意に足を止めたのは、その時だった。

「京花。我が学園研究機関アカデミーでは、一年生の秋に中セ央ン統ト合ラ樹ルへの見学が毎年行われています。当然、あなたも参加しましたね」

「……当たり前でしょ、クラスみんなで行ったわよ」

「その時、中セ央ン統ト合ラ樹ルから、あのような白はく煙えんは噴き上がっていましたか」

「え？」

　無言でエリスが指さす先。

　周囲に建ちならぶ巨大ビルすら霞かすむ、超ちよう高こう層そうの複合建造物。

　遠くから眺ながめたソレは、さながら地面に根を張り、天を衝つくほどに成長した大樹そのもののデザインだ。それが今──

「中セ央ン統ト合ラ樹ルが……燃えてるですって!?」

「白煙が背景の白雲と混じっているせいで妾わたしも気づくのが遅おくれました。いずれにせよ、何かしらただならぬことが起きているのは確かなようですね」

「──一つ補足を。『起きている』ではなく、『起きた』というのが正解ですわ」

　エリスの呟きに、自らの声を重ねたのは禰鈴。

「禰鈴、ちょうど白煙が噴きあがった瞬しゆん間かんを目もく撃げきしました。エリスさんの発見は遅れたわけではありません。まさに今、あの大きな建物から煙けむりが空へと舞まい上がったのを、エリス様も目撃されていたのです」

　そして──




　緊サ急イ警レ報ン。




　禰鈴の言葉が正しいと裏づけるように、緊急事態を報しらせる音色が鳴り響ひびいたのはその時だった。

　四大衛星都市を束ねる中セ央ン統ト合ラ樹ルからの警報。

　ミソラの知るかぎり過去に例がない。それも、今まさに自分たちが向かおうとしている時にだ。偶ぐう然ぜんで解決するにはあまりにタイミングが出来すぎている。

「フィア、走れるか」

「え？……は、はい！　頑がん張ばります！」

「中セ央ン統ト合ラ樹ルまで急ごう。予想してたけど、俺たちが研究主任エルベルトを追っていることは本人も覚かく悟ごの上なんだと思う」

　緊サ急イ警レ報ンの原因が福音機関による襲しゆう撃げきだとすれば──

　その狙ねらいは中セ央ン統ト合ラ樹ルの動どう揺ようと混乱を誘さそうこと。新約召しよう喚かんによる幻げん獣じゆうたちで周囲の目を引きつけている間に、エルベルト本人は中セ央ン統ト合ラ樹ルからの脱だつ出しゆつを謀はかる。

「急ごう。福音機関より先にアイツを見つけだす。京花、エリス先せん輩ぱいも！」

「ゆっくり歩きたい……ってわけにはいかないのよね」

「ならば置いていくだけです。冗じよう談だんを吐ぬかす暇ひまがあれば足を動かしなさい。中セ央ン統ト合ラ樹ルまで走りますよ」

　京花の背中を叩たたき、先頭を歩くエリスが身を屈かがめて──

「お待ちを。既に福音機関の手が回っている可能性が高い以上、ここで焦あせって気力と体力をすり減らせば思う壺つぼですわ」

　その両りよう脇わきに立ち、エリスを止めたのは銀ぎん髪ぱつの兄妹きようだいだった。

「そういうことだ。禰鈴」

「かしこまりましたわ、お兄様。禰鈴が乗り物を用意します」

　首元のブローチを取りはずす少女。

　その指先で輝かがやく真しん紅くの宝石。陽光を煌きらびやかに反射する紅玉ルビーの内側から、陽ひの光とは別種の神秘的な光の粒りゆう子しがあふれだす。光の粒つぶが空を漂ただよいながら光の糸となり、その糸が無数に織り合わさることで、空中にて光の円えん環かん模様を創つくりだした。

「さあおいで、禰鈴のかわいい幻獣たち」

　砕くだける円環。硝子ガラスの破は片へんのように千々となった光の扉とびらから生まれ、地上に降りたつのは灼しやく熱ねつ色いろの毛並みをもつ巨大な獅し子しだった。

　爛らん々らんと輝く金色の瞳ひとみに、小さな炎ほのおを宿した幻げん想そう的な尻尾しつぽ。

「赤獅子マンテイコア!?……あ、あの時の幻獣じゃない!?」

「危険はありませんわ。嚙かみつくこともないので背中に乗ってくださいませ。ちなみに、尻尾を足場にすると昇のぼりやすいですわ」

　声をふるわせて後ずさる京花。

　対照的に、それを召喚した少女が赤獅子マンテイコアの背中へと慣れた様子で飛び移る。

「さあ皆みな様さまも」

　三体の赤獅子マンテイコア。

　先頭の一体目にネックザールと禰鈴。それに続く二体目にミソラとフィア。最後の三体目にエリスと京花、それにレイベルトがそれぞれ飛び移る。

「赤獅子マンテイコア、皆様を乗せてあそこまで走るの。お願いね」

『────』

　禰鈴の命に応じて頷うなずくように首を上下させる獅子。

　と思いきや、真紅の幻獣たちはまったく同時に地を蹴けって、白煙の噴ふきだす巨大建造物へと駆かけだした。

「ひぁっ!?　ミ、ミソラ……こ、この子速すぎです!?」

「摑つかまれ！」

　振ふり落とされそうになったフィアの手をつかみ、ミソラはもう片方の手で赤獅子マンテイコアの鬣たてがみにしがみついた。バイオテスタに乗るという経験は一角馬ユニコーンで慣れているが、その時は手た綱づなと鞍くらが用意されていた。

　……気を抜いたら本当に振り落とされる。

　……乗るというより、しがみついてないと俺も危ないな。

　フィアの手を握にぎったまま身を屈める。

　ちらりと横を盗ぬすみ見れば、並走する赤獅子マンテイコアに京花が真っ青な顔でしがみついていた。

「だ、だから落ちる、落ちるってばっ!?」

「なるほど。さすがにこれは……慣れが必要そうですね」

　悲鳴を上げる京花と、その後ろでは珍めずらしく緊きん張ちようした表情ながらもしっかりと姿勢を保っているエリス。そしてレイベルトにいたっては表情一つ変えていない。

「ネックザール、この先が中セ央ン統ト合ラ樹ルの検問だ」

　黒のロングコートをなびかせながら、レイベルト。

「検問を固めているのは理装執行者シミユレーターたちだ。俺とエリスとで事情説明はいくらでもできる。このまま構わず検問を突とつ破ぱしろ。中セ央ン統ト合ラ樹ルの敷しき地ち内に入ったら、その後は道なりにまっすぐ北の棟とうを目指せ」

「福音機関の刺し客かくがいた場合には？」

「無視だ。中セ央ン統ト合ラ樹ルに控ひかえている理装執行者シミユレーターたちなら、たとえ不意の襲撃だろうと警備態勢がそうそう揺ゆらぐことはない。今は内通者エルベルトを発見することを優先する」

「把は握あくした。禰鈴、あの門をこのまま飛び越こせるか？」

「たやすいことですわ」

　一本の大樹を模したデザインの建造物──中セ央ン統ト合ラ樹ル。その広大な敷地が浮うかびあがると同時に、敷地を囲む鉄てつ柵さくと検問も徐々に明瞭さを帯びてくる。

　そして。

「飛びこえなさい」

　歌い上げるような禰鈴の号令と共に、力強く大地を蹴る三体の幻獣たち。

　飛ひ翔しようする有翼馬ペガサスのごとく宙を駆ける赤獅子マンテイコア。

　検問に設置された鉄柵を飛びこえて、瑞みず々みずしい芝生しばふが広がる大地に着地。地平線が見えるほどに広大な敷地を走りぬけようと──




「ネックザール、非礼が過ぎますよ」




　直後。

　大地を駆けようとした真紅の幻獣たちがその場で身を捻ねじり、旋せん回かい。三体すべてが同時に後方へと弾はじかれるように跳とび退のいた。

「師わたしを前にして、何の挨あい拶さつもなく通りすぎる気ですか？」

　亀き裂れつ。

　たった今まさに赤獅子マンテイコアの着地した地面が割れ砕け、大量の土砂を吹ふき上げながら膨ぼう大だいな水量の飛沫しぶきが噴き上がる。

　視界を埋うめつくす飛沫にまじり、おぼろげに浮かびあがるのは真っ青な竜りゆう影えいだった。

「水龍ヒドラ！　まさかこれは……お兄様……！」

「なるほどな。福音機関の巡じゆん礼れい戦せん闘とう者。間ま違ちがいなく第二相以上が派は遣けんされるというのは覚悟していたが……」

　滅めつ多たに見せない自じ嘲ちようじみた笑えみをうかべ、ネックザールが赤獅子マンテイコアから飛び降りる。

「まさか貴女あなた自らが動いたとは」

「可愛かわいい弟で子しとの対面ということならば、重い腰こしを上げる気にもなるというものです」

　小川のせせらぎを想おもわせるような淑しとやかで優やさしい声こわ音ね。

　そびえたつように鎌かま首くびをもたげる水龍ヒドラの陰かげから、青の法衣を羽織った女性が現れる。

「でもねネックザール。愛するがゆえに、時に虐いじめて虐めて虐めたくなるのが女心というものなのです。私を裏切った弟子ならば、なおのこと」

　色素の薄うすい亜あ麻ま色いろの長髪に、彫ほりの深い白はく皙せきの美び貌ぼう。

　声も、表情も、歩みも、そのすべてが淑やかでありながら、同時に絶対の自信を感じさせる力強さに満ちている。
















　そんな女性が──

「青の第二相あらため、青の第一相イスカリオテアリスフィール。二日前に先代より第一相イスカリオテの座を譲じよう渡とされたばかりの若じやく輩はい者ですが、どうぞお見知りおきを」

　ミソラ、そして隣となりのフィアに向かって恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「さあネックザール、お仕置きの時間です」







　　　フェーズ２　「衝しよう突とつする意志たち」
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　その場の誰だれよりも先に──

　彼女がここに居るという意味を理解し、そして動いたのはネックザールだった。

「ミソラ、行け！」

　水龍ヒドラの召喚時に生まれた水たまりに手を浸ひたし、吼ほえる銀髪の青年。

　水中に生まれる新約召喚の扉。

　蒼あおく輝く円環を通過し、『向こう側』の世界から水精霊ウンデイーネが呼びだされる。

「ネックザール？」

「────」

「この女性は危険です。まともに戦ったところで全員が消しよう耗もうするだけですわ」

　青の第一相アリスフイールと睨にらみあう兄にかわり、前に進みでる妹。

「この場は禰ネ鈴レと兄様が預かります。皆様は先へ。……赤獅子マンテイコア！」

　一体を傍かたわらに控えさせ、残る二体へと声を振りしぼる禰鈴。

　主あるじの命を受けて動く真しん紅くの幻げん獣じゆうたち。巨きよ大だいな岩がん壁ぺきのごとく立ちはだかる水龍ヒドラに対し、その照準を揺さぶるように同時に左右へ跳ちよう躍やく。

　右と左どちらを狙ねらう？

　水龍ヒドラが動きを止めたその一いつ瞬しゆんで、巨きよ体たいの横をすり抜ぬけて敷地の奥へ。

　が──

「老師」

「……今一つ、老ワ体シへの配はい慮りよが足りんぞアリスフィール」

　地面が再び盛り上がる。

　大量の水みず飛沫しぶきが噴きだした亀裂から、這はい出るように地面へと現れたのは人間の胴どう体たいほどもある巨大な根。

　それが意志あるように蠢うごめき、蛇へびのごとく赤獅子マンテイコア二体の後ろ脚あしを絡からめ取る。

「緑の第一相イスカリオテまで……!?」

「あいにくと儂わしらもエルベルトに用があるのでな。先を越されるわけにはいかん」

　コツッ、と左手の杖つえで歩道を突つく音。

　こちらは苔こけ色いろのローブを着た小こ柄がらな老人だ。

　長身の女性より頭一つ半ほど小柄で、さらに猫ねこ背ぜで身体からだを大きく丸めているため、背せ丈たけならば道ばたの子供とも大差ない。

　だがそんな上背と比して、その眼光はあまりに鋭するどく、威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを帯びている。

「大だい蛇じや草。タンポポが綿毛を飛ばして種子を遠方へと運ぶようにな。この草は自在に動く根を動物に絡ませることで、その種子を遥はるかな彼方かなたへと運ばせる習性をもつ。一度絡みついたら幻獣といえど容た易やすくは──」

「ならば断てば良いのでしょう？」

　煌きらめく銀ぎん閃せん。

　刹せつ那なの光の軌き跡せきが虚こ空くうを走りぬけ、赤獅子マンテイコアの足から胴体へと這い上がろうとした木の根を微み塵じんに切りきざんだ。

「小こ娘むすめっ……!?」

「あいにくと、妾わたしにはエリスという名があります」

　黒くろ塗ぬりの鞘さやを宙に放ほうり投げる銀ぎん髪ぱつの少女。

「京きよう花か」

「言われなくてもわかってるわよ！」

　赤獅子マンテイコアの背を蹴けって宙へと身を躍おどらせるのは赤毛の少女。

　太ふと股ももに固定したベルトから投ダ擲ー矢ツを引き抜くや、それをミソラたちの乗った赤獅子マンテイコアを縛いましめる根へと全力で投げつける。

「『99パーセントの水』発動。燃え上がりなさい！」

　投ダ擲ー矢ツが樹の根に突きささり、触ふれる物すべてを焦こがす爆ばく炎えんが膨ふくれあがった。

　京花だけが有する生来の可逆生成パラダイムだ。

　彼女が体内で作りだす物質の学術名は[image: ][image: ][image: ][image: ]ニトログリセリン。

　人間の体内に存在する炭素（Ｃ）、窒ちつ素そ（Ｎ）、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）。これらを合成し完成する有機化合物を、体内の水分に溶とけこませて体外に排はい出しゆつさせることで、「水にしか見えない無色透とう明めいの液状爆ばく弾だん」をまき散らす。

　今の爆炎もまた、投ダ擲ー矢ツに塗ぬられた液状爆弾が木の根に触れた衝しよう撃げきで反応したものだ。

　強力な熱によって炭化した大蛇草の根。

　それを力ずくで引きちぎり、赤獅子マンテイコアがさらに道を進んでいく。

「ミソラ、フィアを頼たのんだわよ！」

「京花!?　お前！」

「アンタと違って、私は歴れつきとした理装執行者シミユレーターなの。都市と、都市のバイオテスタを守るのが私の役目。その私が、よりによってＳＩＲＥＮサイレンの中ちゆう枢すうを荒あらされ回ってるのを見て放っておけると思う？」

　空中で器用に一回転して芝生に着地する京花。

　そこに並び立つエリス。

　福音機関の刺し客かくである老人と対たい峙じする二人。学園研究機関アカデミーでも滅多に見ることのない、互たがいの肩かたが触れあうほどに重なり合う姉妹しまいの光景がそこにはあった。

「何よエリス、引っ込んでて」

「それは妾わたしの台詞せりふです。足手まといになる前に退どいたらどうですか」

　姉妹のどちらも、ふり向きさえしない。

　──行きなさい。

　理装執行者シミユレーターの尊厳にかけて。

　ＳＩＲＥＮサイレンを脅おびやかす存在を許しはしない。髪かみ色も背丈も性格も違えど、凜りんと佇たたずむ二人の後ろ姿は、紛まぎれもなく一いち翼よくの姉妹そのものだった。

　走り続ける二体の赤獅子マンテイコア。

　そこかしこで噴ふき上がる白はく煙えんのなか、広大な敷しき地ちをまっすぐ北へと駆かけていく。

「ミソラ！　い、いま向こうに幻獣っぽいのが！」

「さっきの二人が放った個体か……」

　幻獣の襲しゆう撃げきにより、中セ央ン統ト合ラ樹ルの備び蓄ちく庫と電気ケーブルが損傷。

　そこにあった薬品に火花が飛び移って燃え上がることで、敷地のそこかしこから白煙が噴き上がっているというわけだ。

「レイレイ」

「問題ない。当初から想定された範はん疇ちゆうだ」

　赤獅子マンテイコアの背に片かた膝ひざを立てた姿勢で、進む方向のみを見み据すえる黒の理装執行者シミユレーター。

「中セ央ン統ト合ラ樹ルには警備役の理装執行者シミユレーターが常時控ひかえている。幻獣の鎮ちん圧あつには苦戦するだろうが、これ以上の被ひ害がいが出ないよう食い止めることはできるはず。むしろ厄やつ介かいなのは、先に会ったあの二人の巡礼戦闘者だ」

「あの老人と女性……？」

　ミソラが聞いた中で特に気がかりだったのが、アリスフィールと名乗る女性がネックザールに告げた言葉。

「ネックザールのことを弟子って……」

「福音機関でも滅多にない師弟関係だ。精霊の声を聞くことができる兄妹きようだい──禰鈴が福音機関において大特異点実験の被ひ検けん体となったように、兄であるネックザールもその才能に目をつけられ、ことある毎ごとに『教育』を受けていたという話を聞いたことがある。それが当時の第二相。何年も前から青の第一相イスカリオテの座を約束された最高位の術者だ」

　青の第二相アリスフィール。

　それが今は、青の第一相イスカリオテに昇しよう格かくして福音機関の幹部となっている。

「もう一人の老人は……」

「怪かい僧そうマルツァ。あれも緑の第一相イスカリオテとして知られた男だ。新約召しよう喚かんに疎うとい姉妹にとって、最悪に近い相あい性しようの相手になる」

「エリス先せん輩ぱいと京花の相手が!?　レイレイ──」

「それほどまでに、福音機関が研究主任エルベルトを重要視しているということだ」

　低く押し殺した声で答えるⅠ級理装執行者シミユレーター。

「今は先に進むことだけを考えろ。何のために、あの四人が福音機関を食い止めるために残ったと思っている」

「……わかってるさ」

　赤獅子マンテイコアの背で、汗あせのにじんだ拳こぶしを握にぎりしめる。

　わかっている。理り屈くつの上でそう納なつ得とくしていても、渦うず巻まく感情に思わず後ろをふり向きたくなる衝しよう動どうに駆られそうになる。

「そして、それは俺とて同じことを忘れるな」

「え？」

「持っていろ」

　半円の軌跡を描えがいて虚空をわたり、ミソラの手に収まったのは銀色のカード型端たん末まつ。

　バイオテスタ鎮圧の認証ライセンス。

　その電子認証ライセンス鍵かぎには、Ⅰ級理装執行者シミユレーターであるレイベルトの情報が記録されている。

「お前に預けておく。俺の権限ならば『統合研究府』の最上階までたどり着ける」

「ど、どうしてさレイレイ!?」

「合理的な判断をしたまでだ。俺とお前が分断された時、俺ならば中セ央ン統ト合ラ樹ルにも知人がいる。認証ライセンスがなくとも上層階に行くことは可能だろう。一方でミソラ、理装執行者シミユレーターでないお前には、上層階への通行アクセス権がない。だから持っておけ」

「…………」

　横顔を向けたままのレイベルト。

　その言葉が本当にただ合理的な思考に基づくものなのか、それとも、それ以上の何かが込こめられているのか判断する余よ裕ゆうもないままに──

「優ゆう雅がな乗馬はここまでだ」

「わかった。……フィア」

　赤獅子マンテイコアにじっとしがみつくフィアを促うながして、ミソラは地上に飛び降りた。

　北ブロック『統合研究府』。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおける最高頭脳たる研究者たちが集められ、四大衛星都市すべてのバイオテスタ開発研究を支し援えんし、自らも新たなバイオテスタの創造にとり組んでいる場所。

　いわばバイオテスタ工学の聖地。

　だがその統合研究府さえ、今は窓という窓から、白煙と黒煙が混ざり合うように濛もう々もうと吐はきだされ続けている。

　そしてその煙けむりの量は、明らかに周りの棟とうより多い。

「ミソラ、この建物も……？」

「ああ。たぶん真っ先にここが青の第一相イスカリオテと緑の第一相イスカリオテの襲撃を受けたんだと思う。でもアイツらの侵しん入にゆうギリギリで俺たちが間に合ったから、あの二人が仕方なく引き返して迎げい撃げきに来たんだと思う」

　間に合ったのだ。

　この建物に福音機関が照準を定めたということは、研究主任エルベルトはまだ内部に潜ひそんでいる。ゆえに自分たちの接近を阻はばもうと、福音機関の幹部たちが現れた。

「好都合だな」

　統合研究府の自動扉とびらを指さすレイベルト。

　本来ならば閉まっているはずの扉が、内部から脱だつ出しゆつする研究員たちのために開放されたままになっている。

　統合研究府の至るところから立ちこめる白煙。

　さらには幻げん獣じゆうの突とつ然ぜんの襲撃と、それを報しらせる緊サ急イ警レ報ン。何も知らされていない研究員が避ひ難なん行動を取るための臨時措そ置ちだろう。

「この騒そう乱らんを利用する。統合研究府の上層エリアまで駆け上がるぞ」

　返事も待たずにレイベルトが走りだす。

「フィア、走れるか？」

「いけます！」

　緊きん張ちようした表情ながらも首をふるフィア。

　細身の少女でありながらもフィアは天使型バイオテスタだ。次バ世イ代オ新テ生ス物タの特とく徴ちようであるエネルギー貯蔵と、それを活いかすための運動機能は備えている。

「遅おくれるなよ」

　黒のロングコートをなびかせてゲートを突とつ破ぱするレイベルト。

　大人が数人は並んで通れるであろう巨きよ大だいな扉。その向こうから脱出してくる研究員とすれ違いに統合研究府の正面ロビーへ。

　……去年の見学だと統合研究府は見られなかった。

　……道案内は、ここの内部構造を知ってるレイレイ頼だのみか。

　立ちこめる煙を吸いこまぬよう身を屈かがめながら、脱出する職員たちで混雑するロビーを逆走していく。

「レイレイ、研究主任エルベルトの場所は上層エリアだったよな？」

「そうだ。俺が以前に奴やつと会ったのは十八階だが、奴の研究個室はこの建物の最上階付近。二十五階に奴の研究個室がある」

　脱出する研究員が次から次へ、非常階段と昇降機エレベーターを伝って一階ロビーへと降りてくる。

　その雑ざつ踏とうの隙すき間まを縫ぬうように高速で駆けていく黒の理装執行者シミユレーター。

　非常階段ではなく、その足先はロビーの奥へ。

　そして、濛々と立ちこめる白煙の中へと一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく飛びこんだ。

「フィア、息を止めて全力疾しつ走そう」

「は、はいです！」

　口元に手をあててフィアが前ぜん傾けい姿勢。

　そんな彼女と並走しながら、ミソラは先を走るレイベルトの影かげを追いかけた。

　──あえて煙の立ちこめる方へ。

　避難する人間で混みあう昇降機エレベーターを使うのは論外。

　さらにロビーに近い非常階段も、避難に急ぐ研究員で埋うめつくされている。

　ならば通るべきは最も人の少ない経路ルート。それが、この状じよう況きよう下かで上層エリアに最速で到とう達たつするための選せん択たく肢しになる。

　──疾走。

　数メートル先の視界さえ見えない通路を、わずかに見えるレイベルトの後ろ姿だけを信じて追いかける。十秒、二十秒……どれだけ息を止めて走り続けたかわからない。

　肺の中の酸素を使い果たし、息苦しさを覚えはじめた矢先。

「ここだ」

　レイベルトの声が前方から響ひびいた直後、目の前を覆おおいつくす煙が晴れた。

　彼が見つめる先には無人の非常階段。大量の煙がたちこめた通路を通ることになる非常階段を選ぶ者はいない──その予測がうまくあてはまった形だ。

「ここから一気に二十五階まで駆け上がる。翼つばさが必要なら使え」

「……え？」

　レイベルトが呟つぶやいた一言に、フィアが惚ほうけたように瞬またたきをくり返す。

　その意味を理解し──

「一秒でも早く研究主任エルベルトを見つけだす。だから非常階段を俺たちは重反応加速アクセルで全力疾走。フィアも背中の羽で飛んでいいって意味だろ？」

「いいんですか……？」

「ああ。天使型バイオテスタ自体は、フィアも含ふくめてＳＩＲＥＮサイレンに三体いるって言われてる。ここにいる研究者ならそれも常識ってことだよ」

　フィアに伝わるよう、ミソラは肩かたをすくめて戯おどけてみせた。

　背中の羽を見られた彼女がバイオテスタと知られたところで、統合研究府の研究者たちは、フィアを三体の天使型バイオテスタの一体としか認にん識しきしないだろう。

　……真天使フイオラミリスのことさえバレなければ問題ない。

　……中セ央ン統ト合ラ樹ルの中だからこそ、フィアも正体を隠かくさなくていい。

「だいじょうぶ。フィアが天使型バイオテスタってことは登録済みだし。誰だれかに見つかっても、この災害の救助活動ってことで押し通す」

「──はい」

　ふっ、と目を閉じる金きん髪ぱつの少女。

　緊サ急イ警レ報ンが鳴りひびく中、まるでフィアの周りだけが一切の喧けん噪そうから切り離はなされた静せい寂じやくの空間にいるような。そんな清せい澄ちような雰ふん囲い気きさえ湛たたえて。

「────」

　蒼そう碧へき色に輝かがやく光の翼。衣服の生き地じをなびかせて、天使型バイオテスタの少女の背中から、神秘的な色味を放つ天使の翼が顕けん現げんした。

「わたし、いつでも行けます」

「じゃあレイレイ──」

　口に仕し掛かけた言葉。

　それを最後まで言いきることができず、ミソラはその場で息を吞のんだ。

「…………」

　無言で非常階段を見上げる黒の理装執行者シミユレーター。

　心ここに在あらず。

　昇のぼるべき階段を見つめているのに、その心はさらに別の何かを見ているかのように。

　彼の横顔は、ミソラさえ初めて見るほどに真しん剣けんな面おも持もちだった。

「レイレイ？」

「……俺も、厄やつ介かいなものを積み残したものだな。まあ自業自得か」

　溜ため息いきにも似た吐と息いきをつくレイベルト。

　が、そんな一言さえも無かったかのように、再び普ふ段だんの無表情へ。

「行くぞミソラ。『天使』から目を離すなよ」

　レイベルトの姿が残像を残して一いつ瞬しゆんブレる。

　その直後には、黒の理装執行者シミユレーターは二階へと続く螺ら旋せん階段の踊おどり場へと転移していた。

「フィア、俺たちも」

「は、はいです！」

　螺旋階段の中心にある空くう洞どう部を飛ひ翔しようするフィア。その飛翔を視界の片かた隅すみに残し、ミソラもまた通路の床ゆかを蹴けりつけた。

　重反応加速アクセル。

　──体内での『ＡＴＰアデノシン三リン酸』の極大生成による運動能力向上。

　──全神経系における神経衝撃インパルスの伝導加速による認識・対応能力向上。

　酸素結合体ヘモグロビンによる細さい胞ぼうへの酸素運うん搬ぱん機き能のう上じよう昇しようと、好気呼吸の反応過程加速による膨ぼう大だいなＡＴＰを瞬間生成。そのエネルギーをもとに超ちよう絶ぜつなる運動能力向上と筋力増強を実現する。

　さらには神経衝撃インパルスの伝導高速化。神経細胞ニユーロン内外の陽イオン流入を加速させ、神経衝撃インパルスの伝導時間を短縮。この実現により、人間の反応速度は重反応加速アクセルの名のとおり「反応加速」し、超ちよう速そくの反応速度と空間認識能力を得るにいたる。

　化学反応としては、いずれも人間の体内で生じているものだ。

　それを、バイオテスタの素体構成に用いられる『Ｎ因子』適合施せ術じゆつを人体に施ほどこすことで、本人の脳波と生化学反応の両者を同期し、随ずい意い的な反応加速を実現した。

　これが重反応加速アクセル。

　人間を上回る機動力のバイオテスタを鎮ちん圧あつするための、理装執行者シミユレーターの切り札の一つだ。

「フィア、階段の手すりに頭ぶつけないよう気をつけろよ」

「……ま、真上に飛ぶのは苦手なんです」

　螺旋階段の中心を飛び上がりながらも、どこか頼たよりない飛び方のフィア。

「風に乗れれば楽なんですけど……」

　羽をもつ生物が「空を飛ぶ」ことができるのは常識の範はん疇ちゆうだが、実は「真上に垂直に浮うかびあがる」ことができる動物は多くない。

　たとえば飛行機は飛び上がる前に長ちよう距きよ離りの滑かつ走そうを必要とするし、空中に浮かんだまま止まる『停止飛翔ホバリング』ができるのは鳥や虫の中でもごく一部、それも身体からだのサイズがとにかく小さい生物に限定される。

　そして、それは天使型バイオテスタであるフィアとて例外ではない。

「え、えいっ」

　階段の手すりに着地し、それを踏ふみ台にして跳ちよう躍やくするフィア。そんな彼女を見守りながら、ミソラもまた階段を蹴りつけた。

「ここが十一階か」

　非常階段の壁へき面めんに輝く電光掲けい示じ板ばんを見上げる。

　ここまでは順調に上がってきている。

　何より、福音機関が放ったはずの幻獣と遭そう遇ぐうしていないのが大きい。

　……幻獣たちが狙ねらって襲しゆう撃げきしてるのは、統合研究府の重要施し設せつってことか。

　……混乱を巻き起こすのが目的なら、こんな人の少ない非常階段を狙う必要がない。

　危き惧ぐするとすれば──

　強力な幻獣たちと交戦しているであろう中セ央ン統ト合ラ樹ルの理装執行者シミユレーターたち。

　そして何より、今まさに福音機関の幹部を足止めしているエリスと京花、それにネックザールと禰鈴の四人の無事だ。

　……勝つとか負けるとか、そんなのは二の次でいいんだ。

　……とにかく無事でいてくれれば。

　胸に小さな痛みを覚えながらも、無言で螺旋階段を駆かけ上がる。

　十五階、十六階、十七階、十八階……そして二十階に続く階段へと爪つま先さきが触ふれた直後。

「待ってミソラ、階段が!?」

「……冗じよう談だんだろ」

　駆け上がろうとした足先を止めて、ミソラは奥歯を嚙かみしめた。

　跡あと形かたもなく砕くだかれた手すり。

　そして階段の踊り場に空いた巨大な穴。

　頑がん丈じような鋼鉄で造られているはずの非常階段が、二十階から二十一階へと続くポイントで、ここが終点と言わんばかりに破は壊かいされていたのだ。

　──偶ぐう然ぜんのはずがない。

　幻げん獣じゆうが暴れたと考えるには、あまりに破壊場所が集中しすぎている。これはもっと狡こう猾かつで周しゆう到とうで、より明確な悪意をもってなされた破壊行こう為い。

　すなわち人間の手による妨ぼう害がいだ。

「なるほどな」

　砕かれた手すりの残ざん骸がいを見下ろし、レイベルトが小さく嘆たん息そく。

「やってきた福音機関は青の第一相イスカリオテと緑の第一相イスカリオテだけではなかった。俺たちより先にこのフロアに到達した奴がいるというわけか」

「ミソラ、どうしましょう……」

「探そう」

　不安げに見つめるフィアに、ミソラは眼下──二十階に続く扉とびらを視線で示した。

「二十階のフロアで、壊こわされてない非常階段があるかどうか探そう。俺が見学したのは中セ央ン統ト合ラ樹ルだけど、統合研究府がそれと同じ構造だとしたら一フロアに四箇か所しよは非常階段があるはず。なにせこんなに大きい建物だから」

　レイベルト、フィアを先導するかたちで階段を駆け下りる。

　非常階段の鋼鉄扉を押し開けて二十階へ。

　統合研究府・二十階。

　だが一歩踏み入ったそこは、既すでに真っ赤な業火によって埋めつくされていた。

「この放火……これも非常階段のオマケってことか」

　ちらちらと宙を舞まう火の粉。

　天てん井じようから降りそそぐ火と熱気で、息を吸うごとに喉のどの水分が奪うばわれていくのを感じる。

　しかし何より危険なのは炎ほのおではなく燃焼にともなう有害物質だ。吸い続ければ自じ覚かく症しよう状じようさえ間に合わずに昏こん倒とうに陥おちいる危険性もある。

「このフロアはもう研究エリアか？」

　落ちついた象牙色アイボリーで統一された床と壁かべ。

　まっすぐ延びた通路の先には十字路があり、そこまでには大小複数の会議室や研究室、それに窓のない実験室らしき部屋が用意されている。

　いずれも他ほかのバイオテスタの研究棟とうで見慣れた光景だ。

「レイレイ、ここから一番近い非常階段は!?」

「こればかりは、今までのフロアと同じ構造であることを願うばかりだな」

　炎によって紅ぐ蓮れんに染まった床を駆けるレイベルト。

　頭上を舞う火の粉を吹ふき飛ばす勢いで十字路を直進し、二つめの角を左折。その奥に見える通路の終点に、二つめの非常階段の扉が見えた。

　だが。

「ここもか……」

　床一面に無数の穴が穿うがたれた階段を睨にらみつけ、ミソラは奥歯を嚙みしめた。

　人間が一人でも乗った瞬間、階段の強度が限界をこえて崩ほう壊かい。階段を上ろうとした者はなすすべ無く真下へ落下する仕掛けになっている。

「ミソラ、次、探しましょう」

「わかってる」

　噴ふきだす汗あせを拭ぬぐい、ミソラはフィアに首しゆ肯こうしてみせた。

　フロアの四よ隅すみに設置された非常階段。残る二つのうち、さらにこの場から近い階段を目指して床を蹴る。

　……二十一階より上には行かせないための破壊。

　……研究主任エルベルトは、間ま違ちがいなくこの統合研究府の上層エリアに潜ひそんでる。

　さらに言えば福音機関の刺し客かくもだ。

　これだけ大規模な仕掛けをこのフロアに施したのであれば、まだ遠くには行っていない。ここからの追つい跡せき次し第だいで研究主任エルベルトと合流する前に追いつける。

　拳こぶしを握にぎりしめたまま三つ目の非常階段へ。

　十字路の先に、螺旋式の階段へと続く金属製の扉が見えて──




「伏ふせろ！」

「哀あわれな蝶ちよう々ちよう。眩まぶしい炎に誘さそわれてやってきて……そんなに我が身を焦こがされたいの？」




　声は、同時だった。

　一つは自分ミソラのすぐ後ろを走るレイベルト。

　もう一つは、今まさにミソラが横切ろうとした十字路の曲がり角から。

　──銃じゆう声せい。

　重反応加速アクセルによって極限まで高められた空間認にん識しき能力と反応速度がなければ、ミソラはその肩かた口ぐちを黒の凶きよう弾だんに撃うち抜ぬかれていただろう。

「ぐっ……!?」

　レイベルトの声よりも先、銃口から放たれた弾だん丸がんが空気を震ふるわせる波動に寒気を感じ、ミソラはその場に踏みとどまっていた。

　一瞬後。

　その眼前を通りすぎていく弾丸が、ミソラを通りすぎて奥の壁に深々と突つきささる。

「福音機関か……」

「そう呼ばれるのは嫌きらいなの。ミスティシア・ルイ・ペイシェントって名前があるから」

　硝しよう煙えんを燻くゆらせる回リ転ボ式ル拳バ銃ーを手に提さげて。

　冷たい声こわ音ねでそう返したのは、漆しつ黒こくのコートを羽織った女性だった。

　艶なまめく濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつに、怜れい悧りながらもどこか物もの憂うげな双そう眸ぼう。

　彫ほりの深い端たん整せいな面おも立だちでありながらも、その全身から滲にじませる空気は、容易に話しかけることすら憚はばかられる威い圧あつ感かんに満ちている。
















　その姿はまるで。

　……外見だけじゃない。仕草から雰ふん囲い気きまでそっくりだ。

　……レイレイと瓜うり二ふたつ。

　男と女。

　その違いこそあれど、目の前に立ちはだかる彼女と、自分の後ろに佇たたずむ黒コートの男はあまりにも酷こく似じした雰囲気を湛たたえていた。

「ミソラ、平気ですか！」

「ああ。相当ギリギリだったけどな」

　走り寄ろうとするフィアを片手で制し、ミソラは擦かすれた声を吐はきだした。

　服の肩口をかすめていった弾丸。指先でなぞれば、服の表面を弾丸がかすめていった痕あとが確かに残っているのがわかる。

「あら残念、避よけちゃったのね」

　自分とフィアを値ね踏ぶみするような目つきで見やり、黒コートの女性が苦く笑しようをこぼす。

　その細い指先を銃じゆう把はに添そえたまま。

「標的あなたたちは、上層エリアへ向かうことに意識を割さいている。私からすれば絶好の仕し掛かけ時。真天使フイオラミリスを捕とらえるタイミングだと思ったんだけど」

「……お前が、このフロアの階段に小細工をした張本人ってわけか」

「統合研究府ここはバカみたいに広すぎる。そう思わない？」

　濡れ羽色の長髪を片手で梳くしけずりながら、彼女。

「観察者エルベルトのいる階層に向かう経路は三つ。昇降機エレベーターと中央階段、そして非常階段。このうち昇降機エレベーターは避ひ難なんしたいと焦あせる一いつ般ぱん人が押し寄せて稼か働どう停止。それにともなって中央階段に人波が押し寄せる。ならば残る選せん択たく肢しは非常階段。けれど、これも統合研究府が広すぎるせいで一つに的を絞しぼれない。ならば──」

「四つある非常階段のうち三つを破壊して、残り一つで網あみを張っていればいい……？」

「待ちくたびれたわ」

　カツッ、とブーツの踵かかとで床ゆかを蹴けりつける銃使いの女性。

　来る。

　その気配を感じ取ったミソラが身構え、フィアもまた反射的に身体からだを強こわばらせて──

「茶番はいい。互たがいに時間の無む駄だだ」

　レイベルト。

　ただ一人沈ちん黙もくを保っていたⅠ級理装執行者シミユレーターの言葉は、あまりに唐とう突とつなものだった。

「ミソラ、天使を連れて『上』に昇のぼれ」

「……え？」

「この女の目的は俺だ。お前を狙った最初の狙そ撃げきは、真天使フイオラミリスを捕ほ獲かくするという福音機関の命令に一応の体てい裁さいをとり繕つくろうためのもの。そうだろうミスティシア？」

　感情を交えぬ声音で告げる理装執行者シミユレーター。

　対して、福音機関からの刺客である彼女の応こたえは、物憂げな視線で奥の扉を指ししめすことだった。

　……通っていいって言ってるのか。

　……真天使フイオラミリスを狙ねらってるはずの福音機関の刺客が、真天使フイオラミリスを見過ごす？

　道理に合わない。

　もしもミスティシア本人だけが「通れ」と言うのであれば、真っ先に罠わなを疑っただろう。だが、彼女より先にそう告げたのは他ならぬレイベルト。

「どういうことだよ……狙いは……レイレイって」

「悠ゆう長ちように説明するだけの時間があるか？」

　珍めずらしいほどに力のこもった口調でそう告げて、黒の理装執行者シミユレーターが一歩前に進みでる。

　その手には愛用の自動拳銃オートマチツク。

「俺の認証ライセンスはお前に預けてある。それが全すべてだ────行け」

「フィア！」

　隣となりの少女の手を取って、ミソラはレイベルトの横をすり抜けた。

　にらみ合いを続ける拳銃使いの男女。微び動どうだにしない二人を横目に通路を駆かけぬけて、ミスティシアの後ろにある扉に手をかける。

「レイレイ……悪い！」

「俺自身で選んだことだ。特別報ほう酬しゆうで缶かんコーヒー三本を要求させてもらうがな」

　淡たん々たんとそう告げる仲間に背を向ける。

　二十一階へと続く螺ら旋せん型の非常階段。飛ひ翔しようするフィアを追いかけるかたちで、ミソラは全力で階段を駆け上がった。

　二十二階、二十三階、二十四階、そして。

「ここですよね……」

「ああ。気をつけろ。どこに何がいるかわからない」

　二十五階のフロアに続く扉とびら。

　この分厚い扉の奥を開けた瞬しゆん間かんに、防衛役の幻げん獣じゆうが襲おそいかかってきてもまるで不自然ではないだろう。フィアを後ろに退かせた状態でゆっくりと扉を開けていく。

　その先に──




　広大な通路が、どこまでも無限に奥へと続く光景がそこにはあった。




「え？　え？」

　自分の見た光景が信じられずにまばたきをくり返すフィア。

　その横で。

「……いろいろ想像はしてたけど、これはちょっと予想外にも程ほどがあるだろ」

　ミソラの唇くちびるからこぼれたのは驚きよう愕がくではなく苦笑だった。

　今まで昇ってきたフロアのように煙けむりに包まれているわけでもなく、火の粉が宙を舞まっているわけでもない。

　神聖なる廊ろう下か。

　一いつ切さいの雑音から切り離はなされた静せい寂じやくに包まれた空間。窓も照明もないはずなのに、そこには燦さん々さんと輝かがやく陽ひがどこからともなく差しこんできている。

　しかし極きわめつけは、終点なき無限の道。

　統合研究府という建物の内部のはずなのに、何百メートル、いや何千メートル先の彼方かなたまで延びた通路に終わりがない。

　……研究主任エルベルトの部屋がここにあるはずなのに。

　……その部屋が、通路をどこまで見わたしても見あたらない？

　目の錯さつ覚かく？　あるいは幻げん影えい？

　それとも、これも新約召しよう喚かんの力だというのか。

「でも、このまま足を止めてたってダメだよな……」

　自らを鼓こ舞ぶするつもりで口にして、ミソラは無限に続く通路へと足を踏ふみだした。

　隣には羽を顕けん現げんさせたままのフィア。

　床と天てん井じようと壁かべ。四方を囲まれた通路をひたすら前へ前へと進んでいく。

「奥、見えないです……」

「もう二百メートルくらいは歩いたよな」

　ふり返ったそこには、遥はるかに小さくなった非常階段の出口。だというのに、これだけ歩いてもまだ一つの部屋も見あたらず、通路の終わりが見える気配すらない。

　目の錯覚ではない。

　だとしたら、この無限の通路のどこに研究主任エルベルトの部屋があるというのか。

「……落ちつけ。何かあるはずなんだ」

　小さく首をふる。

　終わりのない通路なんて現実的に考えられない。だとすれば──

「ミソラ、待って」

「フィア？」

　光り輝く羽を顕現させた天使型バイオテスタの少女が、不意に通路の一点で足を止め、何もないはずの壁をじっと見つめていた。

　その蒼あおめいた瞳ひとみが、徐じよ々じよに、深みを帯びた緋ひ色いろへと色を移していって──

「……傷きず痕あと？」

　フィアが手をのばす。

　華きや奢しやな指先が、窓一つない壁に触ふれた瞬間。

「世界の傷痕……ここに……あります」

　ぽちゃん。

　まるで水すい滴てきが湖面に落ちたかのような音がこだまして、壁かべ際ぎわの空間そのものが大きく波打った。広がる波は紋もんの中心に生まれる輝きの円えん環かん。

　それは新約召喚によって現れるものとまるで同じ光の扉だった。

「フィア、いまどうやって？」

「な、何となくです……ここに何かがありそうだなって。ここの壁だけ、周りより眩まぶしい気がしたから」

　緋色に輝く双そう眸ぼうを恥はずかしげに伏ふせる少女。

「あ、あの……でも、本当にここが正しいのかわからないですし……」

「いや。逆にここしか考えられないだろ」

　言葉をにごす少女に向かって頷うなずいて、ミソラはその背中をぽんと叩たたいてやった。

　……たぶんフィアは自分でも気づいてない。

　……瞳の色が真天使フイオラミリスの色と同じになってる。

　真天使フィオラミリスの精神世界が浮ふ上じようした時、フィアの肉体に現れる徴ちよう候こうこそ、この緋色の双眸だ。

　自分の意識を保ったまま真天使フイオラミリスの力に覚かく醒せいしている？

　もしそうであるとすれば、フィアが感じとった光の円環も、まさに自分たちが探し求めていた場所に通じている可能性が高い。すなわち研究主任エルベルトの居場所へと。

「俺が先に行く。フィア、後ろからついてきて」

「は……はいです！」

　大人が悠ゆう々ゆうと通過できるほどに巨きよ大だいな光の円環へ、ミソラは足を踏みだした。

　わずかな目眩めまい。

　強きよう烈れつな睡すい魔まにも似た違い和わ感かんに一瞬意識を奪うばわれて──気づいた時には、ミソラは淡あわい光の渦うず巻まく気流のなかに立っていた。

　宝石ほど強く輝く光ではない。喩たとえるならヒカリゴケや蛍ほたるの放つ朧おぼろ気げで儚はかない光。それが流星のように渦を巻いてミソラの周りを飛び交かっている。

「……ここが『向こう側』の世界？　誰だれもいないってのが気になるけど」

「幻獣も見あたらないですよね。むしろ、ここにいるのってわたしたちだけみたい。……綺き麗れいな場所だけど、なんだか寂さびしいです」

　微び風ふうのように肌はだをなでていく光たち。

　その一ひと粒つぶをじっと見つめていたフィアが、ふと思いだしたように呟つぶやいた。

「でも、そうしたらこの場所は──」




『驚おどろいた。よくここの入口を探し当てられたね』




　幻げん聴ちようめいた朧気な声。

　それが、ミソラたちを包む光の気流のなかで唐突に響ひびきわたった。

「ミ、ミソラ？」

　突とつ然ぜんの声に、声を強こわばらせてフィアが身を寄せてくる。

「……誰だ」

『あれ？　僕の勘かん違ちがいかな？』

　くすくすと、含ふくみ笑いを感じさせる吐と息いき。

『僕が誰かなんて、キミたちはとっくに知ってるだろうに』

「っ！　じゃあやっぱりお前は──」

『キミたちが僕の下もとへ来るというのなら歓かん迎げいしよう。ちょうど退たい屈くつしてたところだから』

　飛び交う光が虚こ空くうで集つどい、織りなして新たな光の円環を形成していく。

　扉──

「ああ、待ってろよ。どんな歓迎が待ってようと絶対にたどり着くさ」

　緊きん張ちようの面おも持もちのフィアにそっと頷いて。

　ミソラは、目の前に生まれた新たな光の扉へと飛びこんだ。




　　　　２




　蒼の大地。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルの広大な敷しき地ちでは、生まれたばかりの獣けもの型バイオテスタの歩行練習用として、そう呼こ称しようされる瑞みず々みずしき芝生しばふが用意されている。

　だがネックザールの眼前に広がる『蒼の大地』は、そうした芝草の群生を意味するものとは一線を画した異様な光景だった。

「残念です。本当に残念です、ネックザール」

　すなわち氷の大地。

　ある一点を中心に半径数十メートルという規模で、氷雪と霜しもに覆おおわれた芝生が蒼く輝きながら凍こおりついていた。

「なぜ私の下を去ったのですか。私が青の第一相イスカリオテに昇しよう格かくした暁あかつきには、必ずやあなたを私の右みぎ腕うでにしてあげると。青の第二相の座を約束すると伝えていたのに」

　凍れる大地の中心──

　すべての冷気の発ほつ端たんである青の第一相イスカリオテアリスフィールが、憂うれいを帯びたまなざしと共に、教え諭さとすかのような口調で言葉を紡つむぐ。

「ネックザール、今からでも遅おそくはありません。私の下に──」

「茶番はやめてくれアリスフィール、いや青の第一相イスカリオテ」

　師である女性の言葉を、ネックザールは自らの言葉で塗ぬりつぶした。

「あなたが見こんだのは俺じゃない。俺の隣となりにいる、コレだろう？」

　自分の隣に控ひかえる水精霊ウンデイーネを視線で指ししめす。

　精せい霊れい。

　新約召喚で招く対象の中には、『真しん獣じゆう』と呼ばれる特に稀き少しようで強大な幻獣が存在する。

　しかしそうした「珍めずらしい」、「強大である」こととは別の観点から、新約召喚の使い手の中で伝説の存在として敬われるものがいる。

　それが精霊。

　他ほかの幻獣たちと一線を画す、純じゆん粋すいなる霊的波動体。通常の新約召喚によって招かれる幻獣と違ちがい、精霊は「精霊の声」が届く者にだけ力を与あたえると言われている。

「たとえ福音機関の第一相イスカリオテだろうと、精霊の声が聞こえぬ者には精霊を召喚することは叶かなわない。それはあなたとて例外ではない。ゆえに俺を、自らの右腕として欲ほつしたんだ。違うか？」

「ええ、もちろんその通り。新約召喚において、精霊はそれくらい特別な存在です」

　よくできました。

　悪びれた様子の欠片かけらも見せず、臆おく面めんもなく彼女が頷く。

「何かが出来るというのはとても素す晴ばらしいことですよ。ネックザール、あなたが精霊を召喚できることのようにね」

　高らかに歌うオペラ歌手さながらに、彼女が両手を広げてみせる。

「そして才覚とは、その価値を理解する者に見いだされてこそ意味がある。ダイヤの原石とて、それが一流の研けん磨ま師の手に渡わたってこそ輝きを発する宝石となるのです。価値を理解しない子供の手に拾われ、原石のまま道に投げすてられては嫌いやでしょう？」

「いいや」

　隣に寄りそう禰鈴──世界にたった一人の家族である妹を庇かばい、ネックザールはかつての師を真っ向から睨にらみつけた。

「俺は……俺たちは放ほうっておいてほしかった。何者にも干かん渉しようされず、ただ静かに暮らしていたかっただけだ。なのにアリスフィール、あなたは俺を謀たばかった！　あなたは言ったな。俺が従順に仕えていれば禰鈴の洗脳を解除することにも協力すると！」

「そのとおり。ネックザール、私はあなたの気持ちを汲くんで──」

「茶番はいい。そう言ったはずだ」

　どれだけ待ち望んでも、何度懇こん願がんしてもアリスフィールは動こうとしなかった。満面の笑えみで「もう少しお待ちなさい」と追い返されるだけ。

　そしてある日、ネックザールは気づいた。

　彼女の真意は禰鈴の解放ではない。禰鈴の解放の約束とは、あくまで自分ネツクザールを手元に拘こう束そくしておくための鎖くさりにすぎないのだと。

「訪おとずれぬ『約束の時』に意味はない。だから俺はあなたと決別した。それだけだ」

「…………」

　瞬またたき一つない視線が真正面から対立し、絡からまり合う。

　そして。

「……なるほど」

　妖よう艶えんな苦く笑しようとともに、先に首を横に振ふったのは青の第一相アリスフイール。

「でもネックザール、あなたは私との決別を望んでも、私はソレを望んでいない。ならば力ずくで。聞き分けの悪い弟で子しの面めん倒どうを見るのが師の役目であるならば、引きずってでも連れて帰るのが私の役目というものでしょう」

「お断りしますわ」

　返す禰鈴の言葉に、力がこもる。

「禰鈴と兄様は福音機関には戻もどりません。禰鈴の新約召喚ちから……兄様と、そして禰鈴を解放してくださったミソラさんたちのために尽つくします」

「健気けなげね。でも立場はわきまえなさい？」

　穏おだやかな言ことの葉に忍しのばせた、小さな棘とげ。

　淑しとやかな物もの腰ごしの中に喩えようのない激情を湛たたえ、青の第一相アリスフイールは宣言した。

「忘れているようだから教えてあげましょう。福音機関の第一相イスカリオテは、新約召喚を極きわめし者。その威い光こう、己おのれが身をもって認にん識しきなさい」
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　舗ほ装そう路に突つきたてられた一本の長ちよう刀とう。

　強きよう靭じんな鱗うろこと爪つめ、そして人間をはるかに上回る巨きよ軀くのバイオテスタを想定して造られた刃やいばは重く、そして硬かたい。

　可か憐れんな少女が携たずさえるにはあまりに無骨な武器。

　ソレを、皺しわだらけの指で指さして。

「……今一つ腑ふに落ちぬ。そう思っておったよ。銀の第一相イスカリオテからお主の話を聞いた時は、何の冗じよう談だんかと思っておった。よもや『こちら側』の世界に、あの男と剣けんで渡りあう猛も者さがいるなどと」

　苔こけ色いろのローブを羽織った老人は、擦かすれた笑い声を喉のどから漏もらした。

「エリスと言ったか。しかもそれが、お主のような年とし端はもいかぬ娘むすめとはな」

「よく言われます」

　相対するのは、微風に銀ぎん髪ぱつをなびかせる無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

「妾わたしはそこまで弱々しく映りますか？」

「いいや。むしろ逆。今こうして本人おぬしを見ているとよくわかる。向かい合うだけで背筋に抜ぬき身の刃を突きつけられているかの如ごとき威い圧あつ感かん。まさしく鋼はがねの運命を宿した戦いくさ人びと。末すえ恐おそろしい娘よ」

　緑の第一相イスカリオテマルツァ。

　その場で微び動どうだにしない老人は、エリスに向かってそう名乗った。

　……福音機関とやらの刺し客かく。

　……第一相イスカリオテということは、あの銀の第一相イスカリオテと同格であるというわけですか。

　比類なき剣の強きよう豪ごうであった銀の第一相イスカリオテとは違う。

　むき出しの殺意の塊かたまりであったあの怪かい物ぶつに対し、この怪かい僧そうからにじみ出る気配には、まるで無む味み無む臭しゆうの猛もう毒どくのような不気味さを感じずにはいられない。

「老ろう獪かい」

　地面に突きたてた長刀。

　その柄つか頭がしらに指先をあてながら、エリスは眼前の老人を見み据すえた。

「褒ほめ言葉と受け取っておきますが、そうやって相手を持ち上げて浮うき足立たせ、不意をつく。なかなかに周しゆう到とうな搦からめ手を仕し掛かけてきますね」

「はて。あいにく思いあたる節が浮かばぬのだが？」

「そうですか。では妾わたしの足下にあたる地中。そこに忍ばせている幻げん獣じゆうは、あなたの召喚したものではないというのですね」

「……なに？」

　老人の鉄面皮がわずかに歪ゆがむ。

　と同時、エリスは大地に刺さしていた刀を引き抜いて宙へと跳とんでいた。

「京花」

「わかってるわよ！」

　手元に新たな投ダ擲ー矢ツを握にぎった京花が、吼ほえた。

　狙ねらいは地面。

　一いつ瞬しゆん前までエリスの立っていた地じ盤ばんが突とつ如じよとして割れ砕くだけ、現れたのは「歩く樹木」。鶸ひわ茶ちや色の木き肌はだに、無数の蔦つたと生おい茂しげる木の葉を衣服のようにまとった幻獣だ。

　エリスの足下を強きよう襲しゆうした幻獣めがけ、液状爆ばく弾だんを付ふ与よされた投ダ擲ー矢ツが突きささる。

「これは樹木精ドリアード？　なるほど、本当にバイオテスタそっくりですね」

「見事。見抜いておったか……！」

　嬉き々きとした表情で緑の第一相イスカリオテが目をみひらいた。

　気づいたのだ。

　エリスが地面に剣を突き刺していたのは、地中を伝わる気配を超音波探信機ソナーのごとく刃の先で察知するため。あとはその振しん動どうを、柄頭に触ふれた指先で読みとっていた。

「バイオテスタにも地中に潜もぐる種がいますので」

「ふむ。地下からの襲しゆう撃げきは対応済みというわけか。まさに百ひやく戦せん錬れん磨ま。これは少々……厄やつ介かいじゃな。どうしたものかの」

「また詭き弁べんを」

　エリスの言葉に、老人がますます愉ゆ快かいげに喉を鳴らす。

「京花、支し援えんなさい。私が前衛。あなたが後衛です。足を引っ張らないでくださいね」

「……引っ張らないわよ」

　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちながらも京花が後退。

　戦せん闘とうの場そのものを俯ふ瞰かんできる位置取りへ。通常ならばそれだけ離はなれれば戦闘への加勢は難しいが、京花の投ダ擲ー矢ツはそれを遠えん距きよ離りからの狙そ撃げきによって可能にする。

「参ります」

　愛刀を携えて、銀髪の無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターは地面を蹴けった。




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　統合研究府二十階。

　火の粉の舞まう大気はますます熱を増し、吸いこむたびに肺を灼やく。自動散水器スプリンクラーによる散水も、もはや消火どころか火の勢いを削そぐのが限界に達していた。

　立ちこめる煙けむり。

　白はく煙えんと黒煙とが混じりあった灰色の世界で──

「変わらないわね」

　皮肉めいた口調で、漆しつ黒こくのコートを羽織った女性がそう口にした。

　大規模実験室。

　整然とならぶ何十もの長机とパイプ椅い子すを挟はさみ、そこに佇ちよ立りつする男に向けて。

「その服装も、髪かみも、手にしている銃じゆうも。何もかも四年前と同じ。ダメじゃない。少しは自分を偽いつわる工く夫ふうをしないと。私に見つけてほしいって言ってるようなものよ」

「…………」

「その無表情も無口もそう。あなたは何一つ語ろうとしない。今も。そして四年前、相棒だった私を置いて一人で福音機関を抜けた時も」

　沈ちん黙もくする黒のⅠ級理装執行者シミユレーター。

　レイベルト・レイ・ラクシズは、ただ淡たん々たんと、かつての仲間の言葉を受け入れていた。

「前代未聞だったわ。ええと名前……あの赤の大特異点がいたじゃない。あの兄──」

「ネックザールか」

「そうそう。あの男が福音機関を抜けた理由はまだ納なつ得とくがいくわ。妹の拘束が解けた現状、あの兄がおとなしく青の第一相アリスフイールに従うわけがない。でもあなたは違ちがう。黒の第二相として認められたあなたが福音機関を裏切り、一人で行方ゆくえをくらませる理由がわからなかった。だからこそ追つい跡せきが遅おくれ、こうして発見までに四年も要した」

　黒の口紅ルージユの塗ぬられた彼女の唇くちびるが、つりあがる。

　渇かわいた微び笑しよう。

「自分のことは話さないのに、他人の情報なまえは簡単に吐はきだすのね？　ミソラと言ったかしら。あの男の子と、あと隣となりにいたのが真天使フイオラミリスを宿したバイオテスタの娘。あの二人にも、どうせ自分の素す性じようなんて伝えてないんでしょう？」

「伝える利点がない。今の俺は、バイオテスタ鎮ちん圧あつの任務をこなすだけの理装執行者シミユレーターだ。語る必要のない情報を伝えたところで混乱と疑心をもたらすだけだろう」

「……ああ、そうだった。今のあなたは『こちら側』の理装執行者シミユレーターなのよね。観察者ナザリエルからもその情報だけは聞いてるわ」

　コツン、と背後の水すい槽そうを拳こぶしで叩たたくミスティシア。

「耳を疑ったわ。黒の第一相イスカリオテの座を約束された男が、今は『こちら側』で理装執行者シミユレーターだなんて。そういう意味では変わったわね。百八十度、立場が変わった。幻獣を使し役えきする者から、バイオテスタを使役する者に転職だなんて」

「いいや。何一つ変わったものなどない」

　その顔に一いつ切さいの表情を浮かべずに。

　レイベルトは、無機質な返事とともに首を横にふってみせた。

「俺は新約召喚が一切使えない。だからこそ銃を選んだ。お前と同様にな」

　銀の第一相イスカリオテの「銀」が、その極まった剣の銀ぎん閃せんから由来するのと同じように。

　黒の第一相イスカリオテの「黒」もまた、その漆黒の銃に由来する。

「お前が一番よく知っているはずだが」

「……ええ。だからこそ、余計にあなたが憎にくいの」

　机を挟んで対立する二人。

　向かい合うレイベルトに黒の第一相イスカリオテが銃口を突きつける。

「福音機関であなただけは私の理解者だと思ってた。私はあなたを慕したっていたし、あなたも私を認めてくれていると思っていた」

「…………」

「なぜ私を裏切ったの？　それとも、あなたにとってはそれも『伝える利点がない』だなんて言う気かしら」

　黒の理装執行者シミユレーター。

　黒の第一相イスカリオテ。

　実験室にとびかう火の粉に照らし出される一対ついの男女。そして──




「確かめたいことがあった」




　自じ嘲ちようの笑えみ。

　それは、レイベルトが彼女に初めて見せる感情の発はつ露ろだった。

「私を捨ててまで、あなた一人でという意味かしら？」

「そうだ」

「……そう。なら、もういいわ」

　奥歯を嚙かみしめて。

　黒の第一相イスカリオテと呼ばれる彼女が、その銃把に指先をそえる。

「あなたの行こう為いは福音機関に対する反逆。私は裏切り者を粛しゆく清せいするだけ」

　耐たえがたき激情。

　その具現でもあるかのように、ミスティシアの銃口から黒の弾だん丸がんが放たれた。







　　　フェーズ３　「世界の震ふるえる日」
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　何もかもが眠ねむりにつく世界──




　どこまでも続く海と空。

　足あし下もとの蒼そう海かいは波なみ飛沫しぶきが上がったまま、無数の気き泡ほうごと凍こおりついている。

　頭上の蒼そう穹きゆうは、そこに浮かぶ雲海が風に煽あおられて千々となった姿で止まっている。

「やあ。初めまして」

　凍りついた海上で。

　白の研究衣を羽織った青年が、親しげな様子で片手を上げた。

「よくこの場所を見つけられたね。少しだけ驚おどろいた」

「……あんたが研究主任エルベルト？」

　フィアを庇かばうかたちで前に進みでて、ミソラはその研究者を睨にらみつけた。

　研究主任エルベルト。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいて彼の名を知らぬ者はいないとされる天才研究者。

　外見年ねん齢れいはまだ二十代の前半から中なか頃ごろ。

　背せ丈たけは成人男性のちょうど平均ほど。体格も、強きよう靭じんというわけでもなければ貧相という印象も受けない。感情の読めない不思議な微笑さえなければ、その顔かたちを表現する手段は皆かい無むになるだろう。

　そんな彼の──

　たった一つ際きわだった外見的特とく徴ちようが、その煌きらめく蒼そう髪はつだった。

　瑠璃ラピスラズリのように蒼あおめいた輝かがやきを帯びた髪。あらゆる天上の蒼穹よりも深く、あらゆる大海の色よりも瑞みず々みずしい色味。

　そしてそれは、ミソラにとっては特別な意味を持つ色でもあった。

　……まったく同じ色だ。

　……先生の髪の色と、同じ。

　アナスタシアと同じ色味の髪をもつ人間を、ミソラは他ほかに見たことがなかった。

　彼女と一いつ緒しよに世界中を巡めぐった時も、ここＳＩＲＥＮサイレンにたどり着いてからも一切見たことがない。
















　それが今、目の前に──

「そう勘かんぐるような目で見なくても大した話じゃないよ。僕とアナスタシアは兄妹きようだいでもなければ親しん戚せきでもない。僕と彼女に血のつながりは一切ない」

「……先生を知ってる？」

「もちろん。ただ、どういう関係かと言われると説明が難解だ。そうだね、僕にとっての数少ない天敵であり、競争相手であり、同時に最良の理解者でもある」

　演技じみた仕草で研究主任エルベルトが肩かたをすくめてみせる。

「だからキミたちがここに来ることも、驚きはしたけれど、実は少しだけ期待していた。彼女の後こう継けい者しやと、真天使フィオラミリスを宿した調和体ハイブリツド。キミたちのこともアナスタシアから聞いているよ。本来の彼女は僕以上に冷れい淡たんで人ひと嫌ぎらいのはずなんだけれど、キミたちのことはずいぶんと気にかけていた」

「……あなたはお母さんと会ったんですか！」

　思わず声を上げるフィア。

「とりとめのない会話だけだよ。あいにくと彼女はこの場にいない。と言っても、それは見てもらえばわかるかな？」

　どこまでも続く凍いてついた海。

　水平線を端はしから端まで眺ながめても、この空間にいるのはミソラとフィア、そして目の前の研究主任エルベルトの三人だけだ。

「でもミソラ、キミの方はずいぶんと難しげな表情をしているね？」

「……腑ふに落ちないことがある」

　白衣のポケットに手を入れたままの研究主任エルベルト。一見すれば無防備にしか見えないその男の一挙一動を、瞬またたきさえ惜おしんで観察しながら。

「先生から俺とフィアの話を聞いたって言ったけど、それがまずおかしい」

「それはどうして？」

「先生が話すはずがない。福音機関の内ス通パ者イ相手に、どうして先生がフィアや俺のことを話に出すんだ。とりとめのない会話だけと言ったって限度がある」

「僕から尋たずねたからさ」

「だとしても、先生が正直に答える必要があるとは思えない」

「そうだね。でも言っただろう。僕と彼女とは互たがいに最良の理解者であると。僕は彼女に噓うそをつかないし、彼女も僕に噓をつかない。彼女は最初から知っているんだよ」

　何を知っている？

　その疑問がミソラとフィアの脳のう裏りをよぎった、瞬しゆん間かん。




「僕は、そもそも最初から福音機関に属してなんかいないのさ」




　研究主任エルベルトの発した言葉の意味。

　それが単なる噓か、あるいは何かのメッセージめいた暗あん喩ゆであるのか。眼前の男の真意を読み取れぬまま、ミソラは率直に自分の心境を口にすることで精せい一いつ杯ぱいだった。

「……理解できない」

「素す直なおは美徳だ。理解の及およばぬものに対し、自分が理解できていないことを素直に認めることは研究者にもっとも必要な感性の一つだよ」

　白衣を羽織った研究者が満足げに頷うなずいてみせる。

　──いい反応だ。

　おそらくは、そんな意味合いが込こめられた上での仕草なのだろう。

「福音機関だった俺の知り合い二人が、お前のことを内ス通パ者イだって言っていた。福音機関が中セ央ン統ト合ラ樹ルに忍しのばせた刺し客かくだって」

「キミの言う知人とは青の第三相ネックザール、そして妹の禰ネ鈴レかな？」

　余よ裕ゆうの笑みを崩くずさぬまま続ける白衣の研究者。

「彼らの言っていることも間ま違ちがいじゃない。福音機関に対し、僕自身の目的と競合しない範はん囲いで彼らに協力したことは事実だから」

「協力？」

「そう。僕は最初からどこにも所属していない。ただ単純に、僕の目的を達成するのに都合がいいから中セ央ン統ト合ラ樹ルに協力したし、福音機関にも情報を提供した。禰鈴の大特異点実験がその一例だね。彼らが新約召しよう喚かんの知ち恵えを欲ほつしていたようだから、少しばかりソレを補強する材料を与あたえただけ」

「……ＳＩＲＥＮサイレンと福音機関の、どちらの味方でもないって言いたいのか？」

「正解」

　そう答える研究者の声こわ音ねからは動どう揺よう一つ感じ取れない。

　噓はついてない。確かにこの男の行動は、ＳＩＲＥＮサイレンにも福音機関にも中立を保っているようにしか思えないからだ。

　ＳＩＲＥＮサイレンでは、理装執行者シミユレーターの施ほどこされるＮ因子施せ術じゆつの方法を確立。

　福音機関では、大特異点の素養を持つ禰鈴への実験方法を提供。

　……だけど、対立する二つの組織に身を置くことの目的は何だ？

　……下手をすれば両組織から同時に疑いをかけられる危険だってあるはずなのに。

　理解不能。

　目の前の研究者を前に、ミソラが全身で感じた悪お寒かんを喩たとえる言葉がソレしかない。

　今まで出会ったどんなバイオテスタや福音機関とも異質。

　殺気や敵意といった雰ふん囲い気きは零ゼロに等しいに、この男の微び笑しようからはより危険な……狂きよう気きにも似た歪ゆがんだ感情を感じずにはいられない。

「わからない。アンタは何者なんだ」

　喉のどの奥が次し第だいに渇かわいていくのを自覚しながら、ミソラは声を振ふりしぼった。

「アナスタシア先生のこともフィオラミリスのことも知っている。中セ央ン統ト合ラ樹ルと福音機関の二つに協力しておきながら、そのどちらの味方でもないって言うのか」

「僕かい？　僕は、キミが考えるほど凄すごい人間じゃないよ」

　目の前の男がふっと目を細めてみせる。

　──空くう虚きよなまなざし。

　それはまるで、ここではない何ど処こかを探し求めているかのようで。

「僕は『許されざる者』。世界で一番愚おろかで、弱く、救いがたき人間」

「……え？」

「聞こえないかな。ほら、君たちの足下に眠るモノの産うぶ声ごえが」

　凍てついた海面。

　ミソラとフィアの立つ足下を視線で指ししめす研究主任エルベルト。




　時の止まった氷海に、突とつ如じよとして亀き裂れつが走ったのはその時だった。




　キンッと音を立てて砕くだけていく氷の世界。

　氷の裂さけ目がみるみるうちに肥大化し、蒼く輝く海が真っ二つに割れていく。

「これは……！」

「ミソラ、海の下に何かがいます！」

　フィアの悲鳴。

　目の前で真っ二つに割れていく氷結の大海。光さえ届かない深しん淵えんの底を食い入るように見つめる少女の声が、震えていた。

「あ……っ、……あ…………？」

　自らの胸むな元もとを押さえながら片かた膝ひざをつく天使型バイオテスタ。

「フィア!?　おい、フィア！」

「慌あわてなくていい。彼女の内に眠ねむる者が反応しているだけさ。神性幻想種フィオラミリス、かつて『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』を封ふう印いんした真天使が、その凶きよう敵てきの目覚めを前に激げき昂こうしている」

「……ネクサス？」

「そう。すべての新約召喚の力の源にして、世界に根を張る大樹。福音機関の目的はコレを目覚めさせることで、人に与えられた新約召喚をさらに進化させることにあった。そう、福音機関にとって『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』は、人類にさらなる可能性を与える禁断の果実。だがあいにく、彼らはその正体が何であるか理解しきれていないようだけど」

　氷の亀裂の奥深くで蠢うごめく巨きよ大だいな何か。

　その胎たい動どうを瞬きもせずに見下す研究主任エルベルト。

「福音機関とアンタの目的が、別だっていうのか？」

「僕？　僕の目的はこの大樹の目覚めを観察すること。それだけだよ。福音機関のように、大樹ネクサスに実る禁断の果実を手に入れたいとか、そうした願望があるわけじゃない」

　観察──

　対象となる存在、または事象の真の姿を理解しようとする行こう為い。

　……ＳＩＲＥＮサイレンの研究者がバイオテスタを観察するように。

　……コイツの目的は『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』という存在を観察すること。

　けれど何のために？

　その『観察』の先にあるはずの、本当の目的はいったい──

「終しゆう焉えんか。あるいはこれが始まりの再来か」

　感情なき瞳ひとみ。

　一いつ切さいの抑よく揚ようさえ失われた機械じみた口調で、蒼そう髪はつの研究者は呟つぶやいた。

「大樹ネクサスは間もなく芽生える。アナスタシア、キミの後継者に期待していいのかい？」
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　大気をふるわせる銃じゆう声せい。

　舞まい散る火の粉の帳とばりを突つきやぶり、黒の弾だん丸がんが実験室の水すい槽そうに大穴を穿うがつ。

「臆おくしたというの？」

　ぴちゃ。

　床ゆかに溜たまった水槽の溶よう液えきに靴くつ底ぞこを濡ぬらしながら、黒の第一相イスカリオテが長机を蹴けり上げた。

「私の知るあなたレイベルトは、どんな幻げん獣じゆうを相手にしても怯ひるまぬ不ふ屈くつの強者だった。その卓たく越えつした銃技で黒の第一相イスカリオテを約束された男が、たかだか『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の覚かく醒せいという話を聞いただけで臆したというの!?」

「そのとおりだ」

　超ちよう人じん的な脚きやく力りよくでもって蹴り上げられた長机が、レイベルトの右脇わきをすり抜ぬけて壁かべに激げき突とつ。それを避よけようと左に走ったところを、ミスティシアの放った銃弾が狙ねらい撃うつ。

　ひるがえるコートの端に着弾。

　机を蹴り飛ばしたのは誘ゆう導どう──一いつ瞬しゆんの間をあけて放たれる銃弾を予測し、黒の理装執行者シミユレーターはさらに手前の椅い子すを足場にして虚こ空くうへと舞まっていた。

「あの話を聞いた時の疑念、俺にはどうしてもぬぐい去ることができなかった」

「新約召喚が、そもそも『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』によって人類に与えられた力だという話かしら」

「そうだ」

　並ぶ長机の隙すき間まをすり抜ける。降りそそぐ銃弾を重反応加速アクセルの超加速と反応でかいくぐり、レイベルトは奥の水槽の陰かげへと身を隠かくした。

「福音機関に関かかわった契けい機きは人それぞれだ。俺やお前、それにネックザールが福音機関に関わった理由が異なるようにな。だが一方で、組織としての福音機関には一つの共通理念がある。それは『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』を手中に収めるということ」

　人類に新約召喚という可ち能か性らを授さずけた『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』。

　ソレを支配下に収めることで新約召喚をさらなる高次へと進化させる。それが福音機関の窮きゆう極きよく理り念ねんだ。

　……かつてレイベルト、そしてミスティシアは。

　……その理念に惹ひかれて福音機関に加わった。

　新約召喚を使えない人間でも、その大樹を見つけることで新約召喚が使えるようになるかもしれない。それは人間にとって大きな発展に繫つながると思ったからだ。

　だが──

　ある時、レイベルトは聞いてしまった。

「ミスティシア、お前はあの話に違い和わ感かんを覚えたことはなかったか」

「『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』が人間に新約召喚を授けたのは、新約召喚という能力が、世界の傷きず痕あとを拡張したうえで幻獣を召喚するものだから。新約召喚を人間が使うほどに、大樹を拘こう束そくしていた真天使フイオラミリスの封印が傷つき、目覚めが早まる……という話？」

「不気味だとは思わないか」

　植物は動けない。

　ゆえに自らが繁はん栄えいするために選んだ共存相手がミツバチであり、鳥類だ。

　植物は甘い蜜みつをミツバチに、甘い果実を鳥類のために生産する。それを求めたミツバチによって受粉し、あるいは鳥類によって種子が遠方に運ばれていく。

　──そして『真の赤き実ネクのなる大樹サス』もまた用意した。

　──新約召喚という究極の果実を。

　それはつまり。

　新約召喚という名の果実を餌えさに、人間は、『真の赤き実ネクのなる大樹サス』の思うままに操あやつられているということではないのか？

「人に新約召喚をもたらした禁断の果実と、それを実らせる大樹。俺にはそれが、世界を崩ほう壊かいさせる引き金になるように思えてならなかった」

　なぜ真天使フイオラミリスがソレを拘束し、世界の境界に封印する必要があったのか。

　手を出すべきではない存在。『真の赤き実ネクのなる大樹サス』とは幻獣や精せい霊れい以上に、人間の理解の及およばざるものではないのか？

　レイベルトの脳のう裏りをよぎった不安。

　それは日増しに膨ふくれあがり、疑念はいつか恐きよう怖ふへと変へん貌ぼうした。

「……二つの意味で失望したわ」

　レイベルトが身を寄せた水槽へと銃口を向ける黒の第一相ミステイシア。

　その銃じゆう把はに指先を添そえ、一歩また一歩と近づいていく。

「一つ。先さつきから一度として私に反はん撃げきしてこないということ。そして二つめ、まさか本当に、そんな理由で福音機関を抜けただなんて。そんな理由で……ただ怖いから？……そんな、そんな女め々めしい理由で私を捨てたというの！」

「そうだ」

「…………っ、エルベルト！」

　銃把に触ふれる指先に力がこもる。

　全身を震ふるわせる憤ふん怒ぬの感情に身を委ゆだねるまま、黒の第一相ミステイシアが奥歯を嚙かみしめて──

「そして。もしもそんな取り返しのつかないことになったとして、だ」




「お前を、それに巻きこみたくなかった」




　静まりかえる大気。

　目をみひらき息すら止めたミスティシアの頰ほおを、一筋の汗あせが伝っていく。

「……いま……何といったの？」

「最初に言ったとおりだ。俺は何一つ変わっていない、と」

　砕ける水槽。

　千々となって砕けるガラス片、そして散乱する膨ぼう大だいな飛沫しぶき。その光景にミスティシアが一瞬動きを止めたのを見み逃のがさずに、レイベルトは水槽の陰から飛びだした。

「目くらまし!?」

「四年前の決着の続きだ、ミスティシア」

　同時に銃を構える。

　黒の第一相イスカリオテと、黒の理装執行者シミユレーター。

　わけ隔へだてられた二人が、互たがいに互いへと銃口を向け、その銃把に力をこめる。

　そして──

　実験室に鳴りひびいた銃声は、一発分だった。
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　白化ホワイトアウト。

　視界を覆おおいつくす暴風雪ブリザードの氷雪が、視界を白一色に染め上げる。

　世界辺境の極ごつ寒かんの地で、ごく稀まれに観測される現象だ。斜ななめ上から機き関かん銃じゆうさながらに降る雪は、どれだけ手で払はらっても顔にまとわりつき呼吸さえ困難に陥おちいる。

　ＳＩＲＥＮサイレンにおいては過去観測されたことのない異常気象。

　それを実現しているのは──

「どうですかネックザール、骨の髄ずいまで凍こごえる心ここ地ちは。私の下もとに戻もどってくるというのなら、すぐにでもこの吹雪ふぶきを止めて温かく迎むかえてあげるのに」

「あいにくと、要いらぬ気き遣づかいだ！」

　暴風雪ブリザードの中心。

　白一色に塗ぬりつぶされた視界の奥に、小山のごとくそびえたつ巨大な水龍ヒドラ──その姿を真っ向から見上げ、ネックザールは叫さけんだ。

　雪まじりの豪ごう風ふうにかき消される声。

　口からこぼれる吐と息いきさえ、その寒気に煽あおられて一瞬で白く輝かがやく氷の粒つぶとなる。

「青の新約召しよう喚かんを行使する場合には、相手もまた青の新約召喚を行使できる可能性を常に想定しろ。なぜならば──」

　真っ青に凍こおった芝生しばふに指先でふれる。

　吹雪の寒気がまたたく間に全身の感覚を奪うばっていくのを感じながらも、焦しよう燥そうの感情を押し殺し、自分が呼ぶべき幻獣の姿を思い描えがいた。

「相手が青の新約召喚の術師であった場合には、逆に、こちらが召喚した氷を新約召喚の触しよく媒ばいに使われてしまうから。あなたから何度となく聞かされたことだ。アリスフィール！」

　新約召喚の発動をしめす光の円えん環かん。

　光の扉とびらから、薄うす水みず色の羽をもつ妖よう精せいが浮うかびあがる。

「押し返せ」

　三体の冬妖精スノウリイ。

　その吹ふきだす氷の息吹いぶきが、ネックザールを襲おそう吹雪を押し返して相そう殺さいする。

「でも足りません。状じよう況きようは何も変わりませんよ」

　傍かたわらにそびえ立つ水龍ヒドラを撫なでるアリスフィール。

　青の第一相イスカリオテとして謳うたわれる彼女が、その指先で器用に挟はさんでいるものは蒼あおの欠片かけら。

　──水龍ヒドラの鱗うろこ。

　鋼鉄よりも強きよう靭じんとされる龍りゆう鱗りんが、新約召喚の触媒として輝きだす。

「あなたの冬妖精スノウリイで風を妨さまたげることはできても、押し寄せる氷ひよう壁へきは防げない」

　氷が、弾はじけた。

　アリスフィールの足下で凍りつく大地が隆りゆう起き。火山から大量のマグマが噴ふきだすように巨きよ大だいな氷壁がそびえたち、それが大波のごとくネックザールへと押し寄せる。

　冬妖精スノウリイでは力不足。

　また隣となりに控ひかえる水精霊ウンデイーネも、干かん渉しようできる対象は水であり、氷に対する影えい響きよう力に欠ける。

　……俺の手の内を知り尽つくしている。

　……さすがだな。

「？　何を笑っているのですかネックザール」

「よくもまあ、ここまで師と弟で子しの性格が似るものだ。俺とあなたはよく似ている。特に、一つの事に集中しすぎて足下を掬すくわれる部分がな」

「始まりに炎ほのおあり」

　赤が、白を塗り替かえた。

　押し寄せる氷壁の真下から噴き上がる紅ぐ蓮れんの炎えん柱ちゆうが、巨大な氷の結けつ晶しようをまたたく間に溶とかして消しよう滅めつさせる。

「穢けがらわしい。あなたの忌いまわしき氷雪をお兄様に向けないでください」

「なるほど。そういえば貴女あなたの存在を忘れていました」

　アリスフィールの冷れい笑しよう。

　大量の氷が蒸発した後に残った靄もやが晴れて、そこに銀ぎん髪ぱつの少女が浮かびあがる。

「元・赤の第二相。大特異点の実験から解き放たれたと言えば聞こえはいいでしょうが、その代だい償しように炎の破壊精霊イフリートの召喚はもうできない。今の貴女は、ただの凡ぼん庸ような召喚士でしかありません」

「それでも、お兄様の力となるには十分です」

　冷ややかな視線を受け流す禰鈴。

「覚かく悟ごしてください青の第一相アリスフイール。まずはその、あなた自じ慢まんの青の法衣を黒に染め上げます。禰鈴の炎で灼やき焦こがしてさしあげますわ」
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　耳をつんざく獣けものの咆ほう吼こう。

　新緑色の芝生を中心に巨大な光の円環が浮かびあがり、輝きの中から双そう頭とうの幻げん獣じゆうが這はい上がってくる。

　全身、滑ぬめりけを帯びた苔こけ色いろの鱗に覆われた大だい蛇じや。

　その顎あごから分ぶん泌ぴつ物が地にしたたり落ちた瞬しゆん間かん、そこに生えた芝草が溶けるように腐くさっていく。

「強酸性の毒!?　エリス、そいつ危険よ！」

「双頭の毒蛇アンフイスバエナ。まだバイオテスタとしては製造されていない幻獣……なるほど、不意打ちの次は妾わたしの知識不足を突つくというわけですね」

　無骨な長ちよう刀とうを携たずさえて、未知の幻獣へと自ら駆かけるエリス。

　──至し極ごく上等。

　彼女の表情に浮かぶのは焦あせりでも不安でもなく、見る者に寒気さえ与あたえるほどの気高き微び笑しようそのものだった。

「臆おくさぬか」

「久しく未知の相手と戦うことに餓うえていた身ゆえ。福音機関あなたがたとの手合わせは、身が引き締しまる思いです」

「はっ！　まさしく戦いくさ人びと。惜おしいぞ小こ娘むすめ、生まれる世界を間ま違ちがえたな！」

　怪かい僧そうマルツァが目を見開いた。くの字に折れ曲がった姿とは思えぬ敏びん捷しよう性で後方へと跳ちよう躍やくし、皺しわだらけの手を頭上へとかざす。

「だが若人わこうどよ、過ぎたる血気は己おのが身を滅ほろぼすぞ？」

　迫せまるエリスに向けて鎌かま首くびをもたげる双頭の毒蛇アンフイスバエナ。

　その巨きよ体たいが鞭むちさながらの軌き跡せきを描いて襲いかかってくる──後衛の京きよう花かがそう判断した直後、大蛇の口こう腔こうから、猛もう毒どくのしたたる牙きばが銃じゆう弾だんのごとき勢いで吐はきだされた。

　狩人かりゆうど。

　猛毒の牙を吹きだすことで、遠えん隔かくの相手をも一撃で仕留める。

「この世界には、毒どく牙がをこのように操あやつる大蛇はおらんだろう？」

　猛毒の凶きよう弾だん。

　眼前に迫ったそれをエリスに避よける術すべはない。

　怪僧マルツァをはじめ、もしもこの場に他ほかの福音機関のメンバーが立ち会っていても、皆みな、一様にそう確信したに違いない。

　──ただ一人。

　──かつてエリスと対たい峙じした銀の第一相イスカリオテを除いては。

「甘すぎるのよ」

　そう口にしたのは、後方に構える赤毛の少女だった。

「義姉エリスがそんな不意打ちに引っかかるようなら、私が姉妹きようだい喧げん嘩かで苦労しないっての」

　剣けん閃せん。

　銀髪の少女がふるった剣の切っ先が、射出された毒牙を狙ねらい違たがわずはじき飛ばした。

『……！』

　わずかに身じろぐ双頭の大蛇。

　必殺の一撃をかわされたと悟さとり、さらにもう一つの頭部が毒牙を飛ばす。

「それはもう見ました」

　エリスの冷れい酷こくなる宣言。

　直後、大蛇が声にならない絶ぜつ叫きようをあげて上半身を大きくのけぞらせた。

　その喉のど元もとに突きささる毒牙。二度目の牙、エリスはソレをはじき飛ばしたのではなく、大蛇本体へと正確無比の精度でもってはじき返したのだ。

「ふっ」

　吐きだされる呼気。

　大蛇がたじろいだ一いつ瞬しゆんの虚きよをついて、その巨体を飛びこえるエリス。

　理装執行者シミユレーターの頂点──ＳＩＲＥＮサイレンにおいてわずか五人に授じゆ与よされた『無ゼロ級きゆう』の称しよう号ごう。その最年少授与者である少女は止まらない。

　重反応加速アクセルによる超ちよう加速。

　立ちはだかる樹木精ドリアードの蔦つたをもことごとくかわし、あるいは剣で切り落とし、樹木精ドリアードが反応する間もなく脇わきをすり抜ぬける。

『ッッ！』

　一瞬の間を隔て、樹木精ドリアードがエリスへとふり返る。無防備な背中をさらす少女に向けて十本近い蔦を同時に放ち──

「言っとくけど、背中が無防備なのはアンタの方よ？」

　全身に木の葉をまとった幻獣が、猛もう烈れつな爆ばく風ふうを浴びて吹き飛んだ。

　京花の投ダ擲ー矢ツが樹木精ドリアードの足下に着ちやく弾だん。その衝しよう撃げきによって『99パーセントの水』が発動、悲鳴を上げることさえ許さずにその幻獣をはるか後方へと吹き飛ばしたのだ。

「ギリギリの及きゆう第だい点です」

「素す直なおに褒ほめなさいっての！」

　双頭の毒蛇アンフイスバエナは遥はるか後方。樹木精ドリアードは大地に伏ふせたまま、体力を使い果たして本来の世界へと還かえっていく。残るは無手の老人のみ。

　……勝った？

　……だけど、この嫌いやな感覚は何なのよ。

　なかば勝利を確信しながらも、京花の背筋を伝っていくのは冷たい脂あぶら汗あせ。

　投ダ擲ー矢ツを握にぎる手に京花が力をこめて──

「京花、退さがりなさい！」

　エリスの声が中セ央ン統ト合ラ樹ルに響ひびきわたった。




　上空を覆おおいつくす巨大な影かげ。




　太陽を遮さえぎる白雲かと一瞬錯さつ覚かくするほどに、巨大。

「くっ……！」

　滅めつ多たに露あらわにせぬ焦しよう燥そうを顔にうかべてエリスが急旋せん回かい。走る方向を直進から、まっすぐ真横へと九十度変えて跳とび退がる。

　──ズッ

　大地に穿うがたれる巨大な爪つめ痕あと。芝生しばふの土を深々とえぐり取り、その後ろに続く舗ほ装そう路のタイルをも薄うす紙がみのように軽々と引き裂さいていく。

「こいつ……！」

「そうですか。最初から召しよう喚かんしておいて、上空に待機させていたわけですね」

　左ひだり肘ひじを押さえるエリス。

　その部位が赤く染まり、押さえた手のひらを通じて赤い液体が滴したたりおちていく。

　右手に刀を携える無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターが見み据すえるのは、地鳴りと共に中セ央ン統ト合ラ樹ルの敷しき地ちへと降りたった巨大な竜りゆうだった。

「……疾竜ワイバーン。ＳＩＲＥＮサイレンで最初にＡ級認にん定ていされた禁きん忌きのバイオテスタ」

「真しん獣じゆうじゃよ。この竜、ゆめゆめ今までの幻獣と同列には捉とらえぬ方が身のためじゃぞ」

　翼つばさを羽ばたかせる雄お々おしき緑色の竜。

　全長およそ七メートル。竜種では小こ柄がらに区分されるものの、特筆すべきは空中での飛ひ翔しよう速度だ。最高速に達した疾竜ワイバーンは一流の狙そ撃げき手でも狙うのが至難。

　一度飛翔すれば撃うち落とすことは不可能──『天上の王』とさえ言われる竜だ。

　Ａ級指定。

　すなわち都市全域警けい戒かい級。ひとたび暴走すれば衛星都市に所属する全すべての理装執行者シミユレーターに問答無用で出動命令が下されるバイオテスタだ。

「しかも原存在オリジナルってわけね」

　投ダ擲ー矢ツを握る手が、小刻みに震ふるえている。

　そこに理り屈くつは存在しない。恐きよう怖ふも恐おそれも超ちよう越えつした、圧あつ倒とう的てきな高位存在を前に、生物としての京花の本能が細さい胞ぼうレベルで悲鳴を上げているのだ。

「逃にげたいならば逃げて構いませんよ」

　自分キヨウカのすぐ隣となり──

　ふり向いた目の前に、銀髪をなびかせる義あ姉ねの姿があった。

「あなたはよく頑がん張ばりました。ここで退いたとしても十分な経験になったでしょう」

「……私抜きで勝算あるの？」

　それは純じゆん粋すいな疑問だった。

　ＳＩＲＥＮサイレンで最初にＡ級指定されたバイオテスタの、その原存在オリジナルである幻獣。

　自分の義姉がそんな怪かい物ぶつにどう立ち回るのか。

「わかりません。なにしろ初めての相手なので」

　あっさりと首を横にふるエリス。

「まあ、あの雰ふん囲い気きからも楽な相手でないのは確かでしょうね」

「……じゃあ」

「ただし」

　二言目。

　次の一言がエリスの口から告げられるまでには、少なからぬ空くう隙げきがあった。

「妾わたし一人では不ふ明めい瞭りよう。ですが京花、あなたがいれば、その分だけ勝算は上がる」

「……え？　今、あの……エリス？　いま何て……」

「二度言うつもりはありません」

　空とぼけた口調の義姉。

　決して目を合わせずに、銀ぎん髪ぱつの無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターが長刀を握りなおす。

「退きますか？　前に進みますか？」

「…………」

　義姉の口調は変わりない。

　たとえここで京花が撤てつ退たいを選んだとしても、彼女は何一つ感想を抱いだかないだろう。

　けれど──

「決まってるじゃない」

　震える唇くちびるをかみつぶし、京花は不敵に微笑ほほえんだ。

　その手に投ダ擲ー矢ツを握りしめて。

「エリス、私の足を引っ張るんじゃないわよ！」

「覚えておきましょう」

　姉妹しまいは同時に大地を蹴けった。

　天上の王。真獣『疾竜ワイバーン』、伝説の高位存在へ──
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　一度きりの銃じゆう声せい。

　もの悲しい火薬の炸さく裂れつ音が、静せい寂じやくの実験室に幾いく重えにもこだまする。

「……同時だったなんてね」

　自分の手に握られた回リ転ボ式ル拳バ銃ー、そしてレイベルトの手に握られた自動拳銃オートマチツク。
















　どちらの銃口からも硝しよう煙えんが立ち上っている光景に、黒の第一相イスカリオテミスティシアは苦く笑しようとも自じ嘲ちようともつかぬ笑みをうかべてみせた。

「偶ぐう然ぜん？　それともあなたが狙ったものなの？」

「前者だろうな。俺はそんなに器用な人間じゃない」

　対する黒のⅠ級理装執行者シミユレーターは、無表情。

　そんな彼の空とぼけた様子に──

「噓うそつき」

　微び笑しよう。

　まるで憑つきものが取れたように清すが々すがしい笑みとともに、黒ずくめの女性がくずおれた。真後ろの水すい槽そうに背を預け、それでも身体からだを制せい御ぎよできずにその場に倒たおれこむ。

　──同時だったのだ。

　百分の一秒。あるいは千分の一秒の差異さえない。

　レイベルトとミスティシアが引き金を引いたタイミングは、あらゆる時間の単位をもってしても「同時」としか表現しようのない奇き蹟せきの一いつ致ちを描えがいていた。

「バイオテスタ鎮ちん圧あつ用の硬こう質しつゴム弾だんだ。殺傷能力はない。人間に当たったところでせいぜい部位的な複雑骨折だろうな」

「……そんなことは聞いてないわ」

　脇わき腹ばらを手で押さえ、額に苦く悶もんの汗あせを流しながらも吐はき捨てるミスティシア。

「私が知りたいのは、なんで私の弾丸だけ当たらなかったのかということ」

　今の瞬しゆん間かん、二人はまったく回かい避ひ行動を取らなかった。

　どちらが先に撃つかの反応勝負。

　弾丸が同時に発射されたのならば、今まさにレイベルトとて床ゆかに倒れているはずなのだ。なのに、彼の方は弾丸が当たったどころか掠かすめた様子さえない。

「何をしたの？」

「お前の目の前にいる、ソイツの力だ」

「……え？」

　黒の第一相ミステイシアが呆あつ気けにとられた様子で口を開ける。

　彼女とレイベルトとのちょうど中間にあたる虚こ空くうに「何か」がいた。燃えさかる火の粉と陽炎かげろうの揺ゆらぎに同調するような、半はん透とう明めいの身体をもったバイオテスタが。

「もういいぞ。手間をかけたな」

『────』

　レイベルトの一言で、そのバイオテスタが旋せん風ぷうを巻き上げて消えていく。

「……まさか風シ精ル霊フ!?」

「お前が割った水槽に培ばい養ようされていたバイオテスタだ。お前には見慣れないものだろうが、水槽の内部に何が入っているか確認するべきだったな」

　レイベルトが新約召喚を使えないことはミスティシアも知っている。

　そして福音機関の一員である彼女は、あくまでバイオテスタが幻げん獣じゆうの代だい替たい品に過ぎないとタカをくくっていた。

　──バイオテスタが新約召喚の代替品に過ぎないと決めつけた黒の第一相イスカリオテ。

　──バイオテスタが新約召喚に代わる新たな可能性であると信じた理装執行者シミユレーター。

　勝敗を分けたのは、二人の意識の差そのものだった。

「俺に向かう銃じゆう弾だんの軌き跡せきを、風シ精ル霊フの風が強引にねじ曲げた」

「……はっ。まったく、何が『俺は変わってない』よ。いつの間にそんな用よう意い周しゆう到とうな真ま似ねするようになったの」

　力を失ったミスティシアの手から、滑すべりおちていく回リ転ボ式ル拳バ銃ー。

　そして彼女は、目の前の男を物もの憂うげなまなざしで見上げた。

「ねえ……どうしてなの。なんで……本当に、『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の覚かく醒せいに疑問を抱いたから、それで福音機関を抜ぬけたの？」

「そうだ」

「…………なんで……」

　消え入りそうな声でそう呟つぶやき、黒コートの女性がうつむく。

「なんで……私に……去る前にたった一言でも言ってくれなかったの」

「言えば、お前は必ず俺についてきただろう？」

「────」

　ミスティシアから否定の言葉はない。

「俺が福音機関を抜ければ、いずれお前が俺を追いかけてくる。全てを話すのは、その時でいいと思った。他人の目のつかない場所でな」

　福音機関への反逆は、当時過去に例のない行こう為いだった。

　はたして逃げきれるのか。

　逃げきったとしても、その後どうやって身を隠かくして生活すればいいのか。レイベルトにとって苦難の日々の連続だった。最終的には『こちら側』の世界へと至り、ＳＩＲＥＮサイレンでＮ因子適正を見いだされ、理装執行者シミユレーターとしての地位を得た。

「俺とお前が同時に福音機関を抜けて互たがいが追つい跡せきされるより、俺一人が福音機関を抜けて、追跡の目を俺に集中させたかった」




〝変わらないわね〟

〝その服装も、髪かみも、手にしている銃も。何もかも四年前と同じ。ダメじゃない。少しは自分を偽いつわる工く夫ふうをしないと。私に見つけてほしいって言ってるようなものよ〟




　ミスティシアの言葉は、皮肉なほどに的を射ていた。

　──見つけてほしかったのだ。

　二人きりで話す機会をレイベルトは望んでいた。

　待っていたのだ。四年もの間。福音機関を抜けて理装執行者シミユレーターとして身分を隠しながらも、この再会の日を望んでいた。

「……知らないわよ。そんな……勝手な都合……」

　艶つややかな唇から漏もれる言葉にまじる、かすかな嗚咽おえつ。

「あなたはいつもそう。私に黙だまって勝手な真似を……する……だから男なんて、嫌きらいなの」

「そうだな」

　小さく息を吐いて背を向ける黒の理装執行者シミユレーター。

「済まないとは思ってる」

「……バカ」

　溜ため息いきで返す黒コートの女性。

　痛めた腹部に手をあてながらも、そう告げる彼女の声は清々しいほどに穏おだやかだった。

「レイベルト」

　紡つむぎかけた言ことの葉。

　だが、彼女が言葉の続きを言い終えることはなかった。

　──鳴動。

　この中セ央ン統ト合ラ樹ルを、否いな、ＳＩＲＥＮサイレンそのものを揺るがすほどの巨きよ大だいな地鳴りと揺れが、突とつ如じよとして統合研究府を震ふるわせたからだ。

「……ミスティシア、この揺れは？」

「観察者エルベルトの言っていたネクサス覚醒の前兆でしょうね。……でもおかしいわ。私が聞いていたよりも覚醒が早すぎる？」

　訝いぶかしげに双そう眸ぼうを細める黒の第一相ミステイシア。

「観察者エルベルト、何をたくらんでいるの……！」
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　世界を震わせる激げき震しん。

　大地を凍こおりつかせていた蒼そう氷ひようが砕くだけ、地面が隆りゆう起きし、亀き裂れつが走っていく。

「お兄様！」

「摑つかまれ禰鈴！……だが、なんだこの揺れは」

　突とつ然ぜんの鳴動に足をとられた妹を支えながら、ネックザールは自らも真しん獣じゆう『大氷狼フエンリル』の脚あしにしがみつくように身を寄せた。

「アリスフィール！」

「あら残念。ちょうど宴えんも酣たけなわだったのに。もう時間が来てしまいましたね」

　消えていく真獣『水龍ヒドラ』。

　自身の切り札でもある幻獣が消しよう滅めつしていくのを平然と見送って、青の第一相イスカリオテである女性が悠ゆう然ぜんと微笑んでみせる。

「ネックザール、福音機関わたしたちの目的が何であったか思いだしてみなさい？」

「……なぜ今さらそんなことを聞く？　世界連結の引き金であるネクサス事象の追求と、その発ほつ端たんである『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』を支配下におくこと」

「ええ。ですから、その成じよう就じゆがもう間近というわけです」

　青の法衣の袖そで──禰鈴の炎ほのおによって炙あぶられ、炭化した布を引きちぎる彼女。

「私たちがここに来た理由は真天使フイオラミリスの捕ほ獲かくではありません。そして、中セ央ン統ト合ラ樹ルに忍しのばせた観察者エルベルトとの合流でもない」

「なに!?」

「人類に新約召しよう喚かんをもたらした『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』は、真天使フィオラミリスによって封ふう印いんされました。そしてその封印場所こそが『向こう側』と『こちら側』の境界線、両世界の隙間なのですよ」

　指先をすっと伸のばすアリスフィール。

　その華きや奢しやな爪つめが指ししめす先にはネックザールの大氷狼フエンリル、そして禰鈴の召喚した炎翼竜ドレイクが控ひかえている。

「連結された二つの世界。その隙すき間まに封印されている『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』。そして新約召喚とは、この連結世界に幻獣が通れるための傷穴をあける行為です。真獣や大特異点によびだされる特異個体のように、強大な幻獣を召喚するほど新約召喚は世界を大きく傷つける。これは何を意味するでしょうか」

「俺たちが新約召喚を使うほど、『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』を封印している並行世界の連結は傷ついていく。つまり封印が弱まっていく……？」

「そのとおり」

　無む垢くともいえる微び笑しようでアリスフィールが拍はく手しゆ。

「福音機関わたしたちとしては、このまま世界の傷きず痕あとの拡張を待てばよかった。私や老師がここであなたたちを待ちかまえていたのは、あなたたちと観察者エルベルトとの邂かい逅こうを妨さまたげたかったわけではない。あの男を束そく縛ばくするなど誰だれにもできはしないのだから。私たちはただ──」

「狙ねらいは俺や禰鈴。妨ぼう害がいという名目で戦う理由をでっちあげ、新約召喚を使わせるよう誘ゆう導どうしていたというわけか……！」

「すべては『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の封印解除のため。そして今、目的は果たされた」

　法衣をひるがえすアリスフィール。

　無防備ともいえる仕草で上空を見上げ、青の第一相イスカリオテは言葉を続けた。

「観察者の話以上に覚醒が早いのは想定外ですが、それも誤差の範はん囲いでしょう」
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「潮時……じゃな」

　独り言のように呟く老人。

　小さな建物ほどもある疾竜ワイバーンが地じ響ひびきとともに大地に舞まい降りて、またたく間に光の環わのなかへと消えていく。

　──還かえっていく。

　それはエリスにも、そして京花の目にも明らかだった。

「なぜ竜りゆうを還すのですか」

「儂わしらの目的は、最初から観察者エルベルトとの接せつ触しよくではないからの」

　そこかしこに裂れつ傷しようのできたエリスを眺ながめ、可お笑かしそうに笑う怪かい僧そうマルツァ。

　疾竜ワイバーンの羽ばたきによる大気摩ま擦さつで服の各所が引き裂さかれ、巻き上がる砂さ礫れきによって肌はだのいたるところに赤いみみず腫ばれができているエリス。

　が、それでも長ちよう刀とうを握にぎる彼女のまなざしに戦意の衰おとろえは一いつ切さいない。

「小こ娘むすめ二人、大したものよ。上空からの疾竜ワイバーンに最大限の警けい戒かいをはらいながら、地上でも儂の幻獣をさばき続けた。このまま続けば疾竜ワイバーンをも仕留めていたやもしれん。ゆえに、『次』のためにも策は温存した方が無難じゃろうて？」

「ならば、置きみやげ代わりに答えていただけますか」

「何をかな」

「この鳴動の正体を、です」

　剣けんの切っ先を老人へと突つきつけるエリス。

　……やっぱりエリスも気になるのね。

　……この鳴動、あまりにタイミングが嚙かみあいすぎてるもの。

　地中に召喚された幻げん獣じゆうが浮ふ上じようしてくる際の地響き。

　京花も最初はそう思って警戒していたが、違ちがう。まるでＳＩＲＥＮサイレンそのものを揺ゆるがせるほどに大規模。どんなに巨大な幻獣であろうとここまで圧あつ倒とう的てきな振しん動どうは起こせないと断言できる。

　それに地鳴りが長すぎる。

　まるで世界そのものが怯おびえ、震えているかのように……

「ふむ。答えてやりたいのは山々じゃが」

　どこからともなく取りだした松まつ葉ば杖づえで、足あし下もとの大地を突く老人。

「儂らの目的は『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の解放のみ。この鳴動も、福音機関わしらにとってはさしたる問題ではない。鳴動の正体、おおよその察しはついているが確かめる気はさらさら持ち合わせておらんのでな」

「……あなた方も知らない？　知る気がないというのですか？」

「観察者エルベルト、捕とらえられるのであれば捕らえてみせよ。知識を蓄たくわえる役はすべてあの男が担になっておる。世界の全すべてを掌しよう握あくした『全知全脳』であるがゆえにな」

　背を向ける怪僧。

　その隣となりには、青の法衣を羽織って淑しとやかに佇たたずむ女性の姿があった。

「さようなら、連なる世界の強者たち。この続きは『向こう側』で。ネックザールにも、そうお伝えくださいませ」







　　　フェーズ４　「蒼あおき実のなる大樹」
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　新約召喚とは、『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』が人間に与あたえた禁断の果実。

　幻獣の召喚を可能にする力。

　だがそれは人間側からの一視点。新約召喚が世界に及およぼす真の作用は、その力の発動によって「世界を傷つける」こと。

　幻獣の召喚もまた同じ。幻獣を召喚するために「世界を傷つける」のではなく、本来は「傷ついた世界から幻獣が流出する」という因果関係こそが真実。

　そして、ここまでは福音機関も手にしている情報だ。

　この作用により、『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』に施ほどこされた封印の崩ほう壊かいが早まることも。

　──『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』は自らの解放のために。

　──福音機関は、さらなる新約召喚の進化と求道のために。

　そこに生まれた共存共栄。

「植物と鳥の関係そっくりだな」

　目の前の男を見つめたままミソラは口にした。

「禁断の実を結ぶ大樹と、それ目当てに近づく福音機関」

「そうだね。生命が何億年とかけて見いだした美しい共存関係だ。ただし──」

　凍りついた海と空。

　頭上の白雲も足下の波なみ飛沫しぶきも、何もかもが止まった世界。そこに生まれつつある巨きよ大だいな氷の亀裂を見下ろす白衣の研究者。

「真実を知る者。たとえば僕やアナスタシア、そして真天使フイオラミリスにとっては、これがどれだけ危険な事象なのか火を見るよりも明らかなのだけど」

「っ、それはどういうことだよ……フィアの状じよう況きようはそのせいなのか！」

　真っ青な顔で頭をおさえるフィア。

　力なく寄りかかってくる彼女を支えながら、ミソラは観察者エルベルトを睨にらみつけた。

　──凶きよう敵てきの目覚めを前にフィオラミリスが激げき昂こうしている。

　目の前の男は、たった今しがたそう言った。

「そう。僕にはキミの反応が少し意外だった。アナスタシアが後こう継けいとして育てていながら、彼女は『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』について何も話していなかったのかな」

　その言葉に。

　ミソラが想起したのは、偉い大だいなる師が残した別れの言葉だった。




〝いま私の立つ領こ域こが生命進化の最終点。この先に、いったい何がいると思う？〟

〝……神さま？〟

〝いいえ、それより上のモノ〟

〝そして私は、ソレを消しよう滅めつさせる義務がある〟




　彼女が見み据すえていた存在。

　それはつまり。

「次世代神生物『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』、それは存在する数多あまたの並行世界に根を張り、世界を侵しん食しよくする大樹だ。『こちら側』と『向こう側』の世界が連結したのも、まさにこの樹きの影えい響きようというわけさ」

　氷こおり漬づけの世界。

　およそ大地の存在しない、蒼そう穹きゆうと蒼そう海かいだけが存在する場所で。

「そしてこの空間を訪おとずれた時に真っ先に思わなかったかい？　ここはどこだ、とね」

　頭上を見上げる観察者エルベルト。

　その双そう眸ぼうは、どこか遠い遠い故郷を探し求めているように──

「ここは『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』が最初に創つくった、自らの成長のための苗なえ床どこ。ここで大樹ネクサスは進化という名の成長を無限に続けるはずだった。一方で、それを逆に利用したのがフィオラミリスだ。ネクサス事象によって世界が連結したのを逆手にとって、両世界の狭はざ間まである境こ界こに大樹を隔かく離りした。『楽園幻げん想そう』と呼ばれる究極の結界でね」

「……だから福音機関は、真天使フイオラミリスを狙ってたのか」

「そう。『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の力の掌握を狙う福音機関にとって、真天使フイオラミリスの存在は脅きよう威いそのものだった。なにしろせっかく大樹ネクサスを解放しても、また封ふう印いんされたら元も子もないからね。だが、この究極結界にも弱点がある」

　パン、と自らの右手と左手を重ね合わせる白衣の研究者。

「この両手のように二つの世界はぴったりとくっついている。そして、この手のひらの小さな隙すき間まが僕たちのいる閉へい鎖さ空間。でもどうだい？　キミたちはこの封印空間に、新約召しよう喚かんの扉とびらを通過して入ってこれただろう。それはつまり、既すでにフィオラミリスの封印には無数の傷きず痕あとが生じてしまっているということを意味する」

　新約召喚は、その傷痕を広げる行こう為いなのだ。

　今は人間や幻獣しか通過できないが、いつしかその傷痕は、『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』が解放されるに十分な大きさにまで拡大するだろう。

「では、なぜフィオラミリスが『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』をこの空間に拘こう束そくしていたか。それは僕よりも、本人が話したいんじゃないのかな？」

『……貴様。忌いまわしき次世代神生物の種子を開花させた張本人が、よくも他ひ人と事ごとのように口にできるものだな』

　凜りんとした気高き口調で告げられるその声は──

　ミソラが支えるフィアの唇くちびるを伝って紡つむがれたものだった。

「フィオラミリス!?」

　フィアの身体からだに宿ったもう一つの精神世界。

　眠ねむっているはずの真天使フイオラミリスが、再びフィアという天使型バイオテスタの身体を媒ばい介かいに顕けん現げんしていた。

『真なる赤き実ネクのなる大樹サスは、単に隣りん接せつする世界を連結させるだけの大樹ではない。あの忌まわしき次世代神生物は成長にしたがい、並行世界に根を張って侵食を開始する。その最後に待っているのは、二つの世界の連結を越こえた融ゆう合ごう。……いや、あるいは融合という言葉すら生ぬるいか』

「……連結で終わりじゃないと？」

『待っている結末は融合というより衝しよう突とつに近い。つまり並行世界の対消滅だ』

「そんな……！　冗じよう談だんじゃない、それを誰だれが望むっていうんだよ！」

　おそらくは福音機関さえ知らない事実。

　新約召喚をもたらす禁断の果実と、その果実を実らせる大樹は、まさしく人間にとって災さい厄やくの存在そのものだったのだ。

『だから、私は真なる赤き実ネクのなる大樹サスを封印した』

　真天使フイオラミリスが、その背中に顕現した翼つばさを大きく拡ひろげる。

　戦せん闘とう態勢。隣で見ているミソラが瞬しゆん時じにそう認にん識しきしたほど、彼女の双眸には明確な怒いかりの感情が浮うきでていた。

『真なる赤き実ネクのなる大樹サスは、禁断の実を結ぶ大樹などではない。その正体は世界破は壊かいの次世代神生物。そして、その大樹の種子を開花させた張本人がこの男だ。真わ天た使しを含ふくめ、誰だれ一人としてそれを止めることはできなかった』

　人間の智ち慧えの到とう達たつ点。

　観察者と称しようされるこの天才による知と真理の求道は、またたく間に神性存在をも脅おびやかす未み踏とうの次元に到達し、さらに窮きわまることを知らずに進化を続けた。

　真天使フィオラミリスにさえ知覚させることを許さず。

　観察者エルベルトは、禁断の大樹の種子を並行世界に蒔まいたのだ。

『この男の凶きよう行こうは何者にも止められなかった。だがそれでも、この男を止めるために抗あらがい続ける者がいる。その一人がアナスタシア──私には私の理由で、アナスタシアもまた彼女だけの理由で真なる赤き実ネクのなる大樹サスを追い求め、そして引き合うように巡めぐり会った。私があの女を知っていた理由がそれだ』

　一歩。

　まるで無防備な様子で立っている観察者エルベルトへと、フィオラミリスが歩を進める。

『世界の守護を司つかさどる神性存在として、私は真なる赤き実ネクのなる大樹サスを封印する。観察者エルベルト、貴様がそれを邪じや魔まするというのなら貴様から排はい除じよするまでだ』

「邪魔？　そんなつもりはさらさら無いよ」

　コートのポケットに手を入れたままの研究主任エルベルト。

「そもそも真なる赤き実ネクのなる大樹サスの封印解除だって、僕にそれを実現できる力はない。福音機関による新約召喚があってのこと。僕はそのための知識を提供する役に過ぎない。僕自身が直接働きかけたことがあるとすれば、せいぜいＮ因子適合施せ術じゆつの安定化技法を発表した程度だね」

「……Ｎ因子？」

　研究主任エルベルトから唐とう突とつに発せられたのは、ミソラも聞き覚えのある単語だった。

　ＳＩＲＥＮサイレンで知らぬ者はいないであろう基き礎そ用語だ。

　全すべての理装執行者シミユレーターに対して施術という形で体内に組みこまれる。この適合率の数値が、ほぼそのまま理装執行者シミユレーターとしての階級を決するとさえ言われている。

「Ｎ因子が、真なる赤き実ネクのなる大樹サスに関係してる？」

「そう。実のところ、福音機関の新約召喚だけでは『世界の傷痕』を肥大化させることは難しかった。なにしろ真なる赤き実ネクのなる大樹サスは並行世界に根を張って侵食する大樹だ。世界の傷痕も両方の世界で拡大させなければならない。ゆえに真なる赤き実ネクのなる大樹サスは『こちら側』の世界に対しても禁断の果実を用意した」

　右手の人差し指と中指、二本の指を立てる研究者。

「大樹ネクサスが実らせた禁断の果実は二つ。その一つが『向こう側』の人間に与えた新約召喚。そして肝かん心じんの二つめ、それが『こちら側』の世界に与えたＮ因子だ。全てのバイオテスタに組みこまれた因子であり、理装執行者シミユレーターに施術として与えられた刻印。Ｎ因子とは、まさしく名のとおりネクサスの力を顕現させた種子の略りやく称しようというわけさ」

「……Ｎ因子まで、真なる赤き実ネクのなる大樹サスの力の一部だったっていうのか」

　研究主任エルベルト。

　ＳＩＲＥＮサイレンの学生、研究者ならばその名を知らぬ者はいない天才研究者。

　──その最大の功績が『Ｎ因子』施術の安定化技法の発見。

　すべての理装執行者シミユレーターはＮ因子施術を受けている。

　新約召喚がその発動のたびに世界の傷痕を拡大するのと同じく、Ｎ因子適合化施術も、その施術によって『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の力を『こちら側』に呼び込むための儀ぎ式しきの一いつ環かんだったのだ。

「もっともアナスタシアには一目で看破されてしまったよ。とはいえ理装執行者シミユレーターの存在は、暴走バイオテスタを鎮しずめるために必ひつ須す。そうわかっていたからこそ、理装執行者シミユレーターそのものには彼女も異を唱えることはしなかった。そうだろうミソラ、彼女の下もとでバイオテスタについて学んでいた時にも、一度だって彼女が理装執行者シミユレーターについて警告を発したことはなかったはずだ」

「……なんでそうわかるんだ？」

「新約召喚も同じだからさ。真天使フイオラミリスの言うとおり『真なる赤き実ネクのなる大樹サス』の成長は世界に危険をもたらす。だが大樹ネクサスが人類に与あたえた果実──つまり新約召喚とＮ因子が両世界の人間にとって新しい可能性になったことも真実だ」

「…………」

　それはおそらく正論だろう。

　新約召喚が「向こう側」の世界に革新をもたらしたのは想像に難かたくない。

　福音機関による襲しゆう撃げきゆえに新約召喚には暴力的なイメージもつきまとうが、幻げん獣じゆうの力を呼びだして使し役えきするという行為そのものは、「こちら側」の世界で人間がバイオテスタと共存することと同じだけの可能性を秘めている。

　Ｎ因子も同じ。

　レイベルト、それに京きよう花かやエリスをはじめとした理装執行者シミユレーターたち。

　彼らが暴走バイオテスタを速すみやかに鎮めるからこそ都市は平へい穏おんが保たれ、バイオテスタたちも暴走による過度の肉体・精神負荷を最低限に抑おさえられる。

　……世界破壊の大樹に実る禁断の果実。

　……けれど新約召喚もＮ因子も、それは使う側の人間次し第だいなんだ。

　そしてもう一つ。

　自分が確かめることが他ほかにあるとすれば。

「一つ聞きたいことがある」

　観察者エルベルトの言葉に耳を傾かたむけながらも、ミソラは胸中に渦うず巻まく疑問を隠かくさず口にした。

「アナスタシア先生はどこにいる、アンタなら知ってるんだろう」

「ここではない世界ばしよ」

　隣となり町まちに買い物に出かけた。

　その程度といった口ぶりで、あまりにもさらりと言葉を続ける観察者エルベルト。

「言っただろう、真なる赤き実ネクのなる大樹サスは並行する世界間に根を伸のばす大樹であると。この次世代神生物を消しよう滅めつさせるには、すべての世界においてその根を封印するしかない。ゆえにアナスタシアは今も、キミの知らない世界で戦い続けている。そしてだからこそ、彼女はずっと自身の後こう継けいを必要としていたんだよ。彼女のかわりに『こちら側』の世界で大樹ネクサスを止めるための後継者をね」

「…………」

「なりたいかい。アナスタシアの後継者に」

　無言をつらぬくミソラへと、面おも白しろがるような視線で研究者が問いかける。

　そこに一いつ切さいの邪じや気きはなく、小こ馬ば鹿かにしている様子もない。

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しん。むしろそこに淡あわい期待さえ抱いだいているかのような、親しげな感情さえ伝わってくるようなまなざしだった。

　幾いくばくかの逡しゆん巡じゆんを経へて、ミソラが答えようとした矢先──




　氷こおり漬づけの海が、真っ二つに裂さけた。




「なっ!?」

『やはり……既すでに覚かく醒せいしていたか』

　ふわりと宙に浮かびあがるフィオラミリス。

　閉とざされた凍とう結けつ空間の端はしから端まで続く巨きよ大だいな亀き裂れつから浮かびあがってくる「何か」を、激情に燃えた双そう眸ぼうで見下ろしながら。

『ネクサス虚像アバター』

　割れた凍海の奥深くから浮ふ上じようしてきた存在。

　それは、無数の蒼あおい実をつけた一本の大樹だった。

　枝の先せん端たんに茂しげった葉の一枚一枚が人間をあっさりと覆おおいくるめるほど大きく、葉の厚みだけでミソラの背せ丈たけの半分ほどあるだろう。

　茂った葉の奥には、枝の先端に実った無数の蒼い果実が覗うかがえる。

　その大きさは大小様々だが、一番小さいものでもミソラの全身より巨大。もっとも大きく実った果実は、大型の竜りゆう型バイオテスタに迫せまるかもしれない。

　樹きの高さにいたっては何百、いや何千メートルあるのか目測さえ難しい。ミソラが亀裂から跳とび退のいて、距きよ離りをとって見上げてもまだ樹の頂点が映らないのだ。

　畏い怖ふさえ感じる絶対的な存在感。

　新約召しよう喚かんで呼びだされた真しん獣じゆうや、どんなバイオテスタにもない神こう々ごうしさを宿した樹。

　その中で、たった一つ気になることがあるとすれば──

「……枯かれてる？」

　並行世界に根をはり、侵しん食しよくする。

　フィオラミリスが世界破壊の大樹とまで喩たとえた次世代神生物が、ミソラの目の前で既に息絶えたように枯れ果てていたのだ。

　褐かつ色しよくに染まった幹は乾かわき、表皮がはがれ落ちている。

　枝の先につけた葉もまた茶色に染まり、活力を感じさせる新緑色の葉は一枚とて見あたらない。唯ゆい一いつその果実だけが瑞みず々みずしさを保っているが、その果実もまだ未熟な蒼色。

　……果実が赤く実る前に枯れ果てた。

　……そういうことなのか？

　背筋が粟あわ立だつほどの圧力を湛たたえながらも、その大樹は生気がまるで欠落していた。

「フィオラミリスが言っただろう。目の前に顕けん現げんしているのは虚像アバターだと。大樹の本体は、既に、ある事象によって消滅している。残っているのは『こちら側』に侵食した根の部分のみ。それが変異したものがこの虚像アバターだ」

　背後にそびえたつ大樹へとふり返る研究主任エルベルト。

「だからこそ、福音機関はこの世界で新約召喚の発動に固こ執しゆうした。残った根──この虚像アバターを何としてでも封ふう印いんから解き放って手に入れるために」

『二度はない』

　フィオラミリスの宣告。

　大きく羽ばたいた天使型バイオテスタの翼つばさから、圧あつ倒とう的てきな量の光が放たれる。

『大樹ネクサスの本体は枯れ果てた。今ここで虚像アバターを消滅させる』

「それは無理だ、神性幻想種フィオラミリス。すべての精せい霊れいの姫ひめにして並行世界の守護を司る真天使フイオラミリスよ。今のキミでは大樹ネクサスに及およばない。わかっているだろう？」

　ジッ……

　羽虫のざわめきにも似た音がこだますると同時に、白衣の研究者の姿が、まるで陽炎かげろうのように揺ゆらめいた。

「なっ!?」

「時間か。世界のつなぎ目が、ネクサス虚像アバターの新約召喚によって揺らぎ始めている」

　揺らぐ自分の姿を見下ろして溜ため息いきをつく観察者エルベルト。

「僕とアナスタシアのほぼ唯一の弱点だ。『囚とらわれた者』であるがゆえに、世界の揺らぎに対して抗あらがえない」

　徐じよ々じよに薄うすれていく観察者エルベルトの身体からだ。

　透すけていく。

　まるで最初からその存在など幻げん影えいであったかのように、姿も気配も何もかもが背景の青空に溶とけるように消え始めたのだ。

「最後に一つだけ。これは僕自身の純粋な好奇心から授さずける情報だ。今いま頃ごろ、外の世界──まさに中セ央ン統ト合ラ樹ルの目の前にもネクサス虚像アバターの像が顕現しているだろう。生き残っている根が、自らの成長のために無数の新約召喚を発動しようとしている」

「……大樹の根が成長!?」

　大樹の本体は既に消滅している。

　だが、この世界にはまだ根が残っている。それが虚像アバターとして、真天使フイオラミリスの封印から脱だつ出しゆつするために新約召喚を発動。今まさに凄すさまじい勢いで世界の傷きず痕あとが拡ひろがりつつある。

「ふざけるな！　そんなの……誰だれが望むっていうんだよ！」

「ならば止めるといい。方法はたった一つだけど簡単だよ。フィオラミリスを犠牲にして、大樹ネクサスによって連結した世界を今度こそ完全に切り離はなせばいい。フィオラミリスはそのために生まれた真なる天使。大樹ネクサスに対たい抗こうするもう一体の次世代神生物なんだから」

「フィオラミリスが？」

　反射的に、ミソラは隣となりに浮うかぶ少女へとふり返っていた。

『…………』

「もっとも、それだけの力は今の彼女フイオラミリスに無いだろうけれど」

　沈ちん黙もくをつらぬく少女。

　それを気に留めることなく、観察者エルベルトは白衣をひるがえした。

「久しぶりに長話ができて楽しかったよ。縁えんがあればまた会うこともあるだろう。次は、彼女──エルマリア・イェル・デウス・アナスタシアの待つ『約束の庭』で」

　逆召喚。

　白衣の研究者が影かげ一つ残さず消え去った氷漬けの空間で。

「フィオラミリス──」

『お前には関係のない話だ、ミソラ』

　どこか寂さみしげな感情を瞳ひとみの中に覗のぞかせながら。

　淡く輝かがやく金きん髪ぱつをなびかせて、天使の少女はそう言った。

『この忌いまわしき大樹は、今度こそ私が消滅させる。それが私の存在意義だ』

　そして。

　枯れ果てた大樹に、変化が生じたのはその時だった。




　　　　２




　世界を震ふるわせる鳴動。

　それは大地の奥深くから生じる振しん動どうではなく、中セ央ン統ト合ラ樹ルと呼ばれた建造物を中心に、世界の最果てまで波は紋もんのごとく広がる不可視の力波そのものだった。

「お兄様っ！」

「これが真なる赤き実ネクのなる大樹サスだというのか……？」

　禰ネ鈴レの悲鳴。

　身を強こわばらせる妹を片手で支えながら、そう呟つぶやくネックザールの声が震えていた。

　新約召喚により数多あまたの幻獣を使役する兄妹きようだいが、その眼前にそびえたつ大樹を前にして、声を嗄からしていた。

　──畏怖。

　──そして絶対の屈くつ服ぷく感をもたらす存在。

　天を衝つくほどに巨大な大樹が、中セ央ン統ト合ラ樹ルを覆うようにして顕現していたのだ。

　その大いなる樹に実体はない。

　喩えるなら、半はん透とう明めいの煙けむりが大樹の姿をとって固定化し、中セ央ン統ト合ラ樹ルを覆い包んでいる。それがもっとも近い表現だろう。

「何なのよコイツ……これも幻げん獣じゆうだっていうの……？」

　小刻みにふるえる拳こぶしを握にぎりしめ、京花はその大樹を瞬またたき一つ惜おしんで睨にらみつけた。

　噴ふきだす汗あせが止まらない。首筋から流れでる汗が制服をぬらし、背中に張りついているのがわかる。

　枯れ果てた大樹。

　あまりに巨大であるがゆえに、その樹の頂点は見上げても推おし量ることさえできない。だが、それだけだ。どれだけ巨大であろうと樹の幹は枯れ果て、枝の先に茂る葉は褐色に萎しおれている。瑞々しさも生気も感じられない。

　……なのに、なんでこうも寒気がするの。

　……緊きん張ちようで……吐はき気を覚えるほどの威い圧あつ感かんを感じるのは、なぜなの？

　しかも、目の前の大樹はまだ実体さえないのだ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルの周りに投とう影えいされた、半透明の映像のようなものに過ぎないはずなのに。

　もしもこれが──

　この大樹が実体を得て具現化し、そして生気を取り戻もどしたら何が起きるのか。

　嫌いやだ。

　何かわからないが、ものすごく嫌だ。これ以上無いほどに危険な予感がする。そう……この樹は存在してはならないものなんだ。自分キヨウカの直感が明確にそう告げていた。

　そして。

「──────」

　カラン、と音をたてて地に落下する長ちよう刀とう。

　自分の隣に立っていた義あ姉ねが、何の前まえ触ぶれもなくその場にくずおれた。

「エリス!?」

「……っ…………ぁ…………か…………っ」

　地に両りよう膝ひざをつき、よつんばいの姿勢で嗚咽おえつをもらす銀ぎん髪ぱつの理装執行者シミユレーター。その顔色を一目見て、京花は我が目を疑った。

　顔面蒼そう白はく。

　肌はだは真っ白に。血色のいい唇くちびるは薄うす紫むらさきに変色し、その双そう眸ぼうにもじわりと涙なみだが浮かんでいる。必死の形相で奥歯を嚙かみしめて涙をこらえようとして、それでもわき上がる苦く悶もんに堪こらえきれず、一種の拒きよ絶ぜつ反応が大おお粒つぶの涙としてあふれ出ていた。
















「エリス？　ちょっとエリス!?　いったいどうしたっていうのよ！」

　答えは返ってこない。

　よつんばいの姿勢を保つのに精せい一いつ杯ぱい。

「京花さん、急いでエリスお姉様をあの大樹から遠ざけてください」

　ぽんと肩かたを叩たたかれる。

　ふり返ったそこには、憂うれいをこめたまなざしでこちらを見つめる禰鈴がいた。

「おそらくは、理装執行者シミユレーターが受けたＮ因子適合化施せ術じゆつのせいでしょう。顕現した真なる赤き実ネクのなる大樹サスに、お姉様の体内に組みこまれたＮ因子が呼応しているのですわ。それに対する拒絶反応が出ている可能性があります」

「……待って、どういうこと？　Ｎ因子が何だっていうの」

「研究主任エルベルトは、理装執行者シミユレーターを無力化する策をも水面下で備えていた。そういうことだ」

　水精霊ウンデイーネを従えて歩を進めるのはネックザール。

「お前はまだ動けるようだな」

「え？」

「理装執行者シミユレーターによって個人差があるはずだ。姉ほどの拒絶反応は出ていないな」

　拒絶反応。外部から入りこんだ物質に対して、体内の免めん疫えきシステムが過か剰じような反応を示してしまうことで、逆に全身に負担を生じる現象だ。

　……言われてみれば、さっきから感じている寒気と吐き気。

　……単なる気のせいじゃないってことなの。

「ね、ねえ！　エリスは平気なのよね!?」

「お前次し第だいだ」

　そびえたつ大樹を見上げながら──

　福音機関の第三相であった男は、自分たちの頭上に実る瑞みず々みずしい果実を指さした。

「姉と、そしてこの世界。お前や俺の戦いに全すべてがかかっている。守りたければ戦いぬけ。そのための理装執行者シミユレーターなのだろう？」
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　統合研究府二十階──

　部屋の窓ガラスから、半透明化の姿で顕けん現げんした大樹ネクサスを目まの当たりにして。

「Ｎ因子を組みこまれた全ての理装執行者シミユレーターとバイオテスタは、真なる赤き実ネクのなる大樹サスに逆らえない……そういうことか」

　意識をもえぐり取るほどの頭痛。

　自らの意志で立つこともままならず、レイベルトは窓ガラスに寄りかかった。

「理装執行者シミユレーターとしての身体が徒あだになったわね」

　その隣に、脇わき腹ばらを押さえながら佇たたずむのは黒の第一相イスカリオテミスティシア。

「あなたのことだから、最初からＮ因子の存在を怪あやしいと睨んでいた。でも独力ではその正体が摑つかめない。ならば我が身にＮ因子を組みこんで試ためせばいい。それがもっとも手近な判断材料になる。そう判断して理装執行者シミユレーターの適合化手術を受けたんでしょ？」

「……お見通しか」

「この世界でいうＮ因子の正体がネクサス因子だという情報は、私も聞かされたばかりよ。だけどあなたらしくもない、判断を焦あせったわね」

　未熟さを示す蒼あおの果実。

　世界破は壊かいの大樹に実った禁断の実を見み据すえる、彼女。

「ネクサス虚像アバターの顕現によってＮ因子が暴走。あなたの身体からだがそれに対する拒絶反応を発はつ症しようしている。もちろんあなた一人じゃない。Ｎ因子適合化施術を受けた全ての理装執行者シミユレーターに同じ症しよう状じようが出ているはずよ」

「……個人差は？」

「あると思うわ。Ｎ因子との適合率が高い人間ほど強い拒絶反応が出ているはず。言ってしまえば、理装執行者シミユレーターとしての素質がある者ほど、真なる赤き実ネクのなる大樹サスの前では無力になる。大樹との距きよ離りも関係するでしょうけど」

　無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーター。

　ＳＩＲＥＮサイレンの中でもＮ因子との適合率が最も高いであろう五人。

　……だとすれば憂ゆう慮りよすべきはエリスか。

　……無ゼロ級きゆう理装執行者シミユレーターの中でも、間ま違ちがいなく大樹ネクサスに一番近い場所にいる。

　どれほど強い症状が発現しているか想像もできない。

　おそらく、中セ央ン統ト合ラ樹ルの前にいる彼女は十分な戦せん闘とうはおろか、一人で立ち上がることもできない状態にあるだろう。

「ミスティシア、症状を緩かん和わする手段に心当たりはあるか？」

「ネクサス虚像アバターが顕現しているかぎり完全無効化はできないでしょうね。でも、そうね。まずはあの大樹に実った果実を片かたっ端ぱしから撃うち落とす？」

　黒コートの女性が向けた指先。

　まさにその瞬しゆん間かん──




　蒼の果実が弾はじけ、その内側から何かが飛びだした。




　宙を旋せん回かいする雄お々おしき金の翼竜ケツアルコアトル。

　そのまま大地へと着地して、獰どう猛もうな咆ほう吼こうを上げる双オ頭ルのト魔ロ犬ス。その背後には、地面に巨きよ大だいな足あし跡あとを穿うがつ隻眼巨人サイクロプスの姿まで。

「……幻獣、いや真しん獣じゆうまでも」

「察するに、あの果実一つ一つが新約召しよう喚かんの発動体でしょうね。今、あの場に半透明化で顕現しているのは虚像アバターであって実体ではないわ。でも既すでに、この世界に新約召喚で干かん渉しようできるだけの力を備えている」

「自ら発動した新約召喚で、世界の傷きず痕あとをさらに拡ひろげるつもりか」

　虚像アバターが実体を得るための儀ぎ式しき。

　それはつまり、本体を失い『根』だけとなった大樹が、真天使フイオラミリスの封ふう印いんから脱だつ出しゆつするための成長過程でもある。

「あの化け物が新約召喚を発動し続けたらどうなる？」

「わかってるくせに。まずは真天使フイオラミリスの封印が解ける。全てのバイオテスタと理装執行者シミユレーターが完全に無力化し、真なる赤き実ネクのなる大樹サスに逆らえる者がいなくなる。……その後は知らないわ。観察者エルベルトは、それ以上を語ろうとしなかった」

「その沈ちん黙もくが何よりの答えだ」

　手に握った黒くろ塗ぬりの自動拳銃オートマチツク。

　どんなに強きよう烈れつな頭痛に襲おそわれようと、この銃じゆうだけは手放さなかった。

「どこへ行く気？」

「あの大樹に実った果実を片っ端から撃ち落とす。そのついでに、地上で暴れている幻獣たちの掃そう討とうだ」

「そんなフラフラの状態で？　相手は真獣たちなのに？」

「そのためのＮ因子だ」

　真なる赤き実ネクのなる大樹サスが、真天使フイオラミリスの封印から脱出するために実らせた蒼の果実。新約召喚もＮ因子もそうだ。神なる樹きが人類に与あたえた新たなる可能性。

　……たとえソレが、人間を利用するためだけに用意されたものだとしても。

　……利用されるだけが人間だと思うなよ。

　真なる赤き実ネクのなる大樹サスの謀はかりし運命に収まる気はない。

「抗あらがってやるとも。理装執行者シミユレーターの意地にかけて、どこまでもな……！」

　長年つきそった愛銃を携たずさえて。

　黒のⅠ級理装執行者シミユレーターは、滅めつ多たに口にすることのない決意の言葉を紡つむぎきった。
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　学園研究機関アカデミー・二年生棟とう──

　白昼、突とつ如じよとして鳴りひびいた緊サ急イ警レ報ンによって講義は中止。学生、教授、事務員を問わず、すべての在校者に避ひ難なん宣告が発令された。

　──自宅にいる者は自宅の地下室へ。

　──外にいる者はただちに公設の隔かく離りシェルターへと移動せよ。

　バイオテスタ暴走に係かかる特区条例。

　学園研究機関アカデミーの外では、買い物途と中ちゆうの親子が足を止め、避難標識にしたがって小走りに駆かけていく。その後ろを歩いていたスーツ姿の会社員も同じ。ＳＩＲＥＮサイレンの住民ならば、この緊サ急イ警レ報ンの意味を知らぬ者はいないだろう。

　そして、それは学園研究機関アカデミーの生徒も同じだ。

　学園研究機関アカデミーから自宅までが一キロ圏けん内ないの学生は、速すみやかに自宅へ避難。残りの生徒はすべて学園研究機関アカデミーの地下シェルターへと移動する。

「自宅避難の生徒は、なるべく集まって移動しろ。そして必ず規定の避難路を通ること。すでに制圧機動隊が避難路で待機しているはずだ。校舎に残る生徒は点呼で人数の確かく認にんを忘れるな！　移動の際には俺がまとめて指揮をとる！」

　二年生校舎の通路を駆けていく久く遠どう真しん一いち郎ろう。

　奈な々なにとっては一つ上にあたる三年生であり、評議会の書記を務める生徒だ。

　学園研究機関アカデミーに在ざい籍せきする八名の理装執行者シミユレーターの一人。評議会の副会長であるエリスが不在の時には、彼女にかわって指揮を任せられることも多いⅠ級理装執行者シミユレーター。

　そんな彼の表情には、普ふ段だんまず見せない焦しよう燥そうが露あらわになっていた。

「くそ、第三衛星都市議会とは連れん絡らくがとれた。制圧機動隊とも連れん携けいは成立してる。なのに、どうして肝かん心じんの中セ央ン統ト合ラ樹ルから連絡が来ない!?　副会長も、おまけに京花からも返事が返ってこないときた。いったい向こうで何が起きてるんだよ！」

「……京花ちゃん？」

　校舎の階段を駆け下りる足がぴたりと止まる。

　嫌いやでも耳に入ってくるクラスメイトの名前に反応し、奈々はその場でふり返った。

　……京花ちゃんが連絡不通？

　……そんな。だって京花ちゃん、つい少し前まであたしと一いつ緒しよにいたのに。

　野暮用という言葉だけを残して中セ央ン統ト合ラ樹ルに出かけたクラスメイト。

　そんな彼女が、理装執行者シミユレーターの同どう僚りようでもある久遠真一郎からの連絡にも返事を返さないというのは、嫌でも不ふ吉きつなものを予感させる。

　何より中セ央ン統ト合ラ樹ルには──

『ご主人こちらですぞ！』

「ブルちゃん！　迎むかえに来てくれたの？」

　二年生校舎の入口を出てすぐの中庭。

　自宅への避難に急ぐ生徒たちの人波から外れたベンチの上で、小型の犬型バイオテスタが自ナ分ナを見るなり嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふってみせる。

　正式分類『小こ型がた獣じゆう種しゆ09：拒魔犬シエパード』。

　奈々がＳＩＲＥＮサイレンで一人暮らしを始めて以来、欠かせない同居相手であり、用心棒として一緒にいてくれているバイオテスタだ。

『無事で何よりですご主人！』

「ブルちゃんこそ、家で待っててくれてよかったのに。ごめんね、わざわざ来てもらって」

『ご主人の身の安全が一番です。アレを見て、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合ですか！』

　拒魔犬シエパードが向ける鼻先の方角──

　第三衛星都市から遥はるかに離はなれた地平の先に、白雲を突つきぬけて蒼そう穹きゆうへとそびえたつ大樹が顕現していた。

　生まれたわけではなく成長したわけでもなく、突如として「出現」した。

　たまたま窓から目もく撃げきした生徒が声を上げて、その情報はまたたく間に奈々の教室にまで広まった。緊サ急イ警レ報ンが鳴り響ひびいたのは、それからわずか数十秒後のことだ。

　……緊サ急イ警レ報ンは暴走バイオテスタ限定のはずなのに。

　……この緊サ急イ警レ報ンのタイミングは、あの大樹に対しての警報としか思えないよ。

　あの大樹が次バ世イ代オ新テ生ス物タ？

　いや、そんな筈はずはない。まず原存在モチーフになる幻げん想そう生物に心当たりがない。何より、たとえバイオテスタにしてもあまりにも大きさが規格外すぎるのだ。




〝海にクジラっていう巨大生物がいるけど、コイツが地上に上がったら自重で動けなくなるだろ？　昆虫バツタが人間の大きさになったとしたら、それと同じ現象が起きる〟




　奈々の脳のう裏りをよぎったのは、ミソラから学んだ生物知識だ。

　驚きよう異いのジャンプ力で知られる昆虫バツタだが、もしもその昆虫バツタが人間サイズになったとして、何十メートルという高さまで飛び上がることはできるのか？

　答えは『否いな』。

　昆虫バツタが人間サイズになった場合、その身体を支えるだけ外骨格が厚くなる。たとえ人間サイズまで昆虫バツタが成長したとしても、実際はバッタの脚きやく力りよくを外骨格の重さが上回るだけ。跳ちよう躍やくも飛行もできないというのが現実だとされている。

　生物にとって過大すぎる『大きさ』は必ずしもプラスには働かない。

　それが、あらゆる生物に課せられた進化の制約だ。

　……でもあの樹は違ちがう。

　……向こうに霞かすんで見えるあの樹は、明らかにそんな限界を越こえてしまってるもん。

『ご主人、早く！　早く家に帰りますぞ！』

　ベンチから飛び降りた拒魔犬シエパードが、その前足で奈々の学生靴ぐつをしきりに叩たたく。

『ご主人！』

「う、うん……」

　我に返った時には、既に中庭の周りから人の気配が綺き麗れいになくなってしまった後。

　つい先さつきまでは中庭を埋うめつくすほどだった学生の人波が、ほんの数分のうちに通学路へと走り去ってしまっていた。

「ねえブルちゃん、あの樹が何かわかる？」

『まさか、匂においにしても距きよ離りが離れすぎてますぞ。我わが輩はいにはアレがバイオテスタなのか、はたまた中セ央ン統ト合ラ樹ルの実験的な投とう影えいなのかも判断つきませぬ。ただ……』

　遥か彼方かなたの地上から上空までを埋めつくす大樹。

　それを睨にらみつけるように目を細め、犬型バイオテスタは弱々しく呟つぶやいた。

『我が輩は、どうもあの樹は嫌な気配を感じてなりませぬ』

「嫌な気配？」

『言葉にしろと言われると難しいのですが、とにかく、自分からあの樹に近づこうという気にはなりません。……もちろんご主人が行けというのであれば、話は別ですが』

「ううん、あたしだってあんなの近づきたくないよ」

　巨大という言葉ですら言い足りない規格外の大樹。

　しかもそれが茶ちや褐かつ色しよくに変色した枝葉と幹──生気を失って枯かれ果てているのがわかる。それがなおさら不気味なのだ。

　……でも、あの方角って中セ央ン統ト合ラ樹ルだよね？

　……位置も、ちょうどそれくらいな気がするし。

　ミソラと京花が向かった場所。さらに先の久遠真一郎が呟いていた言葉も気がかりだ。中セ央ン統ト合ラ樹ルと連絡がつかないとはどういうことだろう。

　だが、そんな奈々の小さな疑問は、次の瞬しゆん間かんにすべて消し飛んだ。

　無数に実った果実。

　茶褐色に染まりきった樹のなかで、瑞みず々みずしい蒼あお色のまま残っている果実からまばゆい光が放出されて──




　輝かがやく蒼の果実が内側から膨ぼう張ちようし、そこから何体もの幻想生物が飛びだした。




　距離があるため正確な形状はわからない。

　だがおそらくは竜りゆう。それに翼つばさを持った獅し子しに、見たことのない怪かい物ぶつじみた獣けものまで。

「バ、バイオテスタ!?」

　思わず自分の目を疑った。

　この場所から自分の肉眼で見えたということは、果実から飛びだしたバイオテスタたちは相当な大型個体だろう。最低でも……小型の飛行機くらいあるかもしれない。

『……違う』

「え？」

『ご主人！　すぐに、すぐに家に戻もどりますぞ！　もはや一刻の猶ゆう予よもありません！』

　無人となった道を先導するかたちで駆けていく拒魔犬シエパード。

　一瞬その状じよう況きようが理解できなかったが、奈々もすぐにその後を追いかけて走りだした。

「ブ、ブルちゃん待ってよ。どうしたのいったい!?」

『あれは我が輩の仲間ではありません。バイオテスタではない。もっと……もっと別の、計り知れぬ何かです！』

　犬歯をあらわにして吼ほえる犬型バイオテスタ。

　その声が震ふるえている。

　バイオテスタ『拒魔犬シエパード』は、もともと人間の子供や女性を危険から守る役目を想定して誕生した。その役目ゆえに滅多なことで怯おびえることはなく、主人である奈々のためには自らの身の危険さえ辞さない。

　かつて奈々が竜人キリシェの電撃を浴びて倒たおれた時もそうだ。勝てる見込みなど無いと承知のうえで、奈々のために竜人へと立ち向かったことがある。

　その拒魔犬シエパードが──

　……ブルちゃんがこんなに怯えてるの初めてかも。

　……いったいどうして。

　あの大樹、そしてその果実から生まれたバイオテスタに何があるというのか。

『ご主人！』

「う、うん。ブルちゃんを信じるよ！」

　何が起きたかはわからないけれど、何かが起きつつあることだけは確かだ。

　その直感と、そして今も鳴りひびく緊サ急イ警レ報ンに背を押されるかたちで、奈々は小走りに駆かけだした。
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　封ふう鎖さされた空間。

　果てなく続く氷こおり漬づけの海が二つに割れ、その亀き裂れつから浮ふ上じようしてきた次世代神生物。

　──真なる赤き実ネクのなる大樹サス。

　世界の境界をこえて根を張ることで世界連結を引き起こし、その成長とともに最後には世界同士を完全融ゆう合ごう、消しよう滅めつさせる『世界破は壊かいの大樹』。

　その虚像アバターが、突とつ如じよとしてミソラの眼前で煌こう々こうと輝きだした。

「光ってるのは樹じゃない？……その果実か！」

　遥か上空から降りそそぐ光。

　あまりの光量ゆえに樹きの幹や枝葉まで光っていると錯さつ覚かくしたが、違う。幹は変わらずに茶褐色のままだし、茂しげる葉も変色し萎しおれきっている。

　光っているのは果実だ。

　熟しきる前の不完全な色味を思わせる蒼色の果実から光があふれ、その光の粒りゆう子しが繫つながって糸を成し、その糸が織り合わさることで上空に光の円えん環かんを描えがきだす。

『ミソラ──』

　頭上の輝きをじっと見つめる真天使フイオラミリス。

『お前はもう去れ。この哀あわれな大樹を消滅させるのは私の責務だ』

「消滅ね。それはどうやって実現するんだ。研究主任エルベルトが言ってた、自分を犠ぎ牲せいにしてって意味じゃないよな」

『…………』

　金きん髪ぱつの少女が、決まりが悪そうに顔をしかめる。

『あいにくとそれは無い。真なる赤き実ネクのなる大樹サスを封ふう印いんするための真天使フイオラミリスとしての力は、私がこの世界にたどり着いた時点で消滅したも同然だ』

「前に言ってた、フィアの身体からだに宿ったっていう理由でか？」

『そうだ』




〝本来の私はこの世界に顕けん現げんすることが許されない。それを可能にした「禁じ手」だ〟

〝私の存在に耐たえうるバイオテスタの創造、そして神性存在わたしを召しよう喚かんするだけの高度術式。両世界の秘ひ奥おうともいうべき技法を反発させずに掛かけ合わせた〟




『皮肉なものだな』

　蒼の果実から放たれる光がますます強くなっていく。

　その光景を自じ嘲ちようめいた笑えみでもって見上げるフィオラミリス。

『ネクサス虚像アバターに対たい抗こうするため、アナスタシアは天使型バイオテスタという器うつわを触しよく媒ばいにして私を「こちら側」へと召喚した。が……その代だい償しようはやはり大きかったというわけだ。この世界への顕現には成功したものの、他者の器に宿った時点で、私の力は、私が予想していたより遥はるかに大きな制約を受けた』

「……先生はそれを知らなかったのか？」

『さあな』

　金髪を揺ゆらしながら、少女の姿をした神性存在が首を横にふってみせた。

『だが、この天使型バイオテスタの肉体を創つくったのはアナスタシア本人だ。この身体では真わ天た使しの力が大きく削そがれることも、あの女は予測できたはず。にもかかわらず、なぜ私を強引に召喚するような真ま似ねをしたのか。その真意を確かめようと「向こう側」の世界への扉とびらを開いたところで、誰だれかさんの妨ぼう害がいを受けたわけだがな』




〝フィオラミリス、お前たちが還かえる場所はそこじゃない〟

〝じゃあフィアはどうなるんだよ！〟

〝お前は、お前の意志だけで好き勝手に世界を渡わたろうとする。またフィアが一人ぼっちになるのはわかってるんだろ？〟




　初めて自分が真天使フイオラミリスと出会った時のこと。

　覚かく醒せいしたフィオラミリスが並行世界へと移動しようとするのを、その瀬せ戸と際ぎわで止めたのが他ほかならぬ自分ミソラだ。

　確かにそう。今ならばフィオラミリスの行動も理り屈くつが通るし、共感できる部分はある。人間には計り知れない次元で、真天使フイオラミリスもまた自らの使命を達成するために戦っていた。

　だからこそ──

「なんだ。なら、やっぱり俺の方が正しかったじゃねえか」

『なに？』

「まったく間ま違ちがってねぇよ。先生がフィアの精神世界にお前を召喚したことも。あの時の俺が、お前を止めたことも何一つ間違ってなかった」

　大きく息を吸って、そして吐はきだす。

　新約召喚の光。

　大樹の枝先に実った果実がもたらす輝きを見上げながら。

「俺が、このはた迷めい惑わくな大樹を止める。それでお前の悩なやみも何もかも解決だ」

『……お前が？　人間が、真なる赤き実ネクのなる大樹サスに立ち向かうだと。正気か？』

　目をみひらいてこちらにふり向く少女。

　ただただ理解できない。

　そんな表情を見せる真天使フイオラミリスに、ミソラは無言で頷うなずいてみせた。

「だからフィオラミリス、お前は間違っても自分を犠牲にするなんて考えるなよ。いいか？　何があってもだ！」




　光が、弾はじけた。



















　枯こ死しした大樹のなかで唯ゆい一いつ生気に満ちていた果実──その表皮を突つきやぶって現れたのは、雄お々おしき双そう頭とうを有した黒犬だった。

『──────────ッッ！』

　氷の海面に降りたつや、どんな擬ぎ音おん語でも喩たとえようのない奇き怪かいな咆ほう吼こうを上げる幻げん獣じゆう。

　自然の犬種にはありえない双頭がそれぞれ独自に動き、その血色の瞳ひとみでもってミソラとフィオラミリスを睨にらみつける。

　……なんだコイツ。これが本当に犬だっていうのか。

　……幻獣にしたってデカすぎる！

　ミソラが思わず息を吞のんだのは、その圧あつ倒とう的てきな巨きよ軀くだ。

　大型犬の中には人間の成人男性並の大きさの個体もいるが、目の前でうなり声を上げている幻獣は体長四、五メートルはあるだろう。

　血色の眼光。

　双頭の口から吐きだされる奇怪な咆吼に、不気味な滑ぬめりけを帯びた黒の体表。ＳＩＲＥＮサイレンにおいてもミソラはまだ、これに類するバイオテスタを見たことがない。

　自分の知るかぎりの幻げん想そう生物を脳のう裏りに浮うかべて。

「双オ頭ルのト魔ロ犬ス!?」

『冥めい界かいの荒こう野やを縄なわ張ばりにする凶きよう犬けんだな。冥界でもまず遭そう遇ぐうすることのない魔ま獣じゆう。私も実物を見たのはコレが二度目だ』

　翼つばさを羽ばたかせて着地する金髪の天使。

　と同時。

　隣となりに降り立ったフィオラミリスへとミソラが意識を割さいた一いつ瞬しゆんのうちに、伝説の魔獣として知られる獣けものの姿がふっと消え去った。

　──背筋を粟あわ立だたせる殺気。

　生暖かい獣特有の吐と息いきを首筋に感じたのは、その直後だった。

「後ろ!?」

　ふり返る間すら惜おしんで真横へ跳ちよう躍やく。

　その肩かた先さきを、振ふり下ろされた鋭えい利りな爪つめが通過して、足あし下もとの氷へと深々と突きささる。

　……一瞬目を離はなした隙すきに後ろまで回りこんだ？

　……重反応加速アクセルで強化した知覚反応でも捉とらえられない速度で？

　反射的に距きよ離りを取ろうと後ずさる。

　瞬またたきをこらえて双オ頭ルのト魔ロ犬スの挙動に全神経を集中する。その四し肢しが氷漬けの海面を蹴ける瞬間を捉えるために。

　そしてミソラは確かに見た。ちゃぷん、という水みず飛沫しぶきのような音とともに、双オ頭ルのト魔ロ犬スの四肢が自らの影かげの中へと沈しずみこんだ瞬間を。

「まさか……」

　再び背後に生まれる気配を感じとった瞬間、ミソラが見下ろしたのは自分自身の影だ。

　頭上の光に照らされて出来た影が蠢うごめいて、そこから双頭の怪かい物ぶつが浮かびあがってくる。

「影を経由して転移する特性！」

　禰鈴の炎の破壊精霊イフリートに類する能力だ。

　わずかな火の気さえあれば、それを目印マーカーとしてどんな場所にでも転移できる。そしてこの魔獣もまた、影を目印マーカーとして転移する能力を持っている。

　だとすれば距離を離したところで意味はない。

「上等だ」

　氷ひよう塊かいを蹴って加速。

　それに反応する双頭の怪物。二つの頭部が瞬時にミソラの進行方向へとふり向いて、その行く手を先回りするかたちで迫せまってくる。

　獣の咆吼。

　丸太を思わせる巨大な脚あしが振り下ろされる。

「方程式オムニス発動。全反応式を連結する」

　その名を呼んだ瞬間、重反応加速アクセルによって極大加速したミソラの疾しつ走そうが、冥界の魔犬として恐おそれられる怪物の反応値をわずかに上回った。

『ッ!?』

　少年の姿を見失った動どう揺ようで、双オ頭ルのト魔ロ犬スの動きがわずかに鈍にぶる。

　その隙にミソラが選んだのは魔犬の背後でも横でもなく、真下──すなわち双オ頭ルのト魔ロ犬スの前脚の隙すき間まをすり抜ぬけて胴どう体たいへ。

　……俺がどこへ動いても転移で背後を取られるなら。

　……俺自身がお前の影に隠かくれれば、転移できないだろ？

「はっ！」

　頭上にまっすぐ突き上げた拳こぶしが、双オ頭ルのト魔ロ犬スの腹部に突きささる。

　重反応加速アクセルによる極限の生体反応加速。そこから生まれた膨ぼう大だいなＡＴＰを爆ばく発はつ的てきな運動エネルギーへと転てん換かんし、超ちよう絶ぜつな筋力増強を実現。

『────』

　苦く悶もんの咆吼を上げる魔獣。

　だが逆召喚には至らない。方程式オムニスによって今まであらゆる幻獣の逆召喚に成功してきたが、その力が発動しなかったのは初めてだ。

　……方程式オムニスの力が効かない？

　……今の一いち撃げきじゃ真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚の無効化に足りないのか。

　怒いかれる獣。

　その場で身を独こ楽まのように旋せん回かいさせて、死角に潜もぐりこんだミソラへと向きなおる。

　そこへ──

『通じていないわけではない。確かに今の一撃で、世界の傷きず痕あとに揺らぎがあった』

　空から舞まい降りる真天使フイオラミリス。

　その指先が双オ頭ルのト魔ロ犬スの鼻先に触ふれた直後、魔犬の全身が淡あわい光の球体に包まれた。

『還れ』

　キン、と球体の弾ける音。

　澄すみきった音がこだまするなか、光とともに消えていく真しん獣じゆう。

『ミソラ、お前の方程式オムニスが世界の傷痕を「癒いやす」作用を持つことは間違いない。その力が真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召しよう喚かんにも通じることも確かだ。そうだな。一撃では足りずとも、もう一度その拳で触れていれば逆召喚可能だったはずだ』

「それ褒ほめ言葉？　なんか珍めずらしいな」

　その質問には応じぬまま──

　真天使フイオラミリスが、珍しくも微び苦く笑しよう気味に吐息をついてみせた。

『人間の加勢。甚はなはだ不本意ではあるが、やむなしか……』

「俺が加勢する件なら別に気にすることじゃないだろ。俺が勝手にやるだけだし」

『ソレが不本意だと言っている』

　口早に答えながらも、フィオラミリスの視線は頭上の果実へ──

　……今ので終わりじゃない？

　……まさかあの枝に生なってる実が全部、新約召喚の発動体だっていうのか！

　数えきれぬほどの果実。

　それがミソラの見ている前で次々と新約召喚の光に包まれ、そして弾けとんだ。

「冗じよう談だんだろ……」

　蒼そう穹きゆうをうめつくす幻獣たちを前に、無意識のうちにそう呟つぶやいてしまっていた。

　赤の新約召喚──かつて禰鈴が召喚した炎翼竜ドレイクに、赤獅子マンテイコア。

　青の新約召喚──ネックザールの冬妖精スノウリイに、大海蛇シーサーペント、そして深サ海ハ魚ギ人ン。

　緑の新約召喚──かつての暴イ君ドの素体となった三頭獣キマイラに、空の帝てい王おうたる疾竜ワイバーン。

　黄の新約召喚──光り輝かがやく電光妖精に、全身に強力な雷かみなりを宿した雷らい鳥ちよう。

　白の新約召喚──冷気をまとった幽妖精ゴースト、荒あら々あらしき二角獣バイコーン、そして霧氷の巨人フリームスルス。

　何百、あるいは千に及およぶかもしれない幻獣たち。

　空を飛ひ翔しようしながらこちらの様子をうかがう個体もいれば、氷海へと降りたってこちらを睨みつける個体もいる。

　中には、ミソラの知識をもってしても正体が覗うかがえない未知の幻獣さえも。

『真なる赤き実ネクのなる大樹サスが、世界の傷痕を広げるために発動させた新約召喚だ。時間が経たてば経つほどこの幻獣たちは際限なく増えていく。怖おじ気けづいたか？』

「……いいや」

　ゆっくりと首を横にふる。

　試ためすような口ぶりの天使の少女にも伝わるよう、ミソラは拳を堅かたく握にぎりしめた。

「やっとわかった気がしたよ。お前が背負ってたものの重さ」

『…………』

「前に俺が言ったこと、覚えてるか？」




〝俺は、俺にできる限りのことをやる。いいか、一度しか言わないから良く聞いとけ〟

〝俺は、お前たちのことだって助けてやるっつってんだよ！〟




「あの時誓ちかったことは噓うそじゃない」

　たった一体で戦い続けてきたフィオラミリス。

　彼女の戦っていたもの、守ろうとしていたものがようやくわかった。

　……十分だ。十分すぎる。

　……助けてやりたい。心からそう思える理由ができたから。

　目の前の次バ世イ代オ神テ生ス物タが一人ぼっちのまま戦っているのなら、いつだってどんな時だって等しく『＝イコール』で助けてみせる。

「それがオムニスの方程式。先生が教えてくれた世界最高の方程式だから」

『呆あきれた物好きもいたものだな』

　溜ため息いきで応じる金きん髪ぱつの少女。

　翼を一度おおきく羽ばたかせ、ふわりと宙へと身体からだを浮かせる彼女。

『先と同じ連れん携けいでいく。幻獣たちの襲しゆう撃げきの隙間をついて一撃を与あたえろ。お前の方程式オムニスで真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚が揺ゆらいだ瞬間、私が逆召喚で還かえす。あの大樹に生っている果実が尽つきるまで延々と。できるな？』

「時間はかけられないんだろ？」

『当然だ。真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚が続けば、それだけ世界の傷痕が拡大する』

　淡たん々たんとした口調の真天使フイオラミリス。

『先ほど観察者エルベルトは中セ央ン統ト合ラ樹ルでも大樹が顕けん現げんしていると言ったが、それはまだ不完全な状態での顕現だ。半はん透とう明めいか半具現化か。いずれにせよ、この空間の封ふう印いんが解けないかぎり、真なる赤き実ネクのなる大樹サスの完全な実体化は起こりえない』

「世界の傷痕が開ききる前に、あの不気味な大樹を叩たたけばいいってわけか」

『そういうことだ。もっとも見てのとおり、あれだけの護衛の数だ。そう簡単にネクサス虚像アバターへとたどり着くことはできないだろうがな』

　空を覆おおいつくす幻げん獣じゆうたちの軍勢。

　視界の端はしから端まで、まるで真なる赤き実ネクのなる大樹サスに忠誠を誓った騎き士し団のように、一列に並んでこちらを睨にらみつける幻獣たち。先の双オ頭ルのト魔ロ犬スのように、どの幻獣がどんな凶きよう悪あくな性能を秘めているかもわからない。

　対し、こちらは自分ミソラとフィオラミリスの二人だけ。

　どこまで抗あらがえる？　あの軍勢をすべて蹴け散ちらして、本当にネクサス虚像アバターまでたどり着くことができるのだろうか。

　……不安はある。

　……だけど、ふしぎと恐きよう怖ふはない。

　空中から、地上から。視界のすべてを埋うめつくす幻獣たちの咆ほう吼こうが、この閉へい鎖さ空間を震ふるわせる音の波は紋もんとなってこだまする。

『来るぞ』

「ああ。さあ、かかって来いよ。俺だって一歩も退ひく気はない！」

　空高く飛翔する神性幻想種フィオラミリス。

　そんな彼女の見守るなか、ミソラは氷こおり漬づけの海面を蹴って駆かけだした。

　──まっすぐ。

　無数の幻獣たちの軍勢のさらに先。

　すべての元げん凶きよう、世界破は壊かいの大樹だけをまっすぐ見み据すえて。




　　　　５




　もの悲しく鳴りひびく緊サ急イ警レ報ンに、逃にげまどう人の悲鳴と怒ど号ごうが唱和する。

　中セ央ン統ト合ラ樹ル。

　常じよう軌きを逸いつした大きさの大樹を窓ガラスごしに目撃し、研究者や事務員、そしてその場に訪おとずれていた学生や見学者たちが次々と建物の中から外の敷しき地ちへと走っていく。

　だが。

　外に飛びだした者たちが見たものは、敷地を縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ狂くるう幻獣たちだった。

　地鳴りを従えて闊かつ歩ぽする霧氷の巨人フリームスルスと隻眼巨人サイクロプス。

　上空では、奇き怪かいな雄叫おたけびを上げる金の翼竜ケツアルコアトルと火嵐鳥フアイア・バード。

　棟とうと棟とをつなぐ連れん絡らく路にも、行く手を遮さえぎるかのように十体近い幻灯騎士デユラハンが待ちかまえている。

「そこ、耳をふさいで地面に伏ふせて！」

　行く手を塞ふさぐ幻灯騎士デユラハンたちを前に、もはや悲鳴も出せずにいる事務員たち。

　彼らの隙間を縫ぬうように高速の疾走で駆かけぬけて。

「あんたらさっきから邪じや魔まなのよ！」

　太ふと股ももに固定したホルダーから三本の投ダ擲ー矢ツを同時に引き抜く。同時に、踵かかとを地につけて身体を一回転。その勢いをのせて放った京花の矢が、狙ねらい違たがわず幻獣に突つきささる。

　右みぎ肩かた、左足、そして腹部。

　爆ばく轟ごう。

　凄すさまじい爆音とともに拡散する衝しよう撃げき波はと熱エネルギー。未知の爆発を至し近きん距きよ離りで浴びてよろめく幻獣へと、さらに真しん紅くの炎翼竜ドレイクが上空から強きよう襲しゆうする。

「可愛かわいい禰鈴の炎翼竜ドレイク。さあ、その巨人を排はい除じよなさい」

　炎ほのおの息吹いぶき。

　京花の巻き起こした爆炎に、さらに重なる真紅の炎。灼しやく熱ねつの大気に包まれた幻灯騎士デユラハンが雄叫びを上げて……そのまま光に包まれて「向こう側」の世界へと還っていく。

「今のうち！　地下シェルターに避ひ難なんして、早くしないと次が襲おそってくるわ！」

　息を切らせながらも精せい一いつ杯ぱい声を振ふりしぼる。

　逃げ遅おくれていた最後の一人が地下シェルターの方へと走り去るのを確かめて、ようやく京花はほっと息を吐はいた。

「今のでいいのよね？」

「はい。その調子ですわ京花さん。新約召喚で現れた幻獣は一定時間が経つか、あるいは体力を使いきることで還っていきます」

　もの静かな様子でうなずく禰鈴。

「このあたりの一いつ般ぱん人は、みな避難できたようですわ」

「まだよ。中セ央ン統ト合ラ樹ルの人数から考えれば、まだまだ建物の中に逃げ遅れてる研究員たちがいるはずだもの」

　したたり落ちる汗あせを手の甲こうでぬぐい取る。

　京花の能力『99パーセントの水』による発はつ汗かん作用ではない。重反応加速アクセルの長時間使用による肉体負荷、それに幻獣との連続戦せん闘とうによるものだ。

　……全体の半分くらいが私の知らない幻想生物たち。

　……禰鈴このこが教えてくれなかったら、本当にどうなってたかしら。

　理装執行者シミユレーターが暴走バイオテスタを鎮ちん圧あつする際には、そのバイオテスタの詳しよう細さいな個体情報を事前に把は握あくした上で綿密な計画を立てるのが常識だ。

　一方で、幻獣にはその常識が通用しない。

　京花の知らない幻想生物──

　デタラメなほどの炎ほのお耐たい性せいや、京花の爆ばく弾だんを浴びても傷一つつかない鋼鉄の鱗うろこをもつ竜りゆう。さらにはダメージを与えても即そく座ざに回復してしまう巨人まで。

　だが何より京花を苦しめているものを挙げるとすれば、それは幻獣ではなく……

「京花さん、しかし体調は？　例の拒きよ絶ぜつ反応は軽くないはずです」

「平気よ。むしろさっきより断然いいくらい！」

　気を抜ぬけば意識ごと刈かり取られそうなほどの目眩めまいと頭痛。

　それに全身を蝕むしばむ倦けん怠たい感。

　身体が訴うつたえかける症しよう状じようを顔に出さず、京花は精一杯の作り笑いで禰鈴に応こたえた。

「ですが顔色が……」

「まだまだ動けるわ。あの上に生なってる不気味な実を潰つぶしていかないと、この症状も治らないんでしょ。なら頑がん張ばるしかないじゃない」

　体内に組みこまれたＮ因子の暴走と、それに対する身体の拒絶反応。

　そしてその原因は、目の前に顕現している不気味な大樹にある。

　……理由はよくわからないけど、禰鈴はそう言ってたわよね。

　……多分それは間ま違ちがっていない。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルを覆いつつむ半透明の大樹が突とつ然ぜんに顕現し、それと京花の症状がほぼ同時に起きた。ならばそこに何らかの関係があるというのは嫌いやでも推測できる。

　空っぽになった手でさらに投ダ擲ー矢ツを引き抜こうとして──

「……っ……く……」

「エリス!?　なにやってるの、ダメよ、動ける身体じゃないでしょ！」

　弱々しい吐と息いきと足音。

　ふり返ったそこには、血の気を失った義あ姉ねが自らの長ちよう刀とうを杖つえ代わりにして、よろめきながらも歩いてくる光景があった。

「────」

「……ばか！　ほら、みなさいよ」

　力を失って倒たおれる義姉が地面に激げき突とつする間ま際ぎわ、京花はその身体を抱だき上げた。

　驚おどろくほどに軽く、細身の身体。

　天才剣けん士しとして刀を自在に振り回す膂りよ力りよくと体力とが、普ふ段だんはどこに収まっているのか。こうして身体を支えて不思議に思うほど、義姉エリスの身体は華きや奢しやだった。

「なんで木こ陰かげから出てきたの。ここが戦闘状態だってことくらいわかるでしょ！」

「だからこそ……妾わたしは…………」

　消え入りそうな声のエリス。

　その言葉の続きを京花が促うながすより先、響ひびいたのは禰鈴の叫さけび声だった。

「京花さん！」

　ふっと視界が暗くなる。

　義姉を抱きかかえた京花が反射的に空を見上げた時には、すべてが遅おそかった。

　──金の翼竜ケツアルコアトル。

　翼つばさに毒々しい模様を浮うかべた翼竜ドレイクが、京花のすぐ真上まで。

　投ダ擲ー矢ツを準備する猶ゆう予よはない。かといって禰鈴の炎翼竜ドレイクでは、炎の吐息で京花たちをも巻きこんでしまう。

　逃げる？　どうする……？

　焦あせりからくる逡しゆん巡じゆんが思考を一いつ瞬しゆん遅おくらせる。

　間に合わない、エリスを抱かかえた京花がそう覚かく悟ごした刹せつ那な。




　黒の銃じゆう弾だんが、頭上に迫せまった幻獣を撃うち落とした。




　バイオテスタ鎮圧用50ミリ硬こう質しつゴム弾。

　獅し子しはおろか象さえ昏こん倒とうさせる威い力りよくを有する弾丸が、金の翼竜ケツアルコアトルを軽々と向こうまで吹ふき飛ばす。

　地に衝しよう突とつし、そのまま消えていく金の翼竜ケツアルコアトル。

「らしくない姿だな」

「……ええ…………とんだ、醜しゆう態たいを…………見せてしまい、ました……ね」

　自じ嘲ちようの笑えみをこぼすエリス。

　彼女の視線の先には、硝しよう煙えんを上げる自動拳銃オートマチツクを携たずさえたⅠ級理装執行者シミユレーターの男の姿。

「レイ様!?　あ、ありがとうございます……」

　無言でこちらを一いち瞥べつするレイベルト。

　そして。

「よく耐たえぬいた。胸を張っていい」

「え？」

　その言葉が自分に向けられたものであることを、京花はすぐには理解できなかった。

「個人差はあるが、おそらく全すべての理装執行者シミユレーターにＮ因子の拒絶反応が発はつ症しようしている。自身とて決して楽ではないだろうに。義姉を庇かばいながらこれだけの幻げん獣じゆうを相手に戦い、そして一般人の避難に全力をそそいできた。容易にできることではない」

「…………」

「もはや、優ゆう秀しゆうすぎる義あ姉ねと自分とを比べて卑ひ下げする必要もないだろう」

　淡たん々たんとした口調。

　けれどその言ことの葉は、何よりも優やさしく京花の胸の奥へと沁しみていった。

「中セ央ン統ト合ラ樹ルのエリアを突とつ破ぱした幻獣たちが、既すでに数百体という規模で第一衛星都市から第四衛星都市まで広がっている。これについては各拠きよ点てんに駐在ちゆうざいするすべての制圧機動隊と理装執行者シミユレーターとで迎げい撃げきさせる」

　白雲を突きぬけて蒼そう穹きゆうへと伸のびる大樹。

　頭上をうめつくす枝葉の先に実った蒼あおの果実から、今も次々と未知の幻獣たちが現れてはＳＩＲＥＮサイレン全域へと広がりつつある。その様子を睨にらみつけ──

「俺たちの使命は、この中セ央ン統ト合ラ樹ルで一体でも多く幻獣を撃げき退たいすることだ。幻獣の影えい響きようで、既に都市部では連れん鎖さ的な集団恐慌パニツクが発生している。もはや、こいつらを掃そう討とうする以外にＳＩＲＥＮサイレンの混乱は収める術すべはない」

　きびすを返す黒コートの男。

　ついてこい。その力強い振る舞まいが、何よりも雄ゆう弁べんにそう語っている。

「……いきなさい……京花」

「エリス？」

「あなたが……どれだけ理装執行者シミユレーターとして成長……したか、見てあげますから。くれぐれも……妾わたしに恥はじをかかせないでくださいね……」

　一瞬の微び笑しようをたたえるエリス。

　今にも消え入りそうなほど儚はかない声こわ音ねながら、あくまで凜りんとした口調を崩くずさずにそう告げる義姉。彼女に無言で頷うなずいて。

「任せなさいってば。二人分、戦ってきてあげる」

　京花は、力強く大地を蹴けった。

　……都市部で集団恐慌パニツク。

　……お願い、クラスメイトのみんなが無事でありますように。

　この場にいない学友たちのことを想おもいながら。
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　第三衛星都市・第10区画。

　学園研究機関アカデミーからの居住区への帰宅路で。

「わっ。もうこの道にも人がいない……」

　避難のために帰宅をいそぐ生徒や会社員でわきかえる通学路──そんな想像とまるで逆。ひと一人見あたらない公道を見わたして、奈々は小さく声を上げた。

　周囲の家屋からは明かりが消灯。

　まるで誰だれもが寝ね静しずまった真夜中のよう。ひっそりと、家の内部に隠かくれて息を殺すようにして緊サ急イ警レ報ンが止やむのを待っているのだろう。

「この道、あたしたちが最後かな」

『だ、だから先ほど交差点で制圧機動隊にも言われたではありませんか！　速すみやかに自宅へ戻もどるようにと！』

「う、うん。わかってるよブルちゃん」

　慌あわてた口調で諭さとしてくる拒魔犬シエパードに何度も首しゆ肯こうしてみせる。

　……あたしだって、わざと帰るの遅おくらせてるんじゃないもん。

　……ちゃんとそれなりの理由があったし。

　緊きん急きゆう避ひ難なん。これが不測の事態に起きうるものである限り、日ひ頃ごろどれだけ訓練を積もうとも逃にげそびれる者を零ゼロにすることは難しい。

「でもブルちゃんのおかげだよ。途と中ちゆうで迷子の女の子を見つけられたの」

『それはもう、我わが輩はいの鼻は一級品ですぞ』

　褒ほめられたこと自体は嬉うれしいのか、しきりに尻尾しつぽを振ふる犬型バイオテスタ。

「お母さん見つかるといいね。心配してるだろうし」

『そこから先は制圧機動隊の仕事ですぞ。あの娘こを彼らに引き渡わたすことができた時点で、ご主人は十分に為なすべきことをされました』

「うんうん。そうだよね、あとは制圧機動隊の人に任せよっか」

　早足気味に駆かけていく拒魔犬シエパードを追って小走り。

　通学路でもあり非常時の避難ルートでもある道を進み、拓ひらけた公園沿いを駆けていく。普段は親子連れでにぎわう場所も、今だけは人ひと影かげが見あたらない。

「あ……」

『こ、今度は何ですかご主人!?』

「ううん。何でもないの」

　少しだけ昔を思いだしながら、奈々は公園の植樹を見わたした。

　……あのベンチの隣となりの茂しげみ。

　……カルラちゃんを見つけたのが、ちょうどあの場所だったっけ。

　通つう称しよう『赤色標識レツドコード』として知られる竜りゆう人じんキリシェ。ＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタである彼女にカルラという妹がいる。

　それは今なお中セ央ン統ト合ラ樹ルさえ知らない情報だ。

　思い返せば今とよく似た状じよう況きようだった。

　史上唯ゆい一いつのΩオメガ指定種が第三衛星都市に侵しん入にゆうしたという報しらせが入り、都市全域で自宅避難の命令が下された。そんな自宅への帰宅途中、風か邪ぜをひいた幼い竜型バイオテスタを家に引き取ったことが、奈々と、そして竜人姉妹しまいとが出会うキッカケだった。

　と──

『お待ちくださいご主人。すぐそこの曲がり角に何者かおりますぞ！』

　軍用犬並に訓練された嗅きゆう覚かくを持つ犬型バイオテスタが、ぴたりと足を止めた。

『この匂においは我が輩たちの知っている……』

「え!?　ま、まさかカルラちゃんが!?　どこどこ！」

『カルラ？　はて、カルラとは。我が輩、あの竜人のことなど一言も申しておりませんが』

「……あ」

　きょとんとした面おも持もちで見上げてくる拒魔犬シエパード。

　考えていた思考が思わず口をついて出てしまったことに気づき、奈々は慌てて自分の口を両手で覆おおった。

「ご、ごめんねブルちゃん。何でもないの。それで、ええと匂いっていうのは」

『あれ奈々じゃない。まだ家に帰ってなかったの？』

　公園に面した曲がり角。

　大きな木立から姿を現したのは、青みのある透すきとおった肌はだをした少女だった。

　精せい霊れい型バイオテスタ『水精霊ウンデイーネ』の──

「ディーネ？」

　調理場用のエプロンを着こなしたディーネ。

　彼女のいうとおり、二人は今朝も学園研究機関アカデミーで出会ったばかりだ。

　ミソラとフィアが講義欠席ということを伝えるため、今日の朝わざわざ校舎までディーネがやってきたのは記き憶おくに新しい。

『あー、よかった奈々と会えて。ちょうど誰か知り合いいないかなって探してたの。もうあと数分探して無理なら諦あきらめようと思ってたんだけど』

「え？　もしかして、ディーネったら自分から外に出たの？　だ、ダメだよ。危ないよ。自宅避難の時にはバイオテスタだって家にいなきゃいけないのに」

『例外があるでしょ。避難を告げる緊サ急イ警レ報ンが鳴ってる場合でも、管理者にあたる人間を探しにいく場合には、バイオテスタは外に出かけて構わないってやつ。その例外が許されてるから、ブルちゃんだって奈々の足あし下もとにいるんじゃない』

「あ、そっか……」

『人間視点だと普ふ段だんは意識しない部分だもんね。でもバイオテスタ側の心境だと、緊サ急イ警レ報ンが鳴ってるのに主人が戻らないっていうのは結構深刻な問題なのよ？』

　苦く笑しようするようにディーネが肩かたをすくめてみせる。

『ね、ブルちゃん？』

『そう。そのとおりですぞご主人！　我が輩の気持ちも汲くんでくだされ！』

　ここぞとばかりに頷く拒魔犬シエパード。

　ブルちゃんは静かにしてて──足下の犬型バイオテスタを鎮しずめるために頭を撫なでてやりつつ、奈々はディーネの顔を見上げて。

「じゃあディーネも？」

『そう、それなのよ。こんな緊サ急イ警レ報ンが鳴ってる状態だっていうのにミソラともフィアとも連れん絡らくがつかないの。しかも二人が行くって言ってた場所が……アレだもん』

　水精霊ウンデイーネが指さす方角。

　その意味するところはふり返って確かく認にんするまでもない。緊サ急イ警レ報ンが鳴る前からも教室で嫌いやというほど騒さわぎになっていた、あの規格外に巨きよ大だいな樹きだ。

　中セ央ン統ト合ラ樹ル──

　ミソラとフィア、それに京花が講義を欠席してまで向かった場所。

　そしてその後に、あの不気味な大樹の顕けん現げんだ。ミソラたちの行動と関係がないと思う方が不自然だろう。

『音おと沙さ汰たが無いのはさすがに気がかりだもん。でも、もしかしたら学園研究機関アカデミーの方にはミソラから連絡が入ってるかもって思ったの。だからミソラの友達がいないかなって家の周りを探してたってわけ』

『フィアはともかく、あの原人なら多少のことは問題にならないのではないか？』

『わたしもそう思うんだけどねえ』

　難しげな表情で腕うで組ぐみするディーネ。

『なんか今回は嫌な感じがするの。特にあの意味不明なデカい樹……アレ、見てるとすごく気分が悪くなってくるのよね』

「気分が？」

　バイオテスタ獣じゆう医いを目指す奈々としては気になる発言だ。

　精霊型バイオテスタは、他ほかのバイオテスタと比べて知能が高い分、非常に繊せん細さいな精神構造を有すると言われている。わずかな環かん境きよう変化さえ敏びん感かんに感じとり、それを感情として表現できる。

　そんな水精霊ウンデイーネが何かを感じとった？

「ディーネ、それもう少し具体的に説明できそう？」

『そうねえ……』

　腕組みしたディーネが二の句を継つごうとした、その矢先──




　一発の銃じゆう声せいが、静せい寂じやくの大気を震ふるわせた。




『奈々、伏ふせて！』

　真っ先に動いたのはディーネだ。

　今までの飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きから一転、引き締しまった表情で周囲を見わたす。

「え……え？」

　何が起きたかわからない。

　その間にも立て続けに聞こえてくる発はつ砲ぽう音。

　さらには複数人の怒ど号ごうと、何かを求めるような叫さけび声。しかも場所はものすごく近い。向こうの十字路をこえた先か、あるいはもう一つ先の道路のどちらかだ。

『制圧機動隊の発砲でしょうね。でも何が──』

『待て！』

　公園を渡って向こう側の道路に向かおうとするディーネ。

　それを止めたのは拒魔犬シエパードの一いつ喝かつだった。

『行くなディーネ。その先に何かがいるぞ』

『制圧機動隊以外で？　なら、まさか暴走バイオテスタってこと？』

『わからん。わからんから止めている……何だこの匂いは……ご主人、そこはいけません。もっと後ろに！』

　道路の端はしまで後退しながらも、奈々もまた息を止めて公園の奥を見つめた。木立の陰かげに隠かくれているせいで奥までは見通せないが──

　カサッ、奥の茂みが微かすかに揺ゆれる。

　わずかな木こ漏もれ日に照らされて浮うかびあがったのは、奈々が見上げるほどの体たい軀くを持つ一体の巨人だった。

　鱗うろこ状に変質した体表は黄土色。

　全身の姿形は人間に近いが、より肥大化した筋肉によって上半身は盛り上がり、四本の腕うでにはそれぞれ棍こん棒ぼうのようなものが握にぎられている。

　だが、何よりの特とく徴ちようを挙げるとするならば、それは頭部にある隻せき眼がんだろう。奈々の知る幻げん想そう生物の中でも、隻眼の代名詞とも言える怪かい物ぶつといえば。

「隻眼巨人サイクロプス？　こんなバイオテスタが開発されてたなんて……」

『違ちがう！　こやつはバイオテスタではありません！』

　犬歯をむき出しにして吼ほえる拒魔犬シエパード。

　が、その咆ほう吼こうをもかき消したのは巨人の雄叫おたけびだった。

　大地に穿うがたれた足あし跡あと。

　公園の地面に荒あら々あらしい足跡を残して隻眼巨人サイクロプスが跳ちよう躍やく。全長四メートルはあろう巨体とは思えないほどの俊しゆん敏びんさで、軽々と民家の屋上よりも高く飛び上がる。

　そして、重力加速を得て落下。

　四本の巨きよ腕わんが握りしめる棍棒の、その標的となったのは──

『どいて奈々！』

　粉々に粉ふん砕さいされるアスファルトの舗ほ装そう路。

　巻き上がる土つち煙けむりで濁にごった視界の先で、ディーネに突つき倒たおされた奈々が目にした光景は、右手の肘ひじから先が消しよう滅めつした水精霊ウンデイーネの姿だった。

「ディーネ！」

『くっ……』

　地に落ちた自分の腕を拾うなり、それを切断面にくっつけるディーネ。

『ブル、奈々を連れていって！』

「ディーネ!?　なに言ってるの、ディーネも一いつ緒しよに──」

『私は後から行くよ。だいじょうぶ、死なない程度に頑がん張ばるだけ。水精霊ウンデイーネの回復力、知ってるでしょ？』

　水精霊ウンデイーネを構成する組織はそのほとんどが水分だ。人間のような痛覚神経も血管もなく、よほど粉こな微み塵じんにならないかぎりは再生可能。とはいえ、それは十分な時間をかけてのこと。数分で完治するほど都合のいいものではない。

　切断面にくっつけた腕も、完全に繫つながるのは早くて今晩。無理をすればすぐにまた千切れてしまうに決まっている。

「うそ……ディーネ、だめだってば！」

　奈々に背を向ける水精霊ウンデイーネ。

　一度千切れた右手を左手で庇かばい、隻眼巨人サイクロプスの一いち撃げきを巧たくみに誘ゆう導どう。空を切った棍棒が民家の壁かべを紙きれのように破は壊かいし、その先にあった電柱をも真っ二つに崩ほう壊かいさせる。

『ご主人！　いけません。あの怪物に近づいては！』

「やだ。やだよ！　ディーネ！」

　スカートに嚙かみついて無理やり後ろへと引っ張る拒魔犬シエパード。

　──滲にじむ視界。

　自分の無力さを痛感して？

　それとも親しいバイオテスタの窮きゆう地ちに対する不安？

　目にあふれる涙なみだは、何を想おもってのものだろう。あふれる涙の理由さえわからずに、ただただ胸の奥が空っぽになっていくような苦しさがあって……

　水精霊ウンデイーネの悲鳴。

　棍棒の一撃をかわしきれずに受けた衝しよう撃げきで、その身体からだが民家の壁へと叩たたきつけられる。彼女が身を起こす時間さえ与あたえずに隻眼巨人サイクロプスの足が迫せまり──

「奈々お姉ちゃん」

　……幻まぼろし？

　さっき思いだしていた過去を想起したのかとばかり思っていた。

　けれど。

「奈々お姉ちゃん、しっかりして！」

　自分の手をぎゅっと握る少女。

　翼つばさと尻尾しつぽを隠すための黄色いレインコートを羽織った、可愛かわいらしい面おも立だちの竜りゆう人じんが──




「バイオテスタを、舐なめるなよ」




　隻眼巨人サイクロプスの動きが止まった。

　ディーネを踏ふみつぶさんと振ふり下ろした足が虚こ空くうでぴたりと止まり、その巨体が小刻みに震えだす。

「誰だれに足を向けているか、理解しているか？」

　制服姿の少女だった。

　背中にまで届く黒くろ髪かみに、緑玉色エメラルドグリーンの双そう眸ぼう。

　外見から覗うかがえる年ねん齢れいは十七歳か十八歳だろう。凜り々りしくも美しい面立ちと、そして氷の白はく刃じんを思わせる双眸が印象的な少女。

　そして何より、その背中に顕現した巨大な一対ついの翼──

　隻眼巨人サイクロプスの全体重を乗せた足を、その片腕でこともなく受けとめる少女。

　いや、少女の姿をした最強の竜がそこにいた。

「理解できないなら、早々に私の前から消え失うせろ」

　暗色の翼から迸ほとばしる光。

　竜の雷かみなりが少女の腕を伝って隻眼巨人サイクロプスへと襲おそいかかり、その身を激しく焼きはらう。竜の激げき怒どそのものとも言える雷らい撃げきに、巨人が耐たえられたのは一いつ瞬しゆんだった。

『…………』

　足を振り下ろした姿勢のまま硬こう直ちよくし、光に包まれて消えていく黄土色の幻想生物。

　後に残ったのは──

　呆ぼう然ぜんとその様子を見上げるディーネと、本人である黒髪の少女のみ。

『あ、ありがと……？』

「型は違えど、次バ世イ代オ新テ生ス物タのよしみだ」
















　かろうじてそう口にするディーネに対し、淡たん泊ぱくな口調で答える少女。

　そんな彼女に。

「うわぁぁぁぁぁっっっん！」

「な、なんだ!?　ま、待て！　なぜ泣きながら抱だきついてくる!?」

「だ、だって本物だよね？　キリシェちゃん本人だよね。夢じゃないんだよね！」

　奈々は、竜人キリシェに抱きついた。

　両手で彼女をしっかり抱きしめて、涙の痕あとののこった顔をその胸むな元もとに押しつける。

「こわ……怖こわかったの……」

「？　何か怖がるようなことがあったか？」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふをうかべる竜人。

　──そう。

　──あの隻眼巨人サイクロプスを前にしても何一つ動じない。敵とすら感じぬほどに圧あつ倒とう的てき。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルが敗北を認めた唯ゆい一いつのΩオメガ指定種。

　最強のバイオテスタ『竜人』キリシェが、奈々の目の前に立っていた。

「と、とにかく……抱きつくのをやめろ！」

　ほんのりと顔を赤らめる竜の少女。

「それにカルラちゃんも……？」

「うん！　よかった！　奈々お姉ちゃん、カルラのこと覚えてくれてたんだ！」

　嬉うれしそうにしがみついてくるレインコート姿の竜人。

　……でもどうして。

　……なんで二人がここに？

　九死に一生を得たのは間違いない。けれど、一度は第三衛星都市を離はなれたはずの姉妹しまいがここに戻もどってきた理由がわからない。

『貴様ら、どうしてここに。……まさか、お前たちがこの緊サ急イ警レ報ンの犯人か！』

「緊サ急イ警レ報ン？」

　緊きん張ちようをはらんだ拒魔犬シエパードの問いかけ。

　けれど奈々に抱きついたカルラはその意味が理解できない様子で。

「ね？　キリシェお姉ちゃん、カルラの言ったとおりでしょ。奈々お姉ちゃん、ちゃんとカルラたちのこと覚えてくれてたよ。だからご飯の約束も大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「カ、カルラ！　なぜそれを先に言う！」

　立ち上がるディーネに手を貸していたキリシェが、顔を真っ赤にしてふり向いた。

「……ご飯？」

「な、何でもない！　私たちはただココを通りがかっただけだ。断じて──」

　きゅぅ。

　その可愛らしい空腹の音は、そう言いかけていた竜の少女のものだった。

「断じて？」

「だ、断じて……物もの乞ごいのために……来た…………わけでは…………」

　ますます恥はずかしげにうつむく竜人。

　たったいま鳴ったばかりの腹部を押さえるその姿を見て、奈々が思いだしたのは、自分が彼女に約束した一つの決め事だった。




〝もう二度と暴れたりしないで。お願いだから〟

〝約束ね？　もし次に来るときまで、あなたが約束守れたら、その時は────〟

〝ウチで、一緒に暮らさない？〟




　ご飯の約束。

　自分が別れ際ぎわに告げた何気ない一言を、この竜人の姉妹は覚えていてくれた。

　そして守ってくれていたのだ。

　……そっか。そうだよね、こんな緊サ急イ警レ報ンなんか関係ないよ。

　……単に二人ともお腹が空かせてただけ。本当にそれだけなんだ。

　奈々の居場所は、覚えていた匂においを辿たどってきたのだろう。

　隻眼巨人サイクロプスに襲われていたところに現れたのも、本当に偶ぐう然ぜん以外の何物でもない。

　どんなに緊きん迫ぱくした状じよう況きようも意に介かいさず、ただ「お腹が空いたから」という理由で自分たちの窮地にかけつけて、そして救ってしまう英えい雄ゆうめいたバイオテスタ。

　なのに、そんなすごいバイオテスタが自分の目の前で顔を赤らめている。そのことが、奈々には可お笑かしくてたまらなかった。

「あはは……ははっ……あはははっ！」

「な、なにがおかしい!?」

「ううん。嬉しいの。二人が、ちゃんとあたしの言ったこと覚えてくれてて」

　目の端はしにたまった涙をぬぐう。

　まだ頰ほおを赤らめたままのキリシェに伝わるよう、奈々は大きく頷うなずいてみせた。

「いいよ、ご飯たくさん作ってあげる。好きな食べ物があったら言ってね？」

「わ、私は別に……」

「ただ、あたしも一つだけお願いがあるの。どうしても頼たのみたいの！」

「私に？」

「あたしを、あそこに連れていって」

　天を衝つく巨きよ大だいな大樹。

　その根元、すなわちＳＩＲＥＮサイレンの中心たる中セ央ン統ト合ラ樹ル。

『ご主人!?』

『ちょっと奈々、なに言ってるのよ！』

　慌あわてて詰つめ寄ってくる拒魔犬シエパードと水精霊ウンデイーネ。

　心配そうに見つめてくるバイオテスタ二体へ、奈々は力強い笑え顔がおで応こたえた。

「大丈夫だよ。すぐ行って戻ってくるだけだから。ディーネも、ミソラとフィアちゃんの無事だけでも確かく認にんしたいでしょ？　あたしだって気持ちは同じだもん」




　　　　６




　中セ央ン統ト合ラ樹ルを彩いろどる赤と青。

　地上の芝生しばふを焦こがす火の粉が、炎ほのおの上昇気流とともに天上へと舞まい上がる。

　空へと噴ふき上がる赤。

　一方で、天上から舞い降りるのは蒼あおく輝かがやく氷の結けつ晶しようたちだ。冬妖よう精せいの息吹いぶきによって凍こおりついた水分が空中で凝ぎよう固こし、美しくも危険な氷雪となって地上へと降りそそぐ。

「お行きなさい、炎翼竜ドレイク」

　禰鈴の命に応じて翼を羽ばたかせる紅ぐ蓮れんの竜。

　轟ごうと唸うなる旋せん風ぷうを巻き起こし、無数の火の粉を従えて空へと飛ひ翔しよう。大樹の実から生まれた幻げん獣じゆうたちに狙ねらいをつける。

　だが。

　今まさに炎翼竜ドレイクが、空中で大きく姿勢を崩くずした。

「……なるほど。そうきましたか」

　冷静をつとめていた禰鈴が、初めてその表情を歪ゆがませる。

「炎翼竜ドレイクには炎翼竜ドレイクを。中々に周しゆう到とうですわね」

　交こう叉さする牙きばと牙。

　まるで生き写しのような紅蓮の巨竜が二体、激しく空中でぶつかり合う。

　一体は禰鈴が召しよう喚かんしたもの。

　もう一体は、今まさに真なる赤き実ネクのなる大樹サスの果実から召喚された幻獣だ。

「禰鈴、炎翼竜ドレイクを退かせろ。個体の性能が五分だとしても、お前の竜は戦い続けている。先に力を消しよう耗もうしきるのはこちらの方だ」

　ぽちゃん……。

　炎に包まれていたはずの大地にこだまする、水しぶき。

「水精霊ウンデイーネ」

　ネックザールの呼び声に応える精せい霊れい。灼やけ焦げた大地の裂さけ目からしみ出した水が凝ぎよう縮しゆくし、青く透すきとおった女性の姿を形づくった。

『────』

　両手を空へとかざす水精霊ウンデイーネ。

　噴き上がった水流が炎翼竜ドレイクの巨きよ体たいを絡からめとり、地上へと撃うち落とす。

「禰鈴、傷の具合は」

「ちょっとした火傷やけどですわ。慣れたものです」

　指先から手首にかけて出来た火傷の痕。

　肌はだがむけて赤く血が滲にじんだ部位をペロリとなめながら、禰鈴が微び笑しよう。

　──赤の新約召喚の代だい償しよう。

　新約召喚で呼びだす幻獣、そしてその幻獣が生みだす業火は、術者自身をも傷つける。

　もちろん禰鈴ほどの術者であれば熱量の調整は造作もない。

　……だが、それはあくまで格下を相手にする際の余よ裕ゆうの現れだ。

　……それができない。つまり、それだけ追い詰められていることの証あかし。

　真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚によって呼びだされる幻獣たちがそれほどまでに強く、そしてあまりに数が多すぎるのだ。

「お兄様こそ。自じ慢まんのローブがぼろぼろですわ」

「かすり傷だ」

　痛々しくローブに刻まれた爪つめの痕。

　今もじわじわと出血が続いている傷を肩かた、そして太ふと股もも、脇わき腹ばらに負いながら、兄は平然とした面おも持もちで妹にそう答えた。

「強がりはいけませんわ」

「俺の体力より、深刻なのは幻獣たちの方だな」

　ネックザールの左右を固めるのは水精霊ウンデイーネと大氷狼フエンリル。

　かたや稀き少しような精霊、かたや強力無比の強さを誇ほこる真しん獣じゆう。どちらも彼が絶対の信しん頼らいを置く仲間ではあるが、どんな幻獣にも力の限界というものがある。

　戦い続ければ消耗し、攻こう撃げきを受ければ弱まっていく。

　それが限界に達してしまえば精霊、真獣といえど「こちら側」に居続けることはできず、本来の世界へと還かえっていくだろう。

「どれだけ削けずった？」

「そうですわね。……十分の一ほどでしょうか」

　頭上を覆おおいつくす幻獣たちを見上げ、苦笑とも溜ため息いきともつかぬ声をもらす禰鈴。

　むろんこの場で戦っているのは二人だけではない。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルの護衛にあたる理装執行者シミユレーターたち、そして応おう援えんに駆かけつけた制圧機動隊も幻獣の迎げい撃げきに全力を尽つくしている。禰鈴とネックザールが相手した幻獣たちより、むしろ彼らが相手取っている幻獣の数の方が多いだろう。

　だが、それでも十分の一なのだ。

「禰鈴たちが総そう掛がかりで三体倒たおす間に、真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚で新しい幻獣が二体生まれる。ちょうどそのくらいのペースでしょうか」

「俺たちが全すべての幻獣を還すのが先か、力つきるのが先か。根比べだな」

　血の滲む脇腹に手をあててネックザールが頭上をあおぐ。

　その瞳ひとみに、いまだ揺ゆれることなき決意を秘めて。

「だが望むところだ」

「ええ、お兄様。禰鈴も退く気はありません。この戦いに尽くすこと。それがせめてもの、この世界の皆みな様さまに対する贖しよく罪ざい。我らの罪過のあがないなのですから」

　互たがいに背を預け、戦火に身を投じる兄妹きようだい。

　その姿を視界の端に捉とらえながら──

「気が合うわね」

　炎の上昇気流に自慢の赤毛をなびかせて。

　その両手に投ダ擲ー矢ツを握にぎりしめ、京花は行く手を塞ふさぐ幻灯騎士デユラハンめがけて大地を蹴けった。

　重厚な鎧よろいで着き飾かざった幻獣。

　くり出される突とつ撃げき鎗。

　……集中なさい京花。大だい丈じよう夫ぶ。絶対に絶対に避よけられる。

　……こんなのエリスの居合いと比べたら、止まって見える速度なんだから！

　駆かけぬけながら身をよじる。肩かた先さきを掠かすめていく鎗やりの先せん端たん。炎を宿した鎗に制服の生き地じが触ふれ、じゅっ、と音を立てて燃え上がる。

　鎗の切っ先に肌を抉えぐられる激痛。

　血が噴きだしていくのを感じながらも、京花はさらに前へと足を踏ふみだした。

「顔を洗って出直してきなさい！」

　鎧のつなぎ目に突つきささる投ダ擲ー矢ツ。

　その衝しよう撃げきに液状爆ばく弾だんが反応し、幻獣の鎧をも粉ふん砕さいする大爆発を引き起こす。だが、それだけでは終わらない。

「ふっ」

　呼気を吐はきだし、跳ちよう躍やく。

　狙いは上空を浮ふ遊ゆうする幽妖精ゴースト三体。いまだバイオテスタ化されていない幻げん想そう生物だが、この青白き幻獣が炎えん熱ねつを嫌きらうことは禰鈴から確認済みだ。

　──私の能力で弱点をつける。

　宙に身を躍おどらせて、投ダ擲ー矢ツを握った手を振ふり上げる。直後。京花と幽妖精ゴーストたちとの間に飛びこんできた幻獣がいた。

　炎の化身とも言うべき火嵐鳥フアイア・バード。

　京花の第二可逆生成パラダイム『99パーセントの水』による液状爆弾が効かない難敵だ。

「仲間を庇かばう算段ってわけ!?」

　振り上げた手の勢いは止められない。

　効果が薄うすいことを覚かく悟ごのうえで投ダ擲ー矢ツを投じる。その決意にいたる刹せつ那な、地上から聞こえたのは何よりも力強き声だった。

「構うな。後ろの幽妖精ゴーストにのみ集中しろ」

　銃じゆう声せい。

　レイベルトの放った黒の銃じゆう弾だんが、狙い違たがわず火嵐鳥フアイア・バードを狙そ撃げき。弱点を撃たれて消えていく炎の幻獣。残るは背後の幽妖精ゴーストのみ。

「──『99パーセントの水』発動、燃え上がりなさい」

　大地に着地する京花。

　その上空で、爆炎に包まれた三体の幻獣がまとめて光に包まれ還っていく。

「あ、ありがとう……ござい……ます」

「無理に喋しやべるな。息を整えることにのみ専念すればいい」

　両手に黒くろ塗ぬりの自動拳銃オートマチツクを携たずさえたレイベルト。とはいえ、そう告げる彼自身、普ふ段だんはまず見せることのない疲ひ労ろうを色いろ濃こく湛たたえている。

　Ｎ因子暴走による拒きよ絶ぜつ反応。

　そして長時間におよぶ重反応加速アクセルの連続使用。それも一向に収束するそぶりを見せない幻獣たちとの連戦だ。気を休める暇ひまもない。

「……あ、あの……各都市からの加勢は…………」

「過度な期待はできないだろうな」

　中セ央ン統ト合ラ樹ルからＳＩＲＥＮサイレン全域に浸しん透とうしつつある幻獣の襲しゆう撃げき。

　第一衛星都市から第四衛星都市まで、既すでにどの都市においても幻獣たちとの交戦が繰くり広げられていることは京花も知っている。

　加勢は来ない。その上で戦い続けるしかないのだ。

「まだ走れるか」

「いけます。まだまだ、ここからですから！」

　レイベルトに背を向けて走りだす。

　……太股が痛みで破は裂れつしそう。

　……重反応加速アクセル、私はあと何分保もたせられる？

　日常の訓練時間をはるかに超こえた長時間の加速疾しつ走そう。全身の筋肉が悲鳴を上げているのがわかっていてなお、走り続ける。

　巨大な影かげ。

　疾走する京花の真上を覆いつくす圧あつ倒とう的てきな殺気が迫せまってきたのは、その時だった。

　──凍れる巨人。

　全身に霜しもと氷の鎧をまとった殺意の化身。

「霧氷の巨人フリームスルス!?」

　重反応加速アクセルの加速に追いついてきた。

　その事実だけでも脅きよう威いだが、真に恐おそるべきはその静けさだ。重反応加速アクセルで空間認にん識しき能力を極限まで上げた京花が、すぐ後ろに接近されるまでまったく感知できなかった。

　無気配。

　だがその甲かつ冑ちゆうから覗のぞく眼光には、背筋を粟あわ立だたせる殺気が溢あふれている。

「……いいわ、来なさいよ！」

　相手が氷の鎧に身を包んでいるならば好都合、液状爆弾の炎熱が通用する。

　振り下ろされる氷の大たい剣けん。

　それを紙一ひと重えでかわし、先と同じくすれ違い際ぎわに投ダ擲ー矢ツで仕留める。脳のう裏りに描えがいた戦法どおりに大地を蹴って──

「なっ!?」

　足が動かない。

　自分の靴くつ先さきに起きた異常を理解し、京花は目をみひらいた。

　凍こおりついた地面。霧氷の巨人フリームスルスの全身から放出される冷気が地面を伝い、蜘く蛛もの巣す状に伸のびた氷の蔓つるが京花の靴から足首までを拘こう束そくしていたのだ。

「……なら、その氷の剣から！」

　氷でできた剣なら炎ほのおで破は壊かいするまでだ。

　ぞっとするほど鋭するどい切っ先めがけ、全身の力をこめて投ダ擲ー矢ツを放つ。銃弾にも迫る勢いで投げ放たれた矢が霧氷の巨人フリームスルスの剣に突きささる。

　炎えん上じよう。が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれながらも巨人の大剣は砕くだけない。

　爆発の衝撃が、氷ひよう塊かいの硬こう度どを上回れなかったのだ。

「そん……な……!?」

　足を氷の蔓に囚とらわれて動けない。

　そして必殺の一撃であるはずの投ダ擲ー矢ツさえ通じない。二重の不測事態による焦あせりが思考を蝕むしばみ、京花は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。立ちつくすしかなかった。

　氷の刃やいばが頭上に迫り──




「依い然ぜん、ツメが甘いですね京花」




　その切っ先が、宙を描く銀ぎん閃せんによって真っ二つに斬きり飛ばされた。

　大地に降りそそぐ氷の破は片へん。

　そして霧氷の巨人フリームスルスもまた、動きを止める。

「……エリス？」

「────」

　抜ぬき身の長ちよう刀とうを鞘さやへと収める銀ぎん髪ぱつの少女。

　剣を抜き、切り払はらい、そして収めるまでが一つの流れ。炎の哮たけりと幻げん獣じゆうの咆ほう吼こうとが飛び交かうなかであって、彼女の周りだけは水を打ったような静けさがあった。

「ですが、成長は見えました」

　微び笑しよう。

　どんな時であっても平静を崩くずさず、時に京花にとっては冷れい酷こくとさえ思える対応しかしなかった義あ姉ねが見せた……それは初めての柔にゆう和わな微笑ほほえみだった。

「強くなりましたね京花」

　そして、笑顔のままくずおれる。

　背後で光に包まれ還かえっていく霧氷の巨人フリームスルスを背景に。

「エリス!?」

　地面に手をつくことさえなくうつぶせに倒れた義姉へ、何もかも忘れて駆けよった。

「エリス、エリスってば！……なんで……なんでそんな無茶を……」

　動ける状態じゃなかったはずだ。

　走るどころか立つことさえできなかったはずなんだ。

　それを、彼女は気力だけで身体からだを奮い立たせた。一いつ瞬しゆんのみ強く輝かがやく線せん香こう花火のように。その後にどれだけの代だい償しようを要するかも承知のうえで。

「……少々……疲つかれ、まし……た……」

「喋らないで！　とにかく休める場所を──」

　うつぶせに倒たおれた彼女を抱だき起こす。そのまま背中に負って走りだそうとして、ようやく京花は自分の置かれた状じよう況きようを理解した。

「……どきなさいよ」

　周りを取りかこむ幻獣たち。

　一際巨きよ大だいな霧氷の巨人フリームスルスが倒れた地鳴りを聞きつけて来たのだろう。エリスを背負った京花へと、じわじわ距きよ離りを詰つめてくる。

「どきなさいって言ってんのよ！」

　時間がない。

　幻獣たちの群れの、ほんのわずかな隙すき間ま目がけて走る。焦ってる。冷静さを欠いている。それは京花自身が誰だれより自覚していた。後方のレイベルト、それにネックザールや禰鈴が何かを叫さけんでいるのも伝わってきた。

　けれど足は止められなかった。

　幻獣たちの包ほう囲い網もうが一気に狭せばまって、見上げるほど巨大な幻想生物たちが全方位から押し寄せる。その光景が視界を埋うめつくして──




「目め障ざわりだ」




　迸ほとばしる雷らい光こうが、すべての幻獣たちを薙なぎはらった。

　──絶ぜつ縁えん破は壊かい。

　実に三〇〇万ボルト。究極の絶縁体である大気の絶縁限界をも超えた放電により、この世界に存在する全すべての絶縁体が無む為いと化す。

「…………え？」

　光となって消えていく幻獣たち。

　背に義姉を抱かかえたままその場に立ち止まり、京花は何度も目を瞬またたかせた。

　目の前の光景が信じられない。

　自分を取り囲んでいた幻獣すべてが消えさって、目の前にいるのは。

「京花ちゃん！　無事でよかったぁぁぁっっ！」

「奈々？」

　しがみついてくる小こ柄がらなクラスメイト。

「え、ちょっと待ってよ。どういうこと、学園研究機関アカデミーに残ってたんじゃ──」

「心配で来ちゃった。だって……だって本当に心配だったんだもん。もう、だめだよ……あたしにばっかり心配かけさせて」

　えへへと涙なみだを指先でぬぐいさる小柄な少女。

「でもね、でもね、大だい丈じよう夫ぶだよ。すごく強い子が一いつ緒しよにきてくれたの」

「……待て。それはもしや私のことではないだろうな」

　奈々が指さす先。

　大人びた雰ふん囲い気きをもつ黒くろ髪かみの少女が、どこか呆あきれた表情で溜ため息いき。

　どこにでもありそうな白の学生服。

　だが一つ目を引くのは、その制服を突つきやぶって顕けん現げんした背中の翼つばさだ。鳥の羽のように羽毛に覆おおわれた可愛かわいらしいものではなく、もっと無骨で、もっと力強い。

　まるでそう。

　お伽とぎ話ばなしに出てくる竜りゆうという幻げん想そう生物の翼にそっくりな──

「え？　もちろんキリシェちゃんのことだけど？」

「……まったく都合のいい」

「でも、キリシェちゃん優やさしいんだもん。文句言いながらだって、あたしのこと背負って、ここまで飛んできてくれたし」

「…………」

　溜息混じりに天をあおぐ黒髪の少女。

　そんな彼女の姿に、京花は見覚えがあった。京花でなくても、ＳＩＲＥＮサイレンの理装執行者シミユレーターならば誰しもが一度は報告書の中で見たことがあるだろう。

　知らぬ者などいない。

　過去四年間、あらゆる理装執行者シミユレーターと制圧機動隊と、そしてＡ級バイオテスタを総動員して、なお捕ほ獲かくできなかった規格外の中の規格外。

　史上唯ゆい一いつのΩオメガ指定種──中セ央ン統ト合ラ樹ルをして事実上の敗北宣言を行ったバイオテスタ。

　ＳＩＲＥＮサイレン最強のバイオテスタ「竜りゆう人じん」。

「……赤色標識レツドコード？」

「そう呼ばれたこともあったな。なんだ、貴様は理装執行者シミユレーターだったのか」

　不敵な笑みでふり返る竜の少女。

　だが彼女はこちらを一いち瞥べつするや、すぐに頭上へと視線をそらした。

「ずいぶんと騒さわがしいな」

　独り言のようにそう口にする彼女の視線に釣つられて空を見上げ、京花は言葉を失った。

　空を埋めつくす幻獣たちの群れ。

　……噓うそでしょ。

　……いったい何百体いるっていうの。

　中セ央ン統ト合ラ樹ルにいる飛行型の幻想生物すべてが、この上空に集結しているのではないか。そう思わせるほどの軍勢。

「京花さん、エリスさんを背負って早くこちらへ！」

　遥はるか背後から響ひびく禰鈴の声。

「そこにいるのは……バイオテスタ？　ですが、たった一体。それもただのバイオテスタの加勢だけでは、この数の幻獣を相手にするのは──」

「人間」

　竜の少女の一いつ喝かつが、禰鈴の言葉をかき消した。

「お前は、この私を誰だと思っている」

「……え？」

　竜人の翼から、全身から、先をも超こえる放電が放たれる。

　何より気高く力強い光──それを、その場の皆みなが認にん識しきした時には、既すでに大気そのものが超ちよう大規模のプラズマの気流によって覆われた後だった。

　竜人キリシェが右手を天上へ。

　そして、たった一言。
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　竜の息吹いぶき。

　赤色標識レツドコードの全身から放出されたプラズマ流が実にセ氏一万度を越こえる熱波となり、秒速四〇〇〇メートルという桁けた外はずれの暴風と化して吹ふき荒あれた。

『もっとも小さき支配者』

　竜人を最強のバイオテスタたらしめる、自由電子の支配という特性。

　そして、その秘ひ奥おうこそがプラズマ生成。

　最大半径三百メートル圏けん内ないの気体において、あらゆる物質が陽イオンと電子とに乖かい離り。その空間に超高熱を帯びたプラズマの乱気流を具現化させる。

　知覚不可能。回かい避ひ不可能。そして防ぼう御ぎよ不可能の超高熱。

　すなわち太陽風。

　気流を浴びた地面のアスファルトが、一瞬にして白い煙けむりへ。中セ央ン統ト合ラ樹ルに並ぶ建物の壁へき面めんさえ音を立てて沸ふつ騰とうし、その表面が蒸発してすり減っていく。

　息吹が過ぎ去ったその後に──

「……うそでしょう……バイオテスタが……こんな、真しん獣じゆう以上の力を…………」

　呆ぼう然ぜんとした禰鈴の呟つぶやき。

　そう。竜の息吹が過ぎ去った後に、天上を覆っていた幻獣たちは一体残らず、淡あわい光に包まれて消え去っていた。

「キリシェちゃんてばやっぱりすごい！　すごすぎるよ！」

「だ、だから抱だきつくな！……ああもう、これで以前の借りは返したからな」

　赤色標識レツドコードと称しようされ恐おそれられた竜型バイオテスタに抱きつく奈々。

　そして抱きつかれた竜の少女はといえば、ぎこちない仕草で顔を横にふりながら、その表情は意外にもまんざらではなさそうだった。

「手間が省けたな。時間の短縮ができたのは僥ぎよう倖こうだ」

　地上に残った幻獣たちを、その双そう銃じゆうで牽けん制せいするレイベルト。

「総員、地上に残った残党の掃そう討とうだ。並行して避ひ難なんした一いつ般ぱん人の安全確認を行う」

「ま、待ってレイ様！　あの大樹は……？」

　半はん透とう明めい化かのまま残った不気味な大樹。

　新約召しよう喚かんによって果実から幻獣が現れる現象はさすがに尽つきたように見えるが、元げん凶きようである大樹は依い然ぜんとして顕現したままだ。

「理装執行者シミユレーターとバイオテスタはＮ因子施せ術じゆつによって力の恩おん恵けいを受けている。その根源である真なる赤き実ネクのなる大樹サスには抗あらがえない。あとは、奴やつに委ゆだねるしかないな」

「……委ねる？」

「心当たりがあるだろう。Ｎ因子施術を受けた理装執行者シミユレーターではない人間で唯一、理装執行者シミユレーターと同じ能力を持つ奴が。あいにくこの場にはいないがな」

　よどみなく告げる黒の理装執行者シミユレーター。

　その後を継ついだのは──

「そしてもう一体。全てのバイオテスタの中で唯一、Ｎ因子による強化ではなく真天使フイオラミリスを宿すことで生まれた天使がいる」

「真なる赤き実ネクのなる大樹サスに対たい抗こうできる、世界でたった一人と一体。そういうことですわ」

　ネックザール、そして禰鈴。

　かつて福音機関に所属していた兄妹きようだいは、どこか懐なつかしむような口調でそう言った。







　　　フェーズ５　「傷きず痕あと、真天使、そして──」







　真なる赤き実ネクのなる大樹サス──

　それは、数多あまたの並行世界に根を伸のばして成長する世界破は壊かいの次世代神生物だ。

　大樹の本体そのものは既に枯れている。

　だがそれで終わりではなかった。「こちら側」の世界にも侵しん食しよくしていた根は、真天使フイオラミリスに封ふう印いんされながらも成長を続け虚像アバターへと変異を遂とげていた。

　それがミソラの目の前にそびえたつ、この大樹だ。

　ネクサス虚像アバター。

　樹きの高さは何千メートルあるのか目測さえも難しい。海を真っ二つに分けた亀き裂れつの向こう岸からミソラが見上げて、なおも樹の頂点が映らない。

　……枯れ果ててる。まるで生気を感じないのに。

　……何なんだよ、この嫌いやな緊きん張ちよう感かんは。

　畏い怖ふさえ覚える絶対的な神性。

　新約召喚で呼びだされた真獣やどんなバイオテスタにもない神こう々ごうしさが、目の前の大樹から伝わってくる。なかば夢ゆめ心ごこ地ちのなかでもそう感じる。

　そして──

　意識を取りもどした時、ミソラは、全身に裂れつ傷しようを負って仰あお向むけに倒たおれていた。

『ミソラ！』

　反はん響きようするように伝わってくるフィオラミリスの声。

　……なん……だ……？

　……いま、俺は何を受けたっていうんだ。

　口の中にたまった血を吐はき捨てる。

　額から流れおちる汗あせをぬぐったつもりの手の甲こうには、汗ではなく鮮せん血けつが付着していた。左ひだり肩かたから右の脇わき腹ばらにかけて袈け裟さ斬ぎりにされたような裂傷。大きくはないが、制服の生き地じがことごとく裂さけてしまっている。

　いや、制服の繊せん維いそのものが崩ほう壊かいしていると言った方が適切だろう。

『真なる赤き実ネクのなる大樹サス……この忌いま々いましき世界破壊の大罪者が。枯れ果てた虚像アバターとなりながら、まだ進化を続けるか』

　いつの間にか地面に降りたっていた彼女。

　自分と同じく、額から足先まで無数の裂傷を負った姿で──

「フィオラミリス、その傷!?」

『私より自分の身を案じろ。この身体からだはアナスタシアの創つくった天使型バイオテスタのもの。生命維い持じ能力は人間よりも遥かに高い。とはいえフィアに悪いことをしたが』

　血ち糊のりで額に張りついた前まえ髪がみを、無感情な仕草ではらいのける真天使フイオラミリス。

　そんな彼女の見下ろす先で立ち上がる。

　全身が小刻みに痙けい攣れんするせいで、気を抜ぬけばすぐにも姿勢を崩くずして倒れかねない。

『あの洗礼を浴びて、よく意識を取りもどしたものだ』

「いま、俺は何をされたんだ……」

　倒れるまでの記き憶おくがまるで残ってない。

　……俺は、襲おそってくる幻げん獣じゆうたちと戦っていたはず。

　……地平線を埋うめつくす数の大海蛇シーサーペントや二角獣バイコーンを、片かたっ端ぱしから相手どって。

　真なる赤き実ネクのなる大樹サスの新約召喚に干かん渉しようするのは容易ではない。

　まずはミソラが幻獣たちの注意を引きつけつつ、先制の一いち撃げきを与あたえる。世界の傷痕を「癒いやす」方程式オムニスの能力によって新約召喚の扉とびらが揺ゆらぐ。その一いつ瞬しゆんを逃のがさずフィオラミリスが追撃して、幻獣たちを還かえしていく。

　その連れん携けいが功を奏した。そう感じた矢先に、意識も状じよう況きようも何もかもが吹き飛んだのだ。

　……しかも俺やフィオラミリスだけじゃない。

　……あんなに沢たく山さんいた幻獣たちが一体残らずいなくなってる？

　凍こおりついた海と空だけがどこまでも続く世界。

　この場に立っているのはミソラとフィオラミリス、そしてネクサス虚像アバターのみ。

『奴は、世界破壊の次世代神生物だ』

　生気のない大樹を指さす彼女。

　褐かつ色しよくに染まった幹は乾かわき、表皮がはがれ落ちている。枝の先につけた葉もまた茶色に染まり、活力を感じさせる新緑色の葉は一枚とて見あたらない。

『あの姿ではあるが、ネクサス虚像アバターは確かに生きている。いや、今も成長を続けていると言った方が正しいか』

「……それで？」

『世界破壊の力の一いつ端たんで、この閉へい鎖さ空間そのものを破壊された。あのようにな』

　凍りついた世界。

　見上げた蒼そう穹きゆうに、まるで硝子ガラスが割れたように無数の亀裂が入っていた。

『その力の余波が波は紋もんのように拡散した。私たちはそれを浴びたというわけだ』

「……周りの幻獣たちも一いつ緒しよにか」

　世界破壊の衝しよう撃げき。その力はミソラやフィオラミリスだけに留とどまらず、閉鎖空間にいるすべての幻獣たちをも薙なぎ払はらったのだ。

　ゆえにミソラが意識を取りもどした時には、幻獣が一体残らず消えていた。

「だけど、今ならあの大樹しか──」

『もう一度すべて召喚し直せばいいだけの話だ』

　真天使フイオラミリスの一言。

　まるでその言葉を待っていたかのように、大樹の枝葉の先に実った蒼あおき果実から、目を眩くらませるほどの輝かがやきがあふれ出した。

「……無む尽じん蔵ぞうね」

『世界の傷痕が完全に開ききるまで新約召喚を続ける。わかりきっていたことだ』

　ミソラが息を整えている前で。

　地上では赤獅子マンテイコア、二角獣バイコーン、幽妖精ゴーストそして双オ頭ルのト魔ロ犬ス。

　天上には雷らい鳥ちよう、炎翼竜ドレイクそして疾竜ワイバーン。

　強力な幻獣たち。真獣と呼ばれる最強格のものさえ、それがまるで有う象ぞう無む象ぞうの個体であるかのように次々と召喚されていく。

「……止めるには、何としてでもネクサス虚像アバターそのものを叩たたけと」

『そういうことだな』

　獣けものの哮たけり。

　大気を震ふるわせる咆ほう吼こうを引き金に、視界を埋めつくす幻獣たちが一いつ斉せいに進軍を開始した。突とつ破ぱする。一歩でも足が前に動くかぎり抗い続けるしかない。

「やってやるさ、さっきと同じ連携で──」

『────』

「……え？」

　隣となりに立つ少女の異変に気づいたのは、その時だった。

　ただの一言も発することなく。

　目を閉じた真天使フイオラミリスが、その場で、まるで糸が切れた人形のようにくずおれた。

「フィオラミリス!?」

　ミソラが支えなければ、そのまま氷の地表へと倒れきっていただろう。それほどまでに、彼女の身体からは一いつ切さいの力が抜け落ちていた。

　……だけど、どうしてこんな急に。

　……力を使い果たした？　いや、でもさっきまで戦ってた時は余よ裕ゆうがあったはず。

　前衛がミソラで、後衛がフィオラミリス。

　幻獣たちの牙きば、そして放たれる炎ほのおの吐と息いきの矢や面おもてに立っていたのはむしろ自分の方だ。

　ミソラの知るかぎり幻獣を還すことも造作ないそぶりだった。

　……だとしたら何だ。

　……この神性幻想種フイオラミリスが力を使い果たすような場面があるとすれば。

　それは──




〝あの洗礼を浴びて、よく意識を取りもどしたものだ〟




　記憶に突つきささった彼女の言葉。

　ミソラが咄とつ嗟さに想起したのはその一言。だがそれを起き爆ばく剤ざいに、さながら一つの化学反応から次々と新しい反応が連れん鎖さするがごとく「ある予感」が組み上がっていた。




〝私より自分の身を案じろ〟

〝この身体はアナスタシアの創った天使型バイオテスタのもの。生命維持能力は人間よりも遥はるかに高い。とはいえフィアに悪いことをしたが〟




　ネクサス虚像アバターから放出された世界破壊の衝撃。

　それを受けて自分ミソラは一瞬意識を失った。その衝撃波を知覚できず、実際に浴びて倒れた後でさえ何が起きたか理解できなかった。

　それは、同じくその力を浴びた幻獣たちも同じはず。もし反応できていれば、真しん獣じゆう級の個体ならば数体残っていてもおかしくない。しかしそれも適かなわず一体残らず消え去った。

　唯ゆい一いつそれに反応できたのが真天使フィオラミリスただ一体。

　だが──

　ネクサス虚像アバターの力を察知できたにもかかわらず、彼女もまた傷ついていた。

　反応はできたが防ぼう御ぎよできなかった？

　否いな。仮にもかつて大樹を封印した真天使フイオラミリスが、事前に反応できた攻こう撃げきに対して防御行動をとれないわけがない。

　だとしたら、なぜフィオラミリスは傷ついている？

　……防御できたはずなのに、彼女は防御行動をとらなかった。それはなぜ？

　……防御しなかったのではなく、何かの理由でできなかった？




〝いつの間にか地面に降り立っていた彼女〟

〝自分と同じく、額から足先まで無数の裂傷を負った姿で──〟




「まさか……！」

　抱だきかかえた少女を見つめ、ミソラは無意識のうちに息を吞のんでいた。

　考えられることはただ一つ。

「フィオラミリスお前……俺を……さっきの衝撃から庇かばってたのか!?」

　見上げるほどの巨きよ体たいを持つ竜りゆうや獅し子し。

　人間より遥かに強大で圧あつ倒とう的てきな耐たい久きゆう力の幻獣たちが一体残らず還っていく。それほどの破は壊かいの力を浴びて、人間である自分が無事であるはずがないのだ。

　こんなすぐに意識など戻もどらない。

　かろうじて立つことができるような状況になど、あるわけがない。

　では、なぜ自分は無事だったのか。その答えはあまりに簡単で残ざん酷こくだ。

　──あの瞬間。世界破壊の力の波を前にして。

　──フィオラミリスは我が身を盾たてにして自分ミソラを庇った。

　だからこそ。

　空中を飛んでいたはずの彼女が、ミソラが意識を取りもどした時には地上にいたのだ。

「フィオラミリス！」

『笑えるくらいに……脆ぜい弱じやくだな……この身体、は…………』

　弱々しく呼吸をくり返す少女。

『……アナスタシア、なぜ私を……生物の器うつわに召しよう喚かんした……神性幻想種としての力が封ふうじられてしまうこと……貴様なら理解していたはず……ではないのか』

　神性幻想種フィオラミリス。

　彼女本来の力であれば、今の世界破壊の波動をも無傷で防ぐことはできただろう。

　だが今は違ちがう。次バ世イ代オ新テ生ス物タの身体に宿った彼女は、本来の力の大半が封じられている状態なのだ。

　自分ミソラを庇うには、我が身を盾とする以外の手段が彼女にはなかった。

「どうして──」

『勘かん違ちがいするな……お前の為ためではない。私が……こうしたのは……フィアがいるからだ。お前を見捨てたらフィアが悲しむ……から……』

　こちらの手をはねのけて身を起こす金きん髪ぱつの少女。

『私に……構うな。目の前の相手だけを見ろ』

「なに言ってんだ！　その身体でなにができるっていうんだよ！」

『状況など関係ない。この大樹ネクサスを止めることが……私の天命だから……』

　背中を大きく上下させて呼吸をくり返す真天使フイオラミリス。

　大量の出血と傷。一個の生物として感じる「痛み」と「疲ひ労ろう」。それは彼女がフィアの身体からだに宿る前には経験したことのない苦しみのはず。

　それでもなお、フィオラミリスは倒たおれることを是ぜとしなかった。

『神性幻想種としての私は、本来、真なる赤き実ネクのなる大樹サスの対ついとして生まれた存在だ。並行世界間に根を伸のばして侵しん食しよくする大樹ネクサスに対し、その並行世界の均きん衡こうを守る調律者。私だけが唯一、力のすべてと引き替かえに大樹ネクサスを対消しよう滅めつさせる力を授さずかった』

　フィアの身体に宿ったことでその能力が使えなくなったとしても、使命を遂すい行こうすることに変わりはない──いまだ衰おとろえぬ少女の眼光が克こく明めいにそう告げている。

『理解したかミソラ。だから、これは私の宿命だ。私があの大樹ネクサスを封ふう印いんする』

「……ああ、よくわかったよ」

『ならば』

　言いかけたフィオラミリスが全すべてを言い終えるより先。

　重い身体を奮い立たせ。

　ミソラは、傷ついた天使を背に、氷の大地を蹴けって駆かけだした。

「お前を、真なる赤き実ネクのなる大樹サスと戦わせちゃいけないことがよくわかった」

『なっ!?』

　全てを理解した。

　ようやく、あの日の師が見ていた地平を垣かい間ま見みることができた。そんな気がした。




〝ねえミソラ、私から最後に一つだけお願い。あなたに守ってほしい女の子がいるの〟

〝一人ぼっちの天使そのこを、どうか助けてあげて〟




　四年前の別れの日。

　自分にそう残して去っていた師の言葉の意味、それは──

「フィオラミリスを止めたかったんだ。そうだろ先生？」

　師が、真天使フイオラミリスをフィアの身体に宿したことにはやはり意味があったのだ。

　それはフィオラミリス自身を救うこと。

　もしもフィアという天使型バイオテスタと融ゆう合ごうしていなければ、真天使フイオラミリスは自らの能力を発動し、自らを犠ぎ牲せいに、真なる赤き実ネクのなる大樹サスとの対消滅を実行していただろう。

　一切の躊ちゆう躇ちよなく。

　……先生はそれを止めたかったんだ。

　……そんな自己犠牲を見過ごせる人じゃない。

　だから見いだした。

　一人ぼっちの天使に代わって真なる赤き実ネクのなる大樹サスを止められる者を。

　アナスタシアの後こう継けい者しやを。

「お前は、オムニスの方程式を知ってるか？」

　氷の大地を跳ちよう躍やくする赤獅子マンテイコアと、少年が対たい峙じした。

　牙をむき出しに飛びかかってくる赤獅子マンテイコア。振ふり下ろされる爪つめめがけ、ミソラは左ひだり腕うでの拳こぶしを迷うことなく突きだした。

「世界で一番偉い大だいな先生が、俺に教えてくれた方お程し式えだ」

　少年と幻げん獣じゆうとが交こう叉さして。

　幻獣の爪が引き裂さいたのは少年ではなく、彼が左腕に嵌はめた制御環アクセスキーだった。
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　光が生まれた。

　ミソラの足あし下もとを中心に、極ごく彩さい色しきに輝かがやく光の円えん環かん。

『……やはり、その光は旧約召喚の世界門か！』

　その正体は、光り輝く極小の文字が無数に連なることで環わを成したもの。

　神秘的に輝く文字が光の円環となって虚こ空くうへと浮うかびあがっていく光景を臨み、擦かすれた声でフィオラミリスがそう呟つぶやいた。

『私と同じ力。世界に傷きず痕あとを生みだすことなく、神性存在としての力を代だい償しように発動する。つまりバイオテスタ「方程式オムニス」の正体は……』

　師アナスタシアが完成させた最後のバイオテスタ。

　すべての次バ世イ代オ新テ生ス物タには、その原存在モチーフとなる幻想生物がいる。ならばバイオテスタである方程式オムニスにも原存在モチーフがいなければならない。

　だがそれは今まで誰だれにもわからなかった。しかしそれも当然だろう。

　なぜならば、その原存在モチーフとなったものは──

『次世代神生物ネクサスを原存在とした次世代新生物！　それがミソラに授けたお前の希望か、アナスタシア！』

　世界の傷痕を生みだす大樹ネクサス。

　その大樹ネクサスより生まれし、世界の傷痕を癒いやす「神のしずく」。

　大樹ネクサスが人類に新約召喚を与あたえたかわりに、方程式オムニスはそれを逆召喚する力を少年ミソラに授けた。

　大樹ネクサスが人類にＮ因子を与えたかわりに、方程式オムニスはそれに匹ひつ敵てきする力を少年ミソラに授けた。

「待ってろフィオラミリス、それにフィア」

　天上から強きよう襲しゆうする何十体という二角獣バイコーンと疾竜ワイバーン。さらに目の前に立ちはだかる三頭獣キマイラと霧氷の巨人フリームスルス。

　無数の幻獣たちを前に、ミソラは宣言した。

「この大樹を俺がぶっ潰つぶして、ぜんぶ終わりにさせてやる！」

　方程式オムニスによる重反応加速アクセルの無限界行使。

　そして実行されるＡＴＰの無む尽じん蔵ぞう生成、筋組織の増強。

　さらに全神経系の刺し激げき伝導速度さえ無限の加速にいたった時、全感覚器から脳への外界情報、そして脳からもたらされる命令伝達時間は限りなく「零ゼロ」に近づいていく。

　無限のＡＴＰ生成と、限りなく零まで圧縮された神経伝導時間ロスタイム。

　これがもたらすものは、すなわち理論上無限の加速疾しつ走そうだ。

　消失する少年の姿。

　人間のソレを圧倒的に上回る反応速度を持つ三頭獣キマイラが、その三つ首ともにミソラの姿を追い損そこねる。天上の幻獣、地上の幻獣たちの全てがミソラの加速を認にん識しきするより先、ミソラは無数の幻げん想そう生物たちの間を駆けぬけていた。

　そして、消えていく。

『あの時の連れん鎖さする逆召喚か……！』

　フィオラミリスの見守る前で、ミソラの触ふれた幻獣たちが一いつ瞬しゆんの余よ韻いんを残して光となって消えていく。幻獣に干かん渉しようする能力でなく、召喚に干渉する能力でもない。世界を連結する傷痕そのものを癒すことで、全ての新約召喚を初期化する力。

　その力の根源は、ミソラの足下に生まれた旧約召喚の円環だ。

　──極ごく小しようの輝く文字で形成された光の環。

　その光に触れた幻獣が、光に包まれて還かえっていく。

　血しぶき。

　それはミソラの太ふと股ももと、そして皮ひ膚ふの破けた拳から生まれたものだった。皮膚の表面からにじみ出た血が、その超ちよう加速によって煙けむり状の気体となって後方へと吹ふき飛んでいく。

　……肉体の崩ほう壊かいを意味する加速の限界突とつ破ぱ。

　……意識が遠のいていく。

　それでも止まらない。霧氷の巨人フリームスルスの氷の鎧よろいを拳でたたき割り、巨人が倒れるのを見届けることなくその脇わきを突破。無数の雷らい鳥ちようが集結して生みだす電結界へと迷わずとびこみ、その高熱の電場を走りぬける。

　肌はだが焼きつく激痛を感じながらも、止まらなかった。

「ネクサス虚像アバター、待ってろ……」

　ほぼ無意識ながらも拳をふりあげて、頭上から迫せまる疾竜ワイバーンの尾おを逆に打ちすえる。

　ミソラが触れたもの。

　ミソラの足下で輝く光の環に触れた幻獣たちが連鎖的に消滅していく。

　まず一体が光の環に包まれて逆召喚。その光に触れた周囲の四体が同じく光の環に覆おおわれて消滅、さらにその光に触れた十六体が消えていくといった具合にだ。

　十六体の送そう還かんが六十四体の送還を誘いざない、さらに六十四体の消滅が二百五十六体の送還を発動させる。

　進化の分岐えだわかれを示す系統樹さながらの超ちよう連れん鎖さ的干渉。

　フィオラミリスの言葉を借りるなら、世界連結で生まれた世界の傷痕が消滅することで、結果的に幻獣たちもまた本も来との世界に還っていく。

　そして──

「どう……だ……よ……たどり着いたぜ？」

　その場に膝ひざをつきそうになるのをかろうじて堪こらえ、ミソラは背後のフィオラミリスへとふり向いた。

　ミソラと彼女とを遮さえぎるものは何もない。そう、大樹ネクサスによって召しよう喚かんされたすべての幻獣たちが今、方程式オムニスの光に触れて本来の世界へと還っていった。

『勝手な真ま似ねを……本当に、呆あきれた奴やつだ』

　もはや溜ため息いきしかでない。

　そんな呆れ笑いを口元に湛たたえ、不安定な足取りながらフィオラミリスが歩いてくる。

『二度におよぶ大規模な新約召喚と、世界破は壊かいの波動。もはやこれ以上コイツの力は残っていまい。外見どおりの有様だ』

　枯かれ果てた大樹。

　褐かつ色しよくに染まった幹は乾かわき、表皮がはがれ落ちている。枝の先につけた葉もまた茶色に染まり、活力を感じさせる新緑色の葉は一枚とて見あたらない。

　ピシリッ

　音を立てて砕くだけていく大樹。まず最初に乾いた木の葉が落ちていき、次に葉をつけていた枝が千々となって砕けて虚空に消えていく。

　最後に残った大樹の幹も、大きく縦に走った亀き裂れつから二つに裂けていく。

　終わりだ──

　そう呟きかけた矢先。

　ミソラの全身を、突とつ如じよ、かつて経験したことのない輝きが照らしだした。

　風のように全身を打ちつける光。

　気の遠くなるような眩まぶしさを感じながらも、瞼まぶたを閉じることさえ許さない輝き。

　それは光の姿をした「波動」そのものだった。

『なるほどな……』

　そう呟くフィオラミリスの声が、震ふるえていた。

『それがお前の求めた進化の、その最果てというわけか』

　砕けちった大樹の欠片かけらを無造作に踏ふみくだいて歩いてくる者。

　それは──




〝可か憐れんな女ひ性とだった〟

〝瑠璃ラピスラズリのように蒼あおめいた輝きをはなつ長ちよう髪はつに、美しくも慈じ愛あいと優やさしさを感じさせる相そう貌ぼう〟

〝白を基調とした、まるで巫み女こが羽織るような神聖な衣い装しようもあいまって、少年の目から見た彼女はどこまでも気高くそして神秘的だった〟




　四年前。

　自分と別れた時から何一つ変わらない女性の姿。

「……先生」

『違ちがう。あれはネクサス虚像アバターのなれの果てだ』

　世界に根を張り進化し続ける次世代神生物。

　その終しゆう焉えん──

『次世代神生物が、自らの進化の終点に、怨おん敵てきたるアナスタシアへと行きついた。皮肉なものだな。そして……皮肉だが最悪の選せん択たくだ』

　翼つばさを広げる真天使フイオラミリス。その身体からだが宙に浮く寸前、足先が氷の表面に触れた恰かつ好こうで、フィオラミリスの動きが凍こおりついた。

『…………っ……は……』

　少女の腹部に深々とつきささる肘ひじ。

　アナスタシア。否いな、彼女の姿を模したネクサス虚像アバターが、真天使フイオラミリスに反応を許さない速度で加速し、一瞬にしてその無防備な胴どう体たいを打ちすえていたのだ。

　声を上げることすら許されず地に伏ふせる真天使フイオラミリス。

　──世界破壊の波動にも反応したフィオラミリスに反応さえ許さず。

　──一いち撃げきで意識を断つ。

　その光景を前に、ミソラは首筋から冷たい汗あせが噴ふきだした。

　……同じだ。

　自分の知る彼女とまったく同じ動き。

　コピーでも模も倣ほうでもなく、それは師の動きの完全なる再現だった。

「────」

　無言でこちらにふり向く彼女。

　ぞっとする程ほどに美しく、そして生き写しのように再現された師の面おも影かげ。だがそんな感傷をあっさり打ち砕いたのは、ほかならぬ彼女自身の拳こぶしだった。

　破壊の一撃。

　気づいた時には眼前に迫っている拳を、両手を交こう叉さして受けとめる。だが──

　ミシッ、という何かが軋きしむ音。

　両りよう腕うでに走った激痛と違い和わ感かんが背筋を粟あわ立だたせた瞬間、ミソラは腕を退ひいて後方へと退いていた。拳を受けた部分が赤く腫はれ上がる。

　……あと一秒でも耐たえようとしたら骨までやばかった。

　……重反応加速アクセルで強化しても、なお圧おされるっていうのか！

　まずは戦いの場をフィオラミリスから遠ざける。

　そのつもりでさらに横へ跳ちよう躍やくしたミソラの視界から、ネクサス虚像アバターの姿が消失する。その直後、ミソラの聴ちよう覚かくは、後方の氷面に何かが着地する足音を捉とらえていた。

「後ろ……かっ!?」

　はげしく波打つ蒼の長髪。

　真なる赤き実ネクのなる大樹サスに実った果実と同色をした髪かみの女性が、ふり向いたミソラの眼前に立っていた。

　互たがいの前髪と前髪とがふれあう程の距きよ離り。

　互いのまなざしとまなざしとが交叉して、そしてすれ違う。

　影を媒ばい介かいに転移する双オ頭ルのト魔ロ犬スや、炎ほのおを媒介に転移する炎の破壊精霊イフリート。今までもミソラに反応させずに背後を取った相手もいないわけではない。

　だが──純じゆん粋すいな速さだけで、方程式オムニスの力を得たミソラが反応で遅おくれを取る相手は、後にも先にも世界にただ一人だけ。

　……出会ったときから変わらない。

　……やっぱり……間違ってないじゃねえか……よ！

　拳を振ふり上げる所作の彼女。

　その姿を目まの当たりにしながら、ミソラは内心の叫さけびをこらえきれなかった。




〝ねえミソラ。天使と悪あく魔まと竜りゆう、それに人間、そしてあらゆる生命が争い戦いあった時。最後に勝ちのこる一番強い『生命』ってなにかしら？〟




　四年前、少年が師から問われた言葉だ。

　抽ちゆう象しよう的てきこの上ない問いかけに、かつて少年は自信をもってこう言った。




〝先生が一番強い〟




　一つは、師の欲ほつする答えを理解しての意味で。

　そしてもう一つ、言葉そのままの意味でも、あの日の少年ミソラの答えは正しかった。

「……っ、か……はっ……！」

　拳をかわそうとして。

　だがミソラが一歩目を踏みだすより先に、彼女の拳はその肩かたを抉えぐっていた。

　重反応加速アクセルは使っていない。Ｎ因子を組みこんだ理装執行者シミユレーターでもなく、ミソラのようにバイオテスタ『方程式オムニス』の恩おん恵けいを受けているわけではない。

　だが重反応加速アクセルで加速した自分より圧あつ倒とう的てきに強く、速く、そして研とぎ澄すまされている。

　出会ったときからそうだ。

　アナスタシアという女性は誰だれよりも何よりも気高く、そして、人間という生命の領域を超こえていた。




〝いま私の立つ領こ域こが生命進化の最終点〟




　それが、自分の知らない重反応加速アクセルの類似能力なのか。

　あるいは彼女も、『方程式オムニス』に似たバイオテスタの恩恵を受けていたのか。

　彼女の強さについて不思議に思いながら、四年前のミソラはその理由を最後まで尋たずねることはできなかった。

　……先生はいつもそうだ。

　……過去を話そうとすると、すごく悲しそうな微び笑しようになる。

　共に暮らすなかの会話で自然と尋ねたことはある。

　だがその度たびに、普ふ段だんは穏おだやかな微笑を絶やさない師が、その時だけは寂さみしげに目を伏せる姿を見て、最後まで追つい及きゆうすることはできなかった。

　それがまさか四年後の今、響ひびいてくるとは思わなかった。

　……これが。

　……これが最後だっていうのに。

　どんなバイオテスタも幻げん獣じゆうも、ネクサス虚像アバターとて負ける気はない。

　だがこの女ひ性とだけは──

　まだ届かない。

　方程式オムニスの能力をすべて解放しても、その強さも、バイオテスタ工学の研究者としても、果てしないほどに遠い地平にいる。ミソラはそれを改めて理解した。

「……ははっ」

　喉のどの奥から逆流する血の塊かたまりを吐はき捨てる。

　腹部に突つきささった拳。無情で、残ざん酷こくで、そして何より──痛い。

　この世で最大の痛み。

　それが愛いとしき者の振るう拳であることを、知った。

「やっぱ……すごいな先生は」

　自分でも感情の理由がわからないまま、ミソラは笑っていた。

　相手がネクサス虚像アバターであるとわかっていても──

　追い続ける師が、今でも自分の理想で在あり続けていることを自覚できたことが、ふしぎと嬉うれしかった。

　……まだいける。まだ先がある。

　……遥はるかに歩き続けた先で待っていてくれる永遠の師の存在。

　肉体の限界。

　重反応加速アクセルを使い続けた先に待ち受ける肉体の崩ほう壊かい。少年の全身から力が失われる。

　ただ立つことだけで精せい一いつ杯ぱいのミソラへと、師の最後の拳が見み舞まわれる。

　防ぐ術すべはない。

　抗あらがう術はない、そのはずだった。

　師の姿を模倣したネクサス虚像アバターでさえ、そう確信していただろう。だが──




「やめて……もうやめて、お母さん！」




　精一杯の呼び声。

　それは凍いてついた空間をふるわせて、どこまでもどこまでも伝っていった。

「もうやめて……お願い……！」

「……フィア？」

　金きん髪ぱつの少女。

　その背中に透すきとおった蒼そう碧へき色の輝かがやく翼を顕けん現げんさせた天使。だがその瞳ひとみは、真天使フイオラミリスが有する緋ひ色いろのものではなく、バイオテスタとしての蒼めいた色だった。

　フィア・ネスエンネル・Ｃ４・アナスタシア。

　アナスタシアによって創つくられ、そして育てられた天使型バイオテスタ。バイオテスタでありながら、彼女から実の娘むすめとして、その名の一部を継けい承しようした少女。

「もう……やめよ？　お母さんが誰かを傷つけるの……みたくないよ」

「────」

　アナスタシアの姿をしたネクサス虚像アバターは答えない。

　無言で拳を握にぎりしめていながらも、その拳がかすかにふるえだす。

「お母さん……」

　フィアがその両手を広げる。

　その光景は、母の前で抱ほう擁ようを望む子供そのもので──




　天使の少女は、世界破は壊かいの大樹を抱だき寄せて力いっぱい抱きしめていた。




　全すべての元げん凶きようであるはずのソレは、それに一いつ切さいの抵てい抗こうを示さなかった。

　抱きつかれるまま、その身体からだが淡あわい光に包まれていく。

「……お前の負けだよ、ネクサス虚像アバター」

　その光景を見つめて。

　ミソラは、小さな微び苦く笑しようとともにそう告げた。

「負けてたんだろうな。最初から。先生の姿を真ま似ねして、強さを真似して、そしてお前の知るかぎりの先生の面影を模倣した。完かん璧ぺきだったよ。俺ですら、戦ってて先生との記き憶おくが何度頭をよぎったかわからないくらいに完璧だった」

　だが、それゆえに負けたのだ。

　真天使という名の称しよう号ごう。

　それはきっと、「向こう側」の世界ではフィオラミリスを指す代名詞だろう。

　だが世界でたった一人。

　アナスタシアという女性にとっての本当の天使は、自分の愛しき娘そのものだった。

　だからこそ戦意の全てを失った。

　最愛の娘を前にして、母の姿をした大樹は敗れたのだ。

「でも悪くないだろ。世界破壊だけじゃない。ソレが誰かに愛されるってことだ」

「…………」

　消えていく師の姿。

　その光景を見守る後こう継けい者しやの少年と、最後まで母の面おも影かげを抱きしめる天使の少女。

　何もかもが消えていく。

　真天使フイオラミリスによって封ふう印いんされた凍こおりついた空間も、枯かれ果てた大樹も、何もかも。

　すべてが消えた世界で──

「帰ろう、フィア」

「……はい」

　一筋の涙なみだをぬぐい、少年の差しだした手を握り、天使の少女は歩きだした。







　　　エピローグ　「この世界のどこかで」







　次バ世イ代オ新テ生ス物タ統合研究特区。

【the Special Integrative Research Enclosure of Novel-world-life 】

　略りやく称しよう『ＳＩＲＥＮサイレン』──そう呼ばれた特区の空に、ゆっくりと朝日が昇のぼっていく。




『ミソラ、最後の荷物チェックよ！』

　カーテンから差しこむ日ひ射ざしに照らされるリビングで。

　腰こしに手をあててディーネが声を張り上げる。

『歯ブラシと着き替がえは？　地図と方コ位ン磁パ石スと、あと胃腸薬とお金も持ったわね？』

「なあ……地図と方コ位ン磁パ石スって本当に要いるかな？　それにお金も。こっちの世界の通貨がアッチの世界で使えるとは思えないんだけど」

『備えあれば憂うれいなしなのよ。ほらフィアを見なさい、もうとっくに荷物の準備ができて玄げん関かんで待機してるじゃない！』

「そうですよミソラ、早く早く。外で奈な々なさんたちが待ってます！」

　背中に大きなバックパックを担かついだフィアがしきりに手招き。

　ちなみにその鞄かばんに入っているのは少々の着替えと、あとはすべてお菓か子し、それにディーネが焼いたパンケーキを真空パックの容器で保存したものだ。

『ほらみんな、ミソラ出発だよ。おいでおいで』

　ディーネの一声で集まってくるバイオテスタたち。

　ベランダの枠わくに摑つかまって飛行練習中だった金翅鳥ガルーダに、朝ご飯のハチミツを食べていた花精フエアリー二体。それにテーブルの下で今も寝ね息いきを立てていた妖精猫ケツト・シー。

　窓まど際ぎわの鉢はちで陽光を浴びていた踊花アルラウネも、滅めつ多たにないことに鉢の外へ出てきてぴょんぴょんと跳ねながら近づいてくる。

　──朝の登校前の見慣れた挨あい拶さつ。

　だが今日この時だけは、普段とは少しだけ違ちがった意味合いでの挨拶だ。

『何度も言ったけど、気をつけてね。それと、ちゃんと連れん絡らくを忘れずに』

　腕うで組ぐみするディーネ。

　普段と変わらぬ陽気な口調の中にも、少しだけ寂しげなものを感じるのは、きっと気のせいではないのだろう。

『私にはよくわかんないけど、とにかく「向こう側」側の世界って場所が、こっちと全然違うっていうのだけは確かなんでしょ？』

「多分な。こっちのバイオテスタにあたる幻獣っていうのが沢たく山さんいる世界なわけだし。治安もＳＩＲＥＮサイレンより良いってことはないだろうなって」

『……それでも行くのね』

「ちょっとした修学旅行だよ。見学ついでに、珍めずらしい幻獣っていうのも見てきたいから」

　旅行用の荷鞄を肩かたに提さげる。

　ずしりとした重みを感じながら、ミソラは玄関に続く廊ろう下かを歩きだした。

　──幻獣たちの住まう世界。

　──「向こう側」へ。

　見果てぬ世界の、見果てぬ地平のその先に、きっと彼女アナスタシアが待っている。

　ミソラにとってのかけがえのない師。

　フィアにとっての最愛の母親。

　真天使フイオラミリスにとっては、フィアと繫つながった精神世界を切り離はなす術すべを知る女性でもある。

「先生に会いに行く。それが終わったらすぐ戻もどってくるさ」

　一週間前──

　ネクサス虚像アバターが消しよう滅めつした日の夜のこと。

　疲ひ労ろうしきった身体で、けれど思考だけはこれ以上ないほど澄すみきっていて、同じく眠ねむれずにいたフィアを誘さそって一晩話しこんだ。

　気づけば朝が来るまで話し合って、そうして二人で出した結論だ。

「あ、ミソラやっときた！」

「……遅おそい。なんで肝かん心じんのアンタが一番遅いのよ」

　玄関を出た先で。

　待っていたのは笑え顔がおで手を振ふる奈々と、ふくれ面つらで腕組みする京きよう花かだった。

　二人から少し離れたところにはレイベルトの姿も。

「準備が色々あったんだよ。それで奈々も京花も、悪いけど留守番頼たのむ」

「だいじょーぶ！　ミソラの家のバイオテスタを見てるだけでしょ」

　胸を張って奈々が大きく頷うなずいてみせる。

「毎日、学校の帰りに寄ればいいんだよね。ね、京花ちゃん？」

「……まあいいけど。そのかわりアンタもやることやりなさいよ。『向こう側』ってあの福音機関の本ほん拠きよ地ちでもあるんでしょ。全部ぶっ潰つぶしてきなさいね！」

　握り拳こぶしを作ってみせる京花。

　そんな強気の彼女に、ミソラは苦く笑しよう気味に肩をすくめてみせた。

「まあ、それは二の次かな。別にそんな長居するわけじゃないさ。すぐに帰ってくるよ。そうしないと学園研究機関アカデミーの単位だって危ないんだから」

「単位の前に、自分の身の安全を重視することだ」

　道路を挟はさんだ対面から、レイベルト。

「所用を終えたらさっさと戻ってこい」

　無骨な男の、たった一言の餞はなむけ。

　それに力強く頷いて、ミソラは朝日の昇る方角へと向きなおった。

「準備はいいな」

「禰ネ鈴レたちにとっては里帰りですが、ミソラさんにとっては未知の世界への旅立ちですね」

　暗色のローブを羽織ったネックザール。

　そしてその隣となりに寄りそうのは、その妹である禰鈴だ。

「先にもお伝えしましたが、『向こう側』の世界は、こちら以上に広大です。伝説の竜りゆうが棲すまうとされる竜の渓けい谷こく。天使の楽園たる天界に、おぞましき魔ま獣じゆうが跋ばつ扈こする冥めい界かい。これらとてほんの一例。いまだ人類未み踏とうの秘境がいくつも残っています。禰鈴たちが道案内できるのも、世界のほんの一部だけ」

「そこから先は、ミソラ、お前が自分で切りひらくしかない。わかっているな」

「そのつもりだよ」

　見果てぬ世界。

　想像もできない世界と、旅と、経験と。すべてを覚かく悟ごのうえで歩いていける。

　その地平の先で待っている人がいるから。

　だから──

「行こうか、フィア」

「はい！」

　後継者の少年と、天使の少女は歩きだした。

　ＳＩＲＥＮサイレンの外へ。

　ＳＩＲＥＮサイレンで出会った仲間と友人たちに、見守られながら。
















　　　あとがき







　歩き始めるということ──




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』５巻、手にとってくださってありがとうございます。

　そして、本の刊行をお待たせしてしまってごめんなさい……

　前回の４巻で「次は４月予定」とお伝えしつつ、細音の方で年明け早々から体調を崩くずしてしまい５月刊になってしまいました。たくさんの方に申し訳なくて……身体からだの方も、一日でも早くベストコンディションに戻もどせるよう心がけたいです。




　さて、本題の『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』５巻について。

　５巻の内容のとおり、この巻がひとまずの区切りの巻になります。

　今まで細音が書いてきた物語の中では『イリス』と同じ５巻構成です。短すぎず長すぎず、主人公ミソラとヒロイン・フィアの出会いから始まり、本作のタイトルでもある『次世代サ新生物イ統合研究レ特区ン』から旅立つ決意にいたるまで、二人の物語としては構想していたものの多くを書ききることができたのかなと。

　少しだけ裏話を交えますと──この『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』に関しては企き画かく当初から、担当編集氏に「理科っぽい要素を絡からめたお話をやりたいです！」とお願いをして、今までにない毛色の物語に挑ちよう戦せんした執しつ筆ぴつでした。

　とにかく手て探さぐりと試し行こう錯さく誤ごのくり返しではありましたが、応おう援えんしてくださった全すべての方々に支えられ、こうして一つの到とう着ちやく点まで続けることができました。

　とはいえ本編のエピローグで描えがいた光景のとおり、ミソラやフィア、そして他の登場人物たち一人一人にもまだまだ物語は続きます。細音の個人的な思い入れという面でも『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』には愛着のある人物や世界観がたくさんあって、そう遠くない未来、何かのかたちで面おも白しろい仕し掛かけができれば良いなあと。

　その日が近く訪おとずれるように、細音も、今日から再び精しよう進じんしていきたいです。




　ここで御お礼れいを。

　一巻の企画からずっと一いつ緒しよに『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』を作ってくださった編集Ｈ様。

　そして最後まで美び麗れいなイラストで本作を描いてくださった蒼あお崎ざき律りつ先生、先生のカラーイラスト本当に素す敵てきでした！　モノクロも一つ一つ丁てい寧ねいに描いてくださって、見本誌が届くたびイラストを何度も見返すのが楽しみの一つでした。

　そして何より、『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』を手にとってくださった全ての方へ。

　本当にありがとうございます。

　これからも新しい物語を楽しんでもらえるよう、今まさに新作奮ふん闘とう中です。

　まだまだ磨みがいて磨いて、完成度を高めている最中ですが、自信作にできそうな予感の物語ですので、ご期待いただければ幸いです。




◆今後の刊行予定

　２０１５年６月25日（木）刊行

『世界の終わりの世界録アンコール４』　イラスト：ふゆの春はる秋あき先生

　出版：ＭＦ文庫Ｊ（メディアファクトリー文庫Ｊ）様

　来月になりますが、ＭＦ文庫Ｊ様での純ファンタジーシリーズも早くも４巻目です。

　嬉うれしいことにコミック化も決まりまして、この流れに乗って物語も加速できるよう、全力執筆中です。すぐ来月の刊行ですので、未読の方もこの機にぜひぜひ！

　そして富士見ファンタジア文庫の新作──

　見込みとしては秋あき頃ごろかなと。今まさに挑戦中の作品ですが、ここからまた推すい敲こうと熟じゆく慮りよを重ねて、自信作にできるよう頑がん張ばります！

　twitter　https://twitter.com/sazanek

　blog　　http://sazane.exblog.jp/

　等でもこまめにお知らせいたしますので、もう少しだけお待ちいただければ……！




　さて、あっという間にあとがきのページも尽つきてしまいました。

　次回お会いできるのは『世界の終わりの世界録アンコール』４巻。

　その次に、また一日でも早く富士見ファンタジア文庫でお会いできれば幸いです。

　最後に──

『Ｓ．Ｉ．Ｒ．Ｅ．Ｎ．サイレン』を読んでくださった全ての方へ、この場を借りてあらためて感謝申し上げます。本当にありがとうございました！

　それではまた、近いうちにお会いできることを願いつつ。





　２０１５年４月　少し暖かくなってきた日の夜に


細音　啓けい　
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